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取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故にな
ることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
ています。この取扱説明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製品を安
全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。



この取扱説明書につ
いて
この取扱説明書では、主に付属のリモコ
ンを使った操作のしかたを説明していま
す。リモコンと同様もしくは類似した名
前のボタンやつまみが本体にある場合
は、本体でも同様に操作できます。

このマークは「高温注意
（Hot Surface）」を意味し
ます。 動作中に、この面を
さわると熱く感じることが
あります。

本機はドルビー *デジタルデコーダー
（EX）およびドルビープロロジック（II、
IIx、IIz）、Dolby Digital Plus、Dolby 
TrueHDデコーダー、MPEG-2 AAC
（LC）デコーダー、DTS**（DTS-ES お
よび DTS 96/24）デコーダー、DTS-
HDデコーダーを搭載しています。
* ドルビーラボラトリーズからの実施権
に基づき製造されています。Dolby、
ドルビー、 Pro Logic、 Surround 
EX、 AACロゴ及びダブル D記号は
ドルビーラボラトリーズの商標です。

** 米国特許番号 5,956,674、
5,974,380、6,226,616、
6,487,535、7,212,872、
7,333,929、7,392,195、
7,272,567、その他米国および米国
外で特許申請中の実施権に基づき製造
されています。DTS-HD、シンボル、
および DTS-HDとシンボルの組み合
わせは登録商標です。 また DTS-HD 
Master Audioは DTS社の商標で
す。製品にはソフトウェアが含まれて
います。© DTS, Inc. All Rights 
Reserved.

本機は、High-Definition Multimedia 
Interface (HDMITM)技術を搭載してい
ます。

HDMI、HDMI High-Definition 
Multimedia Interface および HDMIロ
ゴは、HDMI Licensing LLC の商標も
しくは米国およびその他の国における登
録商標です。

AirPlay、 iPhone、 iPod、iPod 
classic、iPod nano、and iPod touch
は、米国および他の国々で登録された
Apple Inc.の商標です。

その他すべての商標および登録商標は各
社の所有物です。本文中では、™、®

マークは明記していません。

「Made for iPod」「Made for iPhone」 
とは、それぞれ iPod、iPhone専用に接
続するよう設計され、アップルが定める
性能基準を満たしているとデベロッパに
よって認定された電子アクセサリである
ことを示します。アップルは、本製品の
機能および安全および規格への適合につ
いて一切の責任を負いません。本製品を
iPodまたは iPhoneと共に使用すると、
ワイヤレス機能に影響を及ぼす可能性が
あります。

DLNA™, the DLNA Logo and DLNA 
CERTIFIED™ are trademarks, 
service marks, or certification marks 
of the Digital Living Network 
Alliance.

“Sony Entertainment Network”ロゴ
および“Sony Entertainment 
Network”は、ソニー株式会社の商標で
す。

Wake-on-LANは、米国の
International Business Machines 
Corporationの商標です。

WindowsおよびWindowsロゴは、
Microsoft Corporationの米国およびそ
の他の国における登録商標または商標で
す。

商標について
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本製品は、Microsoft Corporationが有
する特定の知的財産権によって保護され
ています。MicrosoftおよびMicrosoft
関連会社から使用許諾を得ることなく、
本製品に使われている技術を本製品以外
で使用または頒布することは禁じられて
います。

MPEG Layer-3オーディオコーディン
グ技術とその特許は、 Fraunhofer IISお
よび Thomsonから許諾されています。

“x.v.Color”および“x.v.Color”ロゴ
は、ソニー株式会社の商標です。

“ブラビアリンク”および“BRAVIA 
Link”ロゴはソニー株式会社の登録商標
です。

“PlayStation”は株式会社ソニー・
コンピュータエンタテインメントの登録
商標です。

“ウォークマン”、“WALKMAN”、
“WALKMAN”ロゴは、ソニー株式会社
の登録商標です。

VAIOおよび VAIO Mediaはソニー株
式会社の登録商標です。

Wi-Fi CERTIFIEDロゴはWi-Fi 
Allianceの認証マークです。

Bluetooth®とそのロゴマークは、
Bluetooth SIG, Inc.の登録商標で、ソ
ニーはライセンスに基づき使用していま
す。
その他すべての商標および商号は各社の
所有物です。

POCKET BIT、ポケットビットはソ
ニー株式会社の商標です。

“InstaPrevue™”は、米国およびその
他の国における Silicon Image, Inc.
の商標または登録商標です。

FLACデコーダー
Copyright (C) 
2000,2001,2002,2003,2004,2005,
2006,2007
Josh Coalson

改変の有無に関わらず、以下の条件を満
たした場合、ソースとバイナリ形式での
再配布と使用が許可されます。

– ソースコードの再配布に、上記の著作
権表示、本条件項目の一覧、以下の免
責条項が含まれていること。

– バイナリ形式での再配布の場合、上記
の著作権表示、本条件項目の一覧、以
下の免責条項を書類、および／または
本配布付属の資材の形式で複製するこ
と。

– 事前に書面による許可を得ない限り、
本ソフトウェアから派生した製品の保
証や販売促進に、Xiph.org 
Foundationおよび作者の氏名を使用
してはならない。

本ソフトウェアは「そのままの状態」で
提供され、できる限りの明示された、ま
たは暗黙の保証を含んでいますが、それ
に制限されることはなく、市場向けの暗
黙的な保証や特別な目的への適用は拒否
されます。本ソフトウェアの利用によっ
て発生した責任の理由、契約の有無、絶
対的な義務、または不正行為（過失また
はそうでない場合を含む）の程度にかか
わらず、基金またはその貢献者たちは、
直接的、間接的、付随的、特別な、懲戒
的、または派生的損害（代替商品または
代替サービスの調達、利用・データ・利
益の 損失、業務の中断を含みますが、そ
れだけではありません）について何ら責
任を負わないものとします。これは、当
該損害の可能性について知らされた場合
でも同様とします。
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同梱品
• 取扱説明書（本書）（1）
• 接続・設定ガイド（1）
• 安全のために（1）
• ソニーご相談窓口のご案内（1）
• 保証書（1）
• 製品登録のおすすめ（1）
• リモコン（RM-AAU177）（1）
• 単 3形マンガン乾電池（2）
• FMアンテナ線（1）

• AMループアンテナ（1）

• 測定用マイク（ECM-AC2）（1）

リモコンに単 3形マンガン乾電池
（付属）2個を入れます。乾電池を入
れる際には3と#の向きを正しく入
れてください。

•極端に温度や湿度の高い場所にリモコン
を放置しないでください。

•新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使わ
ないでください。

•マンガン乾電池と他の種類の乾電池を混
ぜて使わないでください。

•リモコンを使うときは、リモコン受光部
に直射日光や照明器具などの強い光が当
たらないようにご注意ください。誤動作
の原因となります。

•長い間リモコンを使わないときは、液も
れや腐食を避けるために乾電池を取り出
してください。

•電池交換時に、リモコンのボタンにプロ
グラムした内容が消える場合があります。
その場合は、入力切り換え用ボタンを再
登録してください（102ページ）。

•リモコンが本機に認識されなくなったら、
乾電池をすべて交換してください。

リモコンに電池を入れる

ご注意
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各部の名前と働き

A ?/1（電源オン／スタンバイ）（31、
54ページ）
ボタンの上のランプは次のように
点灯します。
緑：本機の電源が入っている状態
オレンジ色：本機がスタンバイ状
態で
–「Control for HDMI」（93ペー
ジ）、「Network Standby」（95
ページ）または「BT Standby」
（74ページ）が、「On」に設定
されているとき。

–「Pass Through」（93ページ）
が「On」または「Auto」に設
定されている場合。
本機がスタンバイ状態で
「Control for HDMI」、「Pass 
Through」、「Network 
Standby」および「BT 
Standby」が「Off」に設定され
ているときは、消灯します。

ランプがゆっくり点滅しているときは、
ソフトウェアのアップデート中です
（68ページ）。ランプが速く点滅してい
るときは、ソフトウェアのアップデー
トでエラーが発生しています。

B SPEAKERS（33ページ）
C TUNING MODE、TUNING +/–

TUNING MODEを押してチュー
ナー（FM/AM）を操作します。
TUNING +/–を押して放送局を選
局します。

D A.F.D./2CH、MOVIE、MUSIC 
（49、50ページ）

E 表示窓（9ページ）
F SOUND OPTIMIZER（52ペー
ジ）

G BLUETOOTH（72ページ）
Bluetooth機能を操作します。

H DIMMER
表示窓の明るさを 3段階で調整し
ます。

I DISPLAY（102ページ）

本体前面

ご注意
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J リモコン受光部
リモコンからの信号を受信します。

K PURE DIRECT（53ページ）
PURE DIRECTが働いていると
きは、ボタンの上のランプが点灯
します。

L MASTER VOLUMEつまみ（40
ページ）

M INPUT SELECTORつまみ（40
ページ）

N （USB）ポート（27ページ）
O AUTO CAL MIC 端子（32ページ）
P PHONES端子
ヘッドホンをつなぎます。
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A 入力表示
現在本機に入力されている信号を
点灯表示します。
HDMI
HDMI IN端子につないだ機器を
本機が認識しています。
ARC
テレビ入力が選択され、オーディ
オリターンチャンネル（ARC）信
号が検出されています。
COAX
デジタル信号が COAXIAL端子か
ら入力されています（81ページ）。
OPT
デジタル信号がOPTICAL端子か
ら入力されています（81ページ）。

B S.OPTIMIZER
Sound Optimizer機能が働いて
いるときに点灯します（52ペー
ジ）。

C D.C.A.C.
自動音場補正機能の測定結果が適
用されているときに点灯します。

D  TrueHD*
本機が Dolby True HD信号をデ
コードしているときに点灯しま
す。

E DTS(-HD)表示 *
対応する DTSフォーマットの信
号をデコードしているときに、該
当する表示が点灯します。

F スピーカーシステム表示（33ペー
ジ）

G チューニング表示

ST
ステレオ放送局を受信すると点灯
します。
MEM
プリセットメモリー（48ページ）
などのメモリー機能が働いている
ときに点灯します。

H SLEEP
スリープタイマーが働いていると
きに点灯します（13ページ）。

I EQ
イコライザーが働いているときに
点灯します。

J D.L.L.
D.L.L. (Digital Legato Linear)
機能が働いているときに点灯しま
す（91ページ）。

K D.R.C.
ダイナミックレンジの圧縮が働い
ているときに点灯します（92
ページ）。

L NEO:6
DTS Neo:6 Cinema/Musicデ
コーダーが働いているときに点灯
します（50ページ）。

表示窓上のインジケーター

DTS DTS
DTS-HD DTS-HD
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M ドルビープロロジック表示
ドルビープロロジック処理をして
いるときに、該当する表示が点灯
します。マトリックスサラウンド
デコード技術によって、入力信号
を拡張することができます。

スピーカーパターンの設定によっては、
点灯しない場合があります。

N A.P.M.
A.P.M. (Automatic Phase 
Matching) 機能が働いているとき
に点灯します。
DCAC (Digital Cinema Auto 
Calibration) 機能では、A.P.M.
機能のみを設定できます（89
ページ）。

O UPDATE
新しいソフトウェアをダウンロー
ド可能なときに点灯します（68
ページ）。

P BT
Bluetooth機器がつながれている
ときに点灯します。

Q 無線 LAN信号強度表示
無線 LAN信号の強度を示します
（36、37ページ）。

R 有線 LAN表示

LANケーブルがつながれている
ときに点灯します。

S USB
iPod/iPhoneまたは USB機器が
検出されると点灯します。

* ドルビーデジタルもしくは DTSフォー
マットのディスクを再生するときは、デ
ジタル接続が完了していること、および
「Input Mode」が「Analog」（81ペー
ジ）に設定されていないか、または
「Analog Direct」が選択されていないか
を確認してください。

 PL Dolby Pro Logic
 PL II Dolby Pro Logic II
 PL IIx Dolby Pro Logic IIx
 PL IIz Dolby Pro Logic IIz

ご注意

 信号がありません。

 弱い信号強度です。

 適度な信号強度です。

 強い信号強度です。
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A デジタル入／出力部

B チューナー部

C NETWORK部

D スピーカー出力部（20ページ）

E 音声入／出力部

F 映像入／出力部（22、26ページ）

* 選んだ入力の映像を見るには、お使いの
テレビを HDMI TV OUT端子または
MONITOR OUT端子につないでくださ
い（22ページ）。

本体後面

HDMI 入／出力 *端子
（22、25、27ページ）
光デジタル入力端子
（22、26ページ）
同軸デジタル入力 端子
（27ページ）

FM アンテナ 端子
（28ページ）
AM アンテナ 端子
（28ページ）

LANポート
（30ページ）

無線 LANアンテナ
（30ページ）

AUDIO IN端子
（22、26、
27ページ）

SUBWOOFER 
OUT 端子
（20ページ）

映像入／出力 *
端子

白 (L)

赤 (R)

黒

黄
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付属のリモコンを使って、本機や他の
機器の操作ができます。リモコンのボ
タンには、ソニー製のオーディオ／映
像機器用の操作があらかじめ登録され
ています。入力切り換え用ボタンを再
登録すれば、本機に接続している他の
機器を操作することができます（102
ページ）。

RM-AAU177

ピンク色で表記されたボタンを使
うには
シフト（N）を長押しして、使用した
いピンク色表記のボタンを押します。
例：シフト（N）を長押しして、メモ
リー（E）を押します。

本機を操作するには
A ?/1（電源オン／スタンバイ）
本体の電源をオン／スタンバイ状
態にします。
スタンバイ状態にして電力消費を抑
えるには
「Control for HDMI」、「Network 
Standby」、「Pass Through」、
「BT Standby」を「Off」にしま
す。

B TV ?/11)（電源オン／スタンバイ）
テレビの電源をオン／スタンバイ
状態にします。

C 入力切り換え用ボタン
使用する機器を選びます。入力切
り換え用ボタンを押すと、本体の
電源が入ります。各ボタンはソ
ニー製の機器を操作できるように
設定されています。

リモコン

1
押し続ける

2
押す
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数字／テキストボタン 1)2)

シフト（N）を長押しして、
数字／テキストボタンを押して、
– プリセットした放送局をプリ
セット／選局します（48ペー
ジ）。

– トラック番号を選びます。ト
ラック 10を選択するときは、
0/10 /=を押します。

– チャンネル番号を選びます。
– 文字を選びます（ABC、DEF
など）。

– ネットワーク機能の文字を入力
する際に、!や ?のような句読
点、または他の #、%のような
シンボルの場合は、@を選びま
す。

（C）で TVを押して、シフト
（N）を長押しして、数字ボタン
でテレビのチャンネルを選びま
す。
文字切換
シフト（N）を長押しして、文字
切換を押してネットワーク機能の
文字タイプを選びます。
文字切換を押すたびに、文字タイ
プが次のように順に切り換わりま
す。
「abc」（小文字）t「ABC」（大
文字）t「123」（数字）
クリア 1)

シフト（N）を長押しして、クリ
アを押して、
– ネットワーク機能の文字を消し
ます。

– 間違った数字／テキストボタン
を押したとき、不要な文字を消
します。

D アルファベットサーチ
キーワードを使って項目を検索し
ます（70ページ）。
アルファベット前
前の項目を検索します。
アルファベット次
次の項目を検索します。

E スリープ 
アンプ（Y）を押してから、指定
した時間に本機の電源が自動的に
切れるようにスリープを押しま
す。スリープを押すたびに表示が
次のように切り換わります。
0:30:00 t 1:00:00 t 1:30:00 
t 2:00:00 t OFF 

• 本機の電源が切れるまでの残り時間
を確認するには、スリープを押して
ください。残り時間が表示窓に表示
されます。

• 以下の操作を行うと、スリープタイ
マーが解除されます。
– スリープをもう一度押す。
– 本機のソフトウェアをアップデー
トする。

– ?/1を押す。
メモリー
シフト（N）を長押しして、選局
操作中にメモリーを押して放送局
を保存します。

F CS
110°CSデジタル放送に切り換え
ます（CSを押して CS1/CS2に
切り換えます）。
iPhone コントロール
iPod/iPhone使用時に、iPod/
iPhone操作モードに入ります。

G ポップアップ／メニュー 1)

BD-ROMのポップアップメ
ニューまたは DVDのメニューを
開いたり閉じたりします。
トップメニュー 1)

BD-ROMまたは DVDのトップ
メニューを開いたり閉じたりしま
す。

H アンプメニュー
本機を操作するためのメニューを
表示します（96ページ）。

I オプション 1)

オプションメニューで項目を表示
させて選びます。

ちょっと一言
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J ホーム 1)

ホームメニューを表示させて、
オーディオ／映像機器を操作しま
す。

K m/M1)、./>1)、N1)、
X1)、x1)

早戻し／早送り、スキップ、再
生、一時停止、停止の操作。
選局 +/–1)

放送局をスキャンします。
ダイレクト選局 2)

ダイレクト選局モードに入りま
す。
プリセット +/–1)

プリセットした放送局やチャンネ
ルを選びます。

L サウンドフィールド +/–2)

サウンドフィールドを選びます
（49ページ）。

M PURE DIRECT（53ページ）
ピュアダイレクトモードに入りま
す。

N シフト
リモコンのボタン機能を切り換え
て、ピンク表記のボタンを有効に
します。

O 音量 +/–
すべてのスピーカーの音量を同時
に調節します。

P 消音
一時的に音を消します。消音を解
除するときは、ボタンをもう一度
押します。

Q 戻る O1)

メニューまたはオンスクリーンガ
イドをテレビ画面に表示している
とき、前のメニューへ戻る、また
はメニューを閉じます。

R

V/v/B/bを押してメニュー項目を
選び、 を押して選択を決定しま
す。

S 画面表示 1)

表示窓に情報を表示します。

T シャッフル 1)

一つのトラックやフォルダーをラ
ンダムに再生します。
リピート 1)

一つのトラックやフォルダーをく
り返し再生します。

U BS
BSデジタル放送に切り換えます。

V 地デジ
地上デジタル放送に切り換えます。

W PREVIEW (HDMI)
HDMI入力端子に接続した機器の
映像を PIP（小窓）画面にプレ
ビュー表示します。一度に最大 4
つまでのプレビュー画面が表示で
きます。
PIP（小窓）画面に表示している
HDMI入力をリモコンで選択する
事で入力切替ができます。 V/v を
くり返し押して PIP（小窓）画面
を選び、 を押して選択を決定し
ます。（この機能は、Silicon 
Image社の InstaPrevue™ の技
術を使用しています。）

「Preview for HDMI」機能は、HDMI 
BD、DVD、GAMEおよび VIDEO入
力に使えます。

• Preview for HDMI 機能は以下の場
合、働きません。
– HDMI 機器が接続されていない。
– ある特定の HDMI 機器が、電源が
入っていない状態で接続されてい
る。

– サポートしていない HDMI 信号が
入力された。（VGA、480i、576i、
4K、一部の 3D 信号、ビデオカメ
ラからの信号など）

– HDMI 入力以外の入力が選択され
ている。

–「Fast View」が「Off」に設定さ
れている。

• HDMI のプレビュー機能の PIP（小
窓）画面は下記の場合、黒画になり
ます。
– サポートしていない HDMI 信号が
入力された。（4K、一部の 3D 信
号）

、
1)

V/v/B/b1)

ご注意

ちょっと一言
14



X TV 入力切換 1)

入力信号（テレビ入力または映像
入力）を選びます。

Y アンプ
本機の操作ができるようになりま
す。

1)それぞれの機器を操作するときに使うボ
タンについて詳しくは、15ページの表を
確認してください。

2)5/JKL/VIDEO、 DTB、 ダイレクト選局／
N、 サウンドフィールド +ボタンには、
凸点 （突起） が付いています。 本機を操
作するときの目印としてお使いください。

•上記の説明は例としてあげています。
•つないでいる機器の種類によっては、付
属のリモコンで操作しても、ここで説明
されている機能の一部が働かないことが
あります。

他のソニー製機器を操作するには

ご注意

ボタン名 テレビ ビデオ
デッキ

DVD
プレーヤー／
レコーダー

ブルーレイ
ディスク

プレーヤー／
レコーダー

CDプレーヤー

B TV ?/1 z

C 数字ボタン z z z z z

クリア z z z

G ポップアップ／メニュー z z

トップメニュー z z

I オプション z z z

J ホーム z z z z

K ./> z z z z z

m/M z z z z z

N、X、x z z z z z

Q 戻る O z z z

R V/v/B/b、 z z z z

S 画面表示 z z z z z

T シャッフル z

リピート z z z

X TV 入力切換 z
15



はじめに
以下の手順にしたがって簡単に本機につないだオーディオ／映像機器を再生でき
ます。
必ず電源コードを抜いた状態で、コード類をつないでください。

スピーカーを設置／接続する（18、20
ページ）

機器に合った接続を確認する

テレビおよび映像機器を接続する
（22、23ページ）
画質は接続する端子によって異なります。
下の図を確認してください。お使いの機
器の端子に応じて接続方法を選んでくだ
さい。
お使いの映像機器に HDMI端子がある場
合は、HDMI端子経由で接続することを
おすすめします。

オーディオ機器を接続する （27ページ）

アナログ

高画質

デジタル

本機の準備をする
「電源コードを接続 する」（31ページ） お
よび「本機の電源を入れる」（31ページ）
をご覧ください。

本機を設置する
「Easy Setup（かんたん設定）を使って
本機を設定する」（31ページ）をご覧く
ださい。

接続機器の音声出力を設定する
マルチチャンネルデジタル音声を出力す
るには、接続機器のデジタル音声の出力
設定を確認してください。
ソニー製ブルーレイディスクレコーダー
では、「HDMI 音声出力」が「自動」、
「ドルビーデジタル」が「ドルビーデジタ
ル」、「DTS」が「DTS」に設定されてい
ることを確認してください。（2013年 6
月 1日現在）。
PlayStation 3の場合は、 HDMIケーブル
で本機とつないでから、「サウンド設定」
の「音声出力設定」を選び、「HDMI」お
よび「自動」を選んでください（システ
ムソフトウェア 4.21の場合）。
詳しくは、接続機器に付属の取扱説明書
を参照してください。
16



本機がデコードできるデジタル音声フォーマットは、接続機器のデジタル音声出
力端子によって異なります。本機は以下の音声フォーマットに対応しています。

a)再生機器が上記のフォーマットに対応していない場合は、音声信号は別のフォーマットで
出力されます。詳しくは、再生機器の取扱説明書を参照してください。

b)サンプリング周波数が 96 kHzより大きい信号は、96 kHzまたは 88.2 kHzで再生され
ます。

本機が再生できるデジタル音声フォーマット

音声フォーマット
［表示］ 最大チャンネル数

本機と再生機との接続

COAXIAL/
OPTICAL

HDMI

Dolby Digital
[DOLBY D] 5.1 a a

Dolby Digital EX
[DOLBY D EX] 6.1 a a

Dolby Digital Plusa)

[DOLBY D +] 7.1 × a

Dolby TrueHDa)

[DOLBY HD] 7.1 × a

DTS
[DTS] 5.1 a a

DTS-ES
[DTS-ES] 6.1 a a

DTS 96/24
[DTS 96/24] 5.1 a a

DTS-HD
High Resolution 
Audioa)

[DTS-HD HR]

7.1 × a

DTS-HD
Master Audioa)b)

[DTS-HD MA]
7.1 × a

DSDa)

[DSD] 5.1 × a

MPEG-2 AAC (LC) 5.1 a a

マルチチャンネルリニア
PCMa)

[PCM]
7.1 × a
17



1：スピーカーを設置する
本機では、最大 7.2チャンネルのス
ピーカーシステム（スピーカー 7本と
アクティブサブウーファー 2本）を構
成できます。

スピーカーシステムの設置例

Aフロントスピーカー（左）
Bフロントスピーカー（右）
Cセンタースピーカー
Dサラウンドスピーカー（左）
Eサラウンドスピーカー（右）
Fサラウンドバックスピーカー （左）*
Gサラウンドバックスピーカー （右）*
Hフロントハイスピーカー （左）*
Iフロントハイスピーカー （右）*
Jアクティブサブウーファー
* サラウンドバックスピーカーとフロント
ハイスピーカーを同時に使用することは
できません。

5.1 チャンネルスピーカーシステ
ム
映画館のようなマルチチャンネルのサ
ラウンド音声を充分に楽しむには、5
本のスピーカー （フロントスピーカー
2本、センタースピーカー1本、サラウ
ンドスピーカー2本） および 1本のア
クティブサブウーファーが必要です。

7.1 チャンネルスピーカーシステ
ム（サラウンドバックスピーカー
接続）
DVDやブルーレイディスクソフト
ウェアに記録された 6.1チャンネルま
たは 7.1チャンネルフォーマットの音
声を忠実に再現することができます。
• 6.1チャンネルスピーカーの配置
サラウンドバックスピーカーを視聴
位置の真後ろに配置します。

• 7.1チャンネルスピーカーの配置
サラウンドバックスピーカーを下の
図のように配置します。Aの角度
が等しくなるように配置します。

接続
18



接
続

7.1チャンネルスピーカーシステ
ム （フロントハイスピーカー接続）
フロントハイスピーカーをさらに 2本
接続することで、垂直方向のサウンド
効果を楽しむことができます。
以下の位置にフロントハイスピーカー
を配置します。
–横間隔：25°～ 35°

–高さ：20°± 5°

アクティブサブウーファーが発する信号に
は指向性がないため、お好みの場所に設置
できます。

ちょっと一言

20˚ ± 5˚
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2：スピーカーを接続する
必ず電源コードを抜いた状態で、コード類をつないでください。

Aモノラル音声コード（別売）
Bスピーカーコード（別売）

右 左

右

センタースピーカー

B

左

B

B

サラウンドスピーカー

B

A

サラウンドバック／バイ
アンプ／フロントハイ／
フロント Bスピーカー **

フロント Aスピーカー

A

アクティブサブウーファー *

右 左
20



接
続

* オートスタンバイ機能があるアクティブ
サブウーファーをお使いの場合、映画鑑
賞中はオートスタンバイ機能をオフにし
てください。オートスタンバイ機能がオ
ンになっていると、アクティブサブウー
ファーへの入力信号のレベルによって自
動的にスタンバイ状態になり、音が出な
くなることがあります。

** SPEAKERS SURROUND BACK/BI-
AMP/FRONT HIGH/FRONT B端子接
続についてご注意。
–サラウンドバックスピーカーを 1本の
み使用するときは、この端子の L側に
つないでください。

–フロントスピーカーシステムを追加す
るときは、この端子につないでくださ
い。
Speaker Settingsメニューで「SB 
Assign」を「Speaker B」に設定し
てください（89ページ）。本機の
SPEAKERSボタンで、ご希望のフロ
ントスピーカーシステムを選べます
（33ページ）。
–バイアンプ接続でこの端子にフロント
スピーカーをつなぐことができます
（21ページ）。
Speaker Settingsメニューで「SB 
Assign」を「Bi-Amp」に設定してく
ださい（89ページ）。

スピーカーの設置および接続後は、必ず
Speaker Settingsメニューからスピー
カーパターンを選んでください（86ペー
ジ）。

サラウンドバックスピーカーとフロン
トハイスピーカーを使用していない場
合は、バイアンプ接続でフロントス
ピーカーを SPEAKERS 
SURROUND BACK/BI-AMP/
FRONT HIGH/FRONT B端子につ
なぐことができます。

フロントスピーカーの Lo（もしくは
Hi）側の端子を SPEAKERS FRONT 
A端子につなぎ、フロントスピーカー
の Hi（もしくは Lo）側の端子を
SPEAKERS SURROUND BACK/
BI-AMP/FRONT HIGH/FRONT B 
端子につなぎます。
本機の故障を防ぐため、それぞれのス
ピーカーに付いている Hi/Loのショー
ト金具を必ずはずしてください。
バイアンプ接続を設定したら、
Speaker Settingsメニューの「SB 
Assign」を「Bi-Amp」に設定しま
す（89ページ）。

ご注意

バイアンプ接続

フロント
スピーカー（右）

フロント
スピーカー（左）
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3：テレビを接続する
HDMI TV OUT端子やMONITOR OUT端子をテレビにつなぐと、選んだ入力
の映像を見ることができます。HDMI TV OUT端子をテレビにつなぐと、OSD 
（オンスクリーン表示）で本機を操作できます。
必ず電源コードを抜いた状態で、コード類をつないでください。

A光デジタルコード（別売）
B音声コード（別売）
C映像コード（別売）
DHDMIケーブル（別売）

HDMI認証ケーブルまたはソニー製
の HDMIケーブルの使用をおすすめ
します。

ARC

テレビ

A**

音声／映像
信号

映像信号音声信号

C D*

または

B**

推奨接続
代替接続
22



接
続

本機からマルチチャンネルサラウ
ンド音声でテレビ放送を楽しむ
には
* お使いのテレビがオーディオリターン
チャンネル（ARC）機能に対応してい
る場合は、Dをつないでください。
必ず HDMI Settings メニューで
「Control for HDMI」を「On」に設定
してください（76ページ）。HDMIケー
ブル以外のケーブル（光デジタルコード
または音声コードなど）を使用して音声
信号を選択する場合は、INPUT MODE
で音声入力モードを切り換えてください
（81ページ）。

** お使いのテレビが ARC機能に対応して
いない場合は、AまたはBをつないで
ください。

必ず事前にテレビの音量をオフにする
か、または消音機能を有効にしてくだ
さい。

• テレビとアンテナの接続状態によっては、
テレビ画面の映像が乱れることがありま
す。このような場合は、アンテナを本機
からさらに離れたところに設置してくだ
さい。

• 光デジタルコードをつなぐときは、カチッ
と音がするまでまっすぐにプラグを差し
込んでください。

• 光デジタルコードを折り曲げたり、結ん
だりしないでください。

• デジタル音声端子はすべて、32 kHz、
44.1 kHz、48 kHz、および 96 kHzの
サンプリング周波数に対応しています。

• テレビの音声出力端子を本機の TV IN端
子につないで、テレビの音声を本機につ
ないだスピーカーから出力するときは、
テレビの音声出力端子が「Fixed」また
は「Variable」で切り換え可能な場合
は、テレビの音声出力端子を「Fixed」
に設定してください。

テレビからの音声を聞くには
お使いのテレビにシステムオーディオ
コントロール機能がないときは、
HDMI Settingsメニューで「HDMI 
Audio Out」を「TV+AMP」に設定
してください（93ページ）。

4a：映像機器を接続
する

HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface)は映像および音声信号をデ
ジタルフォーマットで伝送するイン
ターフェースです。
ソニーの「ブラビアリンク」対応機器
を HDMIケーブルでつなぐと、操作
が簡単になります。「“ブラビアリン
ク”機能」（75ページ）をご覧くださ
い。

HDMIの特長
• HDMIで転送されたデジタル音声
信号を本機につないだスピーカーか
ら出力できます。この信号はドル
ビーデジタル、DTS、DSD、リニ
ア PCMと AACに対応していま
す。詳しくは、「本機が再生できる
デジタル音声フォーマット」（17
ページ）をご覧ください。

• 本機は、HDMI接続により、マル
チチャンネルリニア PCM（最大 8
チャンネル）を 192 kHz以下のサ
ンプリング周波数で受信することが
できます。

• 本機は High Bitrate Audio 
(DTS-HD Master Audio、
Dolby TrueHD)、Deep Color、
“x.v.Color”および 4Kまたは 3D
伝送に対応しています。

• 3D映像を楽しむには、3Dに対応
したテレビおよび映像機器（ブルー
レイディスクプレーヤー／レコー
ダー、PlayStation 3など）と本機
をハイスピード HDMIケーブルで
つなぎ、3Dメガネを装着したうえ
で、3D対応のコンテンツを再生し
てください。

ご注意

ちょっと一言

HDMI接続を使用する
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• 4K（HDMI BD、GAMEおよび
VIDEO入力）映像を楽しむには、
4Kに対応したテレビおよび映像機
器（ブルーレイディスクプレーヤー
／レコーダーなど）と本機をハイス
ピード HDMIケーブルでつなぎ、
4K対応のコンテンツを再生してく
ださい。

• HDMI BD、DVD、GAMEおよび
VIDEOの入力をプレビュー PIP
（小窓）画面で見ることが可能です。

HDMI接続についてのご注意
• テレビまたは映像機器によっては、 

4Kまたは 3Dの映像が表示されな
いことがあります。本機が対応して
いる HDMI映像フォーマットを確
認してください（120ページ）。

• 詳しくは、各接続機器の取扱説明書
をご覧ください。

• 必ず電源コードを抜いた状態で、
コード類をつないでください。

• すべてのコードをつなぐ必要はあり
ません。接続する機器の端子に合わ
せて接続してください。

• ハイスピード HDMIケーブルをお
使いください。 スタンダード HDMI
ケーブルの場合、 1080p、 Deep 
Color、 4Kまたは 3Dの映像が正し
く表示できない場合があります。 

• HDMI-DVI変換ケーブルの使用は
おすすめしません。HDMI-DVI変
換ケーブルを DVI-D機器につなぐ
と、音声や映像が失われることがあ
ります。音声が正しく出力されない
場合は、セパレート音声コードやデ
ジタル接続コードをつなぎ、Input 
Settingsメニュー（81ページ）に
ある「Audio Input Assign」を設
定してください。

• 光デジタルコードをつなぐときは、
カチッと音がするまでまっすぐにプ
ラグを差し込んでください。

• 光デジタルコードを折り曲げたり、
結んだりしないでください。

デジタル音声端子はすべて、32 kHz、
44.1 kHz、48 kHzおよび 96 kHzのサン
プリング周波数に対応しています。

複数のデジタル機器を同時につな
ぎたいときに、空いている入力端
子がない場合は
「他の音声入力端子を使う （Audio 
Input Assign）」（81ページ）をご覧
ください。

コード類を接続するときは

ちょっと一言
24



接
続
お使いの機器に HDMI端子がない場合は、26ページを参照してください。

HDMI端子で機器をつなぐ

ブルーレイディス
クプレーヤー／
レコーダー

A

音声／映像
信号

BSデジタルチュー
ナー、デジタル CS
チューナー、ケーブ
ルテレビチューナー

DVD
プレーヤー／
レコーダー

音声／映像
信号

PlayStation 3

音声／映像
信号

ビデオデッキ、
DVDプレーヤー、
ビデオゲーム

音声／映像
信号

A A A

AHDMIケーブル（別売）
HDMI認証ケーブルまたはソニー製のHDMI
ケーブルの使用をおすすめします。

• BD入力でより良い音質を得られます。より高品
質な音声を楽しむには、機器を BD（AUDIO用）
端子につなぎ、入力に BDを選びます。

• 必ずリモコンの BDおよび DVD入力切り換え用
ボタンの初期設定を変更し、お使いのブルーレイ
ディスクプレーヤーや DVDプレーヤーをボタン
で操作できるようにしてください。 詳しくは、「入
力切り換え用ボタンの割り当てを変更する」
（102ページ）をご覧ください。

• 本機の表示窓に表示できるように、BDまたは
DVD入力の名前を変えることもできます。詳し
くは、Input Settingsメニューの「Name In」
をご覧ください（94ページ）。

ご注意

音声／映像
信号

A

スーパーオーディオ、
CDプレーヤー

A

音声／映像
信号
25



A光デジタルコード（別売）
B音声コード（別売）
C映像コード（別売）

必ずリモコンの VIDEO入力切り換え用ボ
タンの初期設定を変更し、お使いの DVD
プレーヤーをボタンで操作できるようにし
てください。詳しくは「入力切り換え用ボ
タンの割り当てを変更する」（102ページ）
をご覧ください。

HDMI端子以外の端子で機器をつなぐ

B

音声信号 音声信号

BSデジタルチューナー、デジタ
ル CSチューナー、 ケーブルテレ

ビチューナー

映像信号

C BA

映像信号

C

ビデオデッキ、DVDプレー
ヤー、ビデオゲーム

または

ご注意

推奨接続
代替接続
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接
続

4b：オーディオ機器
を接続する

必ず電源コードを抜いた状態で、コー
ド類をつないでください。

A同軸デジタルコード（別売）
B音声コード（別売）

AUSBケーブル（別売）

スーパーオーディオ CDプ
レーヤー、CDプレーヤーを
つなぐ

推奨接続
代替接続

スーパーオーディオ CD
プレーヤー、

CDプレーヤー

音声信号

BA

または

iPod、iPhone、USB機器
をつなぐ

iPod、iPhone、
USB機器

A

27



5：アンテナを接続す
る
必ず電源コードを抜いた状態で、アン
テナをつないでください。

• ノイズが入らないよう、AMループアン
テナは本機および他の機器から離して設
置してください。

• FMアンテナ線は必ず完全に伸ばしてく
ださい。

• FMアンテナ線を接続したら、できるだ
け水平になるように設置してください。

6：ネットワークに接
続する
インターネット接続環境がある場合
は、本機もインターネットに接続する
ことができます。無線または有線
LANで接続できます。

本機のネットワーク機能を使うには、
以下のシステム環境が必要です。

ブロードバンド回線
Sony Entertainment Network
（SEN）を楽しんだり、本機のソフト
ウェアアップデート機能を使ったりす
るためには、インターネットに接続で
きるブロードバンド回線が必要です。

モデム
ブロードバンド回線に接続し、イン
ターネットで通信するための機器で
す。ルーターと一体型のモデムもあり
ます。

ルーター
• ホームネットワーク上のコンテンツ
を楽しむためには、100 Mbps以
上の通信速度に対応したルーターを
使ってください。

• DHCP (Dynamic Host 
Configuration Protocol) サーバー
内蔵のルーターの使用をおすすめし
ます。
この機能は、LAN上の IPアドレス
を自動的に割り当てます。

• 無線 LAN接続をする場合は、無線
LANルーター、アクセスポイント
を使ってください。

ご注意

FMアンテナ線
（付属）

AMループアンテナ
（付属）

必要なシステム構成
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接
続

LAN ケーブル（CAT5）（有線
LAN接続のみ）
• 有線 LANには、カテゴリー 5準拠
のケーブルをおすすめします。
フラットタイプの LANケーブルに
はノイズの影響を受けやすいものが
あります。ノーマルタイプの LAN 
ケーブルをおすすめします。

• 電気機器からの電源ノイズのある環
境やノイズの多いネットワーク環境
で本機をお使いの場合は、シールド
タイプの LANケーブルをお使いく
ださい。

サーバー
サーバーとは、ホームネットワーク上
の DLNA機器へコンテンツ（音楽、
写真、映像）を送信する機器です。
サーバーとして使用する機器（パソコ
ンなど）は、ホームネットワーク上の
無線 LANまたは有線 LANにつな
がっている必要があります *。
* 本機に対応しているサーバーについて詳
しくは、55ページをご覧ください。
29



下の図は、レシーバーとサーバーを使ったホームネットワークの構成例です。
サーバーをルーターにつなぐときは、有線接続をおすすめします。

A有線 LAN接続の場合のみ。
B無線 LAN接続の場合のみ。
必ず無線 LANルーター、アクセスポイ
ントを使ってください。

無線接続の場合は、サーバー上の音声再生
が時折途切れることがあります。

構成例

インターネット モデム
サーバー

ルーター
LANケー
ブル（別売）

LANケーブル
（別売）

ご注意
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本
機
の
準
備
を
す
る

電源コードを接続
する
電源コードを壁のコンセントにつなぎ
ます。

本機の電源を入れる

?/1（電源オン／スタンバイ）を押して
本機の電源を入れる。

リモコンの ?/1で本機の電源を入れる
こともできます。本機の電源を切ると
きは、もう一度 ?/1を押します。
表示窓上の「STANDBY」が点滅し
ます。「STANDBY」が点滅している
ときは、電源コードを抜かないでくだ
さい。故障の原因となります。

Easy Setup（かん
たん設定）を使って
本機を設定する
テレビ画面の指示にしたがって本機を
操作することで、簡単に本機の基本設
定ができます。
テレビの入力を本機がつながれている
入力に切り換えます。
初めて本機の電源を入れるとき、また
は本機を初期化したあとにお使いにな
るときは、テレビ画面に Easy Setup
（かんたん設定）画面が表示されます。
画面の指示にしたがって、本機を設定
します。
Easy Setup（かんたん設定）では以
下の機能を設定できます。
– Language
– Speaker Settings
– Network Settings

本機には、DCAC（デジタルシネマ
自動音場補正）機能が搭載されている
ため、以下のような自動補正を行うこ
とができます。
• 各スピーカーと本機の接続の確認
• スピーカーレベルの調整
• 各スピーカーと視聴位置の距離の測
定 1)

• スピーカーサイズの測定 1)

• 周波数特性の測定（EQ）1)

• 周波数特性の測定（フェーズ）1)2)

本機の準備をする

電源コード

壁のコンセントへ

?/1

Speaker Settingsについ
てご注意（自動音場補正）
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1)「Analog Direct」が選ばれているとき
は、測定結果は使用できません。

2) 48 kHzより大きいサンプリング周波数
の Dolby TrueHDまたは DTS-HD信号
が受信されているときは、測定結果は使
用できません。

DCACは視聴環境に合わせて最適な
音声バランスを実現するためのもので
す。スピーカーのレベルはお好みに合
わせて手動で調節できます。詳しく
は、「Test Tone」（91ページ）をご
覧ください。

自動音場補正を実行する前に
自動音場補正を実行する前に以下の項
目を実行してください。
• スピーカーを設定および接続する
（18、20ページ）。

• AUTO CAL MIC端子には付属の測
定用マイクのみをつなぐ。この端子
には上記以外のマイクをつながない
でください。

• バイアンプ接続をしている場合は、
Speaker Settingsメニューで
「SB Assign」を「Bi-Amp」に設
定する（89ページ）。

• フロント B接続のスピーカーを使用
している場合は、Speaker 
Settingsメニューで「SB Assign」
を「Speaker B」に設定する（89
ページ）。

• スピーカー出力が「SPK OFF」に
設定されていないことを確認してく
ださい（33ページ）。

• ヘッドホンを抜く。
• 測定エラーを避けるため、測定用マ
イクとスピーカーの間にある障害物
を取り除く。

• 測定を正確に行うために、必ず静か
な場所で測定する。

•補正中はスピーカーから大きな音が出ま
すが、音量を調節することはできません。
自動音場補正を実行するときは、隣近所
や周囲の子供に充分配慮してください。

•自動音場補正を実行する前に消音機能が
作動している場合は、消音機能は自動的
に解除されます。

•ダイポールスピーカーなど、特殊なス
ピーカーを使用している場合は、正しい
測定が行えない、または自動音場補正を
実行できないことがあります。

自動音場補正を設定するには

1 AUTO CAL MIC端子に付属の測定
用マイクをつなぐ。

2 測定用マイクを設定する。
視聴位置に測定用マイクを設置し
て、測定用マイクが耳の位置と同
じ高さになるようにしてください。

アクティブサブウーファーの設定
を確認する
• アクティブサブウーファーをつない
でいる場合は、事前に電源を入れ
て、音量を上げておいてください。
音量は、LEVELを中間よりやや小
さめの位置にしてください。

• クロスオーバー周波数の設定機能が
あるアクティブサブウーファーをつ
ないでいる場合は、最大に設定して
ください。

• オートスタンバイ機能があるアク
ティブサブウーファーをつなぐ場合
は、オートスタンバイ機能をオフ
（無効）にしてください。

お使いになるアクティブサブウーファーの
特性によっては、距離の設定値が実際の位
置と異なることがあります。

ご注意

ご注意

測定用マイク
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本
機
の
準
備
を
す
る

サラウンドバックスピーカー
を設定するには
SURROUND BACK/BI-AMP/
FRONT HIGH/FRONT B 端子につ
ながれたスピーカーの用途を、使用目
的に応じて切り換えることができま
す。

この設定は、サラウンドバックスピーカー
またはフロントハイスピーカーのない
「Speaker Pattern」に設定にしている場
合のみ有効です（88ページ）。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表示
されます。

2 V/vをくり返し押して、「Settings」
を選び、 を押す。

3 V/vをくり返し押して、「Speaker 
Settings」を選び、 を押す。

4 V/vをくり返し押して、「SB 
Assign」を選び、 を押す。

5 設定したいスピーカーを選んで、
を押す。

•Speaker B：SURROUND 
BACK/BI-AMP/FRONT HIGH/
FRONT B端子にフロントスピー
カーステムを追加する場合は、
「Speaker B」を選んでください。
•Bi-Amp：バイアンプ接続で

SURROUND BACK/BI-AMP/
FRONT HIGH/FRONT B端子に
フロントスピーカーをつなぐ場合
は、 「Bi-Amp」 を選んでください。 

•Off：SURROUND BACK/
BI-AMP/FRONT HIGH/FRONT 
B端子にサラウンドバックスピー
カーもしくはフロントハイスピー
カーをつなぐ場合は、「Off」を選
んでください。

フロントスピーカーを選ぶには
使用するフロントスピーカーを選びま
す。
この操作は、必ず本体のボタンを使っ
て行ってください。

SPEAKERSをくり返し押して、使用
したいフロントスピーカーシステムを
選ぶ。
選んだスピーカー端子を表示窓の表示
で確認できます。

*「SP B」または「SP A+B」を選ぶには、
Speaker Settingsメニューで「SB 
Assign」を「Speaker B」に設定してく
ださい（89ページ）。

ヘッドホンがつながっていると、この設定
はできません。

ご注意

表示 選んだスピーカー

SP A SPEAKERS FRONT A端
子につないだスピーカー

SP B* SPEAKERS SURROUND 
BACK/BI-AMP/FRONT 
HIGH/FRONT B端子につ
ないだスピーカー

SP A+B* SPEAKERS FRONT Aと
SPEAKERS SURROUND 
BACK/BI-AMP/FRONT 
HIGH/FRONT B端子の両
方につないだスピーカー
（パラレル接続）

表示窓に「SPK OFF」が表
示されます。
どのスピーカー端子からも
音声信号が出力されません。

ご注意

SPEAKERS
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自動音場補正を中止するには
測定中に以下の操作を行うと自動音場
補正機能がキャンセルされます。
– ?/1を押す。
– リモコンの入力切り換え用ボタンを
押す、または本機の INPUT 
SELECTORつまみを回す。

– 消音を押す。
– 本機の SPEAKERSを押す。
– 音量を調節する。
– ヘッドホンをつなぐ。

本機を手動で設定するには
「設定を調節する」（84ページ）をご
覧ください。

本機のネットワーク
設定を行う
ホームネットワーク、SENおよび
AirPlay設定を使うには、本機のネッ
トワーク設定を正しく行う必要があり
ます。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 V/vをくり返し押して「Settings」
を選び、 を押す。

3 V/vをくり返し押して「Network 
Settings」を選び、 を押す。

4 V/vをくり返し押して「Internet 
Settings」を選び、 を押す。

5 V/vをくり返し押して、「Wired 
Setup」を選び、 を押す。
テレビ画面に「Change 
Settings?」が表示された場合は、
「OK」を選んでから、 を押す。

6 V/vをくり返し押して「Auto」を選
び、 を押す。
IP設定情報がテレビ画面に表示さ
れます。

固定 IPアドレスを使用するときは
「Custom」を選んで、 を押す。
テレビ画面に IP Address 
Settingが表示されます。
を押す。V/vをくり返し押し

て、「IP Address」の値を選ぶ。
bを押して、次の位置の値を入力
する。 を押して、カーソルを抜
ける。
次に、「Subnet Mask」と
「Default Gateway」の値を入力
する。bを押して DNS Settings
ページへ移動する。そして、
「Primary DNS」と
「Secondary DNS」の値を入力
する。

7 bを押す。
テレビ画面に「Connecting to 
the Internet」が表示されます。
ネットワーク設定が完了すると、
「Network setup is completed」
が表示されます。Network 
Settingsメニューに戻るには、 
を押します。（ネットワーク環

境によっては、ネットワーク設定
に時間がかかることがあります。）

8 サーバー設定を行う。
サーバーに保存された音声コンテ
ンツを聞くには、サーバーの設定
をする必要があります（55ペー
ジ）。

ネットワーク設定を確認するときは、
「Information」（94ページ）をご覧くださ
い。

有線 LAN接続を使う

ホーム

画面表示
V/v/B/b、

ちょっと一言
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無線ネットワークの設定には、いくつ
かの接続方法があります。アクセスポ
イントを検索して接続、WPS接続
（プッシュボタン式または PINコード
式）、または手動設定で接続します。

•ペースメーカーなどの医療機器が使用さ
れている場所や、無線通信が禁止されて
いる場所では、無線 LAN機能を絶対に使
用しないでください。

•ホームネットワークに接続する前に、無
線 LANルーター、アクセスポイントの準
備が必要です。詳しくは、機器の取扱説
明書を参照してください。

•ホームネットワークの環境によっては、
無線 LANルーター、アクセスポイント
が、WPS対応であってもWPSを使って
接続できないように設定されていること
があります。無線 LANルーター、アクセ
スポイントがWPSに対応しているか否
かについて、およびWPS接続の設定に
ついて詳しくは、無線 LANルーター、ア
クセスポイントの取扱説明書をご覧くだ
さい。

•本機と無線 LANルーター、アクセスポイ
ントを離れた場所に設置すると、設定が
難しい場合があります。うまく設定でき
ない場合は、本機と無線 LANルーター、
アクセスポイントを近付けて設置してく
ださい。

アクセスポイントを検索して無線
ネットワークを設定する（アクセ
スポイントスキャン方式）
アクセスポイントを検索して無線ネッ
トワークを設定できます。この接続方
法でネットワークを設定するには、次
の情報を選択して入力する必要があり
ます。次の情報をあらかじめ確認し、
下の余白に書きとめてください。
ネットワークを特定するネット
ワーク名（SSID*）**（手順 7で必
要です。）
:                                                               

無線ホームネットワークが暗号化
によって保護されている場合は、
ネットワークのセキュリティー
キー（WEPキー、WPA/WPA2
キー）**（手順 8で必要です。）
:                                                               

* SSID（Service Set Identifier）は、ア
クセスポイントを特定化するための名前
です。

** この情報は、無線 LANルーター、アク
セスポイントのラベル、取扱説明書、無
線ネットワークの設定者、またはイン
ターネットサービスプロバイダーから提
供された資料から得てください。

1 「有線 LAN接続を使う」（34ページ）
の手順 5で「Wireless Setup」を
選択する。
テレビ画面に「Change 
Settings?」が表示された場合は、
「OK」を選んでから、 を押す。

2 V/vをくり返し押して、「Access 
Point Scan」を選び、 を押す。
本機がアクセスポイントの検索を
始めて、最大 30の利用可能な
ネットワーク名（SSID）のリス
トを表示します。

3 V/vをくり返し押して、ネットワー
ク名（SSID）を選び、 を押す。
テレビ画面にセキュリティー設定
画面が表示されます。

4 セキュリティーキー（WEPキー、
WPA/WPA2キー）を入力して、
を押す。

お買い上げ時は、セキュリティー
キーは「*****」と表示されます。
画面表示をくり返し押して、セ
キュリティーキーを伏字にしたり
表示したりできます。
テレビ画面に「IP Settings」が表
示されます。

無線 LAN接続を使う

ご注意
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5 V/vをくり返し押して、「Auto」を
選び、 を押す。

固定 IPアドレスを使用するときは
「Custom」を選んで、 を押す。
テレビ画面に IP Address 
Settingが表示されます。
を押す。V/vをくり返し押し

て、「IP Address」の値を選ぶ。
bを押して、次の位置の値を入力
する。 を押して、カーソルを抜
ける。
次に、「Subnet Mask」と
「Default Gateway」の値を入力
します。bを押して DNS 
Settingsページへ移動する。そし
て、「Primary DNS」と
「Secondary DNS」の値を入力
する。

6 bを押す。
テレビ画面に「Connecting to 
the internet」が表示されます。
ネットワーク設定が完了すると
「Network setup is completed」
が表示され、表示窓に「 」が
点灯します。Network Settings
メニューに戻るには、 を押しま
す。
（ネットワーク環境によっては、
ネットワーク設定に時間がかかる
ことがあります。）

7 サーバー設定を行う。
サーバーに保存された音声コンテ
ンツを聞くには、サーバーの設定
をする必要があります（55ペー
ジ）。

お使いのネットワークが暗号化によって
（セキュリティーキーで）保護されていない
場合は、手順 8でセキュリティー設定画面
は表示されません。

ネットワーク設定を確認するときは、
「Information」（94ページ）をご覧くださ
い。

WPS対応のアクセスポイントを
使って無線ネットワークを設定す
る
WPS対応のアクセスポイントを使っ
て、無線ネットワークを簡単に設定で
きます。WPS設定は、プッシュボタ
ン式、PIN (Personal Identification 
Number) コード式のどちらを使って
も設定できます。

WPS (Wi-Fi Protected 
Setup) とは ?
WPSとはWi-Fi Allianceによって策
定された規格で、WPSによって無線
ネットワークを簡単且つ安全に設定で
きます。

プッシュボタン式のWPSを使っ
て無線ネットワークを設定する
指定のボタンをワンプッシュするだけ
で、WPS無線接続を簡単に設定でき
ます。
1「アクセスポイントを検索して無線
ネットワークを設定する（アクセス
ポイントスキャン方式）」 （35ペー
ジ）の手順 2で「WPS Push」を
選択する。

2 画面の指示にしたがって、アクセス
ポイントのWPSボタンを押す。
メッセージ：Push WPS button 
on access point within 2 
minutes

ネットワーク設定が完了すると
「Setup with WPS Push Button is 
completed」が表示され、表示窓
に「 」が点灯します。Network 
Settingsメニューに戻るには、
を押します。

（ネットワーク環境によっては、
ネットワーク設定に時間がかかるこ
とがあります。）

ご注意

ちょっと一言

無線 LANルー
ター、アクセス
ポイントのWPS
ボタン
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3 サーバー設定を行う。
サーバーに保存された音声コンテン
ツを聞くには、サーバーの設定をす
る必要があります（55ページ）。

ネットワーク設定を確認するときは、
「Information」（94ページ）をご覧くださ
い。

PINコード式のWPSを使って
無線ネットワークを設定する
アクセスポイントがWPS PIN 
(Personal Identification Number)
コード接続に対応している場合は、無
線 LANルーター、アクセスポイント
に本機の PINコードを入力して、
WPS無線接続を設定できます。
1「アクセスポイントを検索して無線
ネットワークを設定する（アクセス
ポイントスキャン方式）」（35ペー
ジ）の手順 2で「Manual 
Registration」を選択する。

2 V/vをくり返し押して、「WPS 
PIN」を選び、 を押す。
利用可能な SSID（アクセスポイン
ト）リストが表示されます。

3 V/vをくり返し押して、ネットワー
ク名（SSID）を選び、 を押す。
本機の 8桁の PINコードがテレビ
画面に表示されます。接続が完了す
るまで、PINコードは表示したまま
にしてください。（この操作を行う
たびに、別の PINコードが表示さ
れます。）

4 無線 LANルーター、アクセスポイ
ントに本機の PINコードを入力す
る。
本機がネットワーク設定を始めま
す。 ネットワーク設定が完了する
と、「Completed」が表示され、
表示窓に「 」が点灯します。
Network Settingsメニューに戻る
には、 を押します。
（ネットワーク環境によっては、
ネットワーク設定に時間がかかるこ
とがあります。）

5 サーバー設定を行う。
サーバーに保存された音声コンテン
ツを聞くには、サーバーの設定をす
る必要があります（55ページ）。

•ネットワーク設定を確認するときは、
「Information」（94ページ）をご覧くだ
さい。

•無線 LANルーター、アクセスポイントへ
の PINコードの入力について詳しくは、
無線 LANルーター、アクセスポイントの
取扱説明書をご覧ください。

ネットワーク名（SSID）が見つ
からないときは（手動設定）
リスト上に設定したいネットワーク名
が表示されないときは、ネットワーク
名（SSID）を手動で入力できます。
1「アクセスポイントを検索して無線
ネットワークを設定する（アクセス
ポイントスキャン方式）」（35ペー
ジ）の手順 2で「Manual 
Registration」を選択する。

2 V/vをくり返し押して、「Direct 
Input」を選び、 を押す。

3 ネットワーク名（SSID）を入力し
て、 を押す。

4 V/vをくり返し押して、セキュリ
ティー設定を選び、 を押す。

5「アクセスポイントを検索して無線
ネットワークを設定する（アクセス
ポイントスキャン方式）」（35ペー
ジ）の手順 4から 7にしたがって
操作する。

ちょっと一言 ちょっと一言
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オンスクリーン表示
（OSD）の操作方法
テレビ画面に本機のメニューを表示し
て、リモコンの V/v/B/bおよび を
押して、テレビ画面上で使いたい機能
を選ぶことができます。
本機を操作をするときは、あらかじめ
リモコンのアンプを押してください。
本機を操作できないことがあります。

1 テレビの入力を本機がつながれてい
る入力に切り換えます。

2 アンプを押してから、 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。
テレビによっては、テレビ画面に
ホームメニューが表示されるまで
に時間がかかることがあります。

3 V/vをくり返し押してお好みのメ
ニューを選び、 で決定する。
テレビ画面にメニュー項目リスト
が表示されます。
例：「Watch」を選んだ場合

4 V/vをくり返し押して調整したいメ
ニュー項目を選び、 で決定する。

OSDの右下に「OPTIONS」が表示され
ているときは、オプションを押して機能リ
ストを表示させて、関連した機能を選べま
す。

オプション戻る
O

ホーム

V/v/B/b、

アンプ

メニューを使う

ちょっと一言
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前の画面に戻るには
戻る Oを押す。

メニューを閉じるには
ホームを押してホームメニューを表示
させて、 もう一度ホームを押す。

ホームメニュー一覧

入力ソース機器を再
生する

1 テレビの入力を本機がつながれてい
る入力に切り換えます。

2 アンプを押してから、 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。
テレビによっては、テレビ画面に
ホームメニューが表示されるまで
に時間がかかることがあります。

3 「Watch」または「Listen」を選ん
で、 を押す。
テレビ画面にメニュー項目リスト
が表示されます。

メニュー
アイコン

説明

Watch 本機に入力されている映
像ソースを選びます
（39ページ）。

Listen SA-CD/CD、USB機
器、Bluetooth機器、
ホームネットワークまた
は SENから音楽を選び
ます（39ページ）。内蔵
チューナーの FM/AMラ
ジオも楽しめます。

Sound 
Effects

ソニー独自のさまざまな
音響技術や機能を楽しめ
ます（49ページ）。

Settings 本機の設定を調節します
（84ページ）。

基本操作

ホーム

オプション

消音
音量
+/–

入力切り
換え用
ボタン

?/1

サウンド
フィール
ド +/–

V/v/B/b、

アンプ
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4 使用する機器を選んで、 を押す。

5 機器の電源を入れて再生を開始す
る。

6 音量 +/–を押して、音量を調節する。
本体のMASTER VOLUMEつま
みでも操作できます。

7 サラウンド音声を楽しむ場合は、
サウンドフィールド +/–を押す。
本体の A.F.D./2CH、MOVIEま
たはMUSICでも操作できます。
詳しくは、 49ページをご覧くださ
い。

•本機の INPUT SELECTORつまみを回
して、またはリモコンの入力切り換え用
ボタンを押して、お好みの機器を選べま
す。

•本体のMASTER VOLUMEつまみまた
はリモコンの音量 +/–ボタンを使うと、
音声の調整速度や調節量を変えられます。
音量を素早く上げ／下げするには
–本体のMASTER VOLUMEつまみ を
速く回す。

–リモコンの音量 +/–を長押しする。
音量を微調整するには
–本体のMASTER VOLUMEつまみを
ゆっくり回す。

–リモコンの音量 +/–を短く押す。

音を一時的に消すには
消音を押す。
以下の操作を行うと、消音機能が解除
されます。
• 消音をもう一度押す。
• 音量を変える。
• 本機の電源を切る。
• 自動音場補正を実行する。

スピーカーの破損を防ぐために
本機の電源を切る前に音量を下げてお
いてください。

ちょっと一言
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iPod/iPhoneを再生する
本機の （USB）ポートにつないで、iPod/iPhoneの音楽コンテンツを楽しめ
ます。
iPod/iPhoneの接続に関して詳しくは、27ページをご覧ください。

本機が対応している iPod/iPhoneモデルは下記のとおりです。本機につないで
使用する前に iPod/iPhoneを最新のソフトウェアにアップデートしてください。

•本機につないだ iPod/iPhoneを使用中に、iPod/iPhoneに保存されたデータが消失、破
損しても、弊社では一切の責任を負いません。

•本製品は iPod/iPhone専用に接続するよう設計され、アップルが定める性能基準を満た
しているとデベロッパによって認定されています。

対応 iPod/iPhoneモデル

ご注意

iPhone 3GS iPhone 3GiPhone 4S

iPod touch
第二世代

iPod classiciPod nano
第四世代
（ビデオ）

iPod nano
第五世代

（ビデオカメラ）

iPod nano
第三世代
（ビデオ）

iPod touch
第三世代

iPod touch
第四世代

iPod nano
第六世代

iPhone 4
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リモコンの iPhone コントロールを
使って iPod/iPhone操作モードを選
べます。
テレビ画面の電源が切れているとき
は、表示窓の表示を見ながらすべての
操作を行うこともできます。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 「Listen」を選んで、 を押す。

3 「USB」を選んで、 を押す。
iPodまたは iPhoneがつながれ
ているときは、テレビ画面に
「iPod/iPhone」が表示されます。

4 画面の指示にしたがって、iPod/
iPhone操作モードを選びます。

リモコンを使って iPod/iPhone
を操作するには

USBを押してから、下記のボタンを
お使いください。

iPod/iPhone操作モードを
選ぶ

iPhone 
コント
ロール

ホーム

V/v/B/b、

押すボタン 動作
N 再生開始
X、x 一時停止
m/M 早戻し／早送り
./> 前／次のトラックへ移動
リピート リピートモードに入る
シャッフル シャッフルモードに入る
iPhone コ
ントロール

iPod/iPhone操作モード
を選択

./>
m/M

x
X

N

iPhone 
コント
ロール

USB

シャッ
フル

リピート
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iPod/iPhoneについてご注意
• 本機の電源が入っているときに、

iPod/iPhoneを本機につなぐと充
電されます。

• 本機から iPod/iPhoneへ楽曲を転
送することはできません。

• 操作中に iPod/iPhoneを取りはず
さないでください。データ破損や
iPod/iPhoneの破損を防ぐため、
iPod/iPhoneを取り付けるときや
取りはずすときは、本機の電源を
切ってください。

iPod/iPhoneメッセージ一覧

USB機器を再生する
本機の （USB）ポートにつないで、
USB機器の音楽コンテンツを楽しめ
ます。
USB機器の接続に関して詳しくは、
「iPod、iPhone、USB機器をつな
ぐ」（27ページ）をご覧ください。
本機で再生できる音楽ファイルフォー
マットは下記のとおりです。

* DRMでエンコードされたファイルは本機
で再生できません。

本機が対応しているソニー USB機器
は下記のとおりです。

動作検証済みのソニー USB機器

メッセージと説明
Reading
本機は、iPodまたは iPhoneの情報を
認識して読み込んでいます。
Not supported
本機が対応していない iPodまたは
iPhoneがつながれています。
No device is connected
iPodまたは iPhoneがつながれていま
せん。
No Track
楽曲が見つかりませんでした。
Headphones not supported
iPodまたは iPhoneがつながっている
ときは、ヘッドホンから音が出力されま
せん。

ファイル
フォーマット

拡張子

MP3 (MPEG-1 
Audio Layer III)

“.mp3”

AAC* “.m4a”、“.3gp”、 
“.mp4”

WMA9 Standard* “.wma”
WAV “.wav”
FLAC “.flac”

対応 USB機器

製品名 型名

Walkman® NW-A856 / A866
NW-E053 / E062
NW-F806
NW-S756 / S766 / 
S775
NW-Z1060
NWD-W253 / W263 
/ W273

POCKETBIT™ USM8GJ
USM1GL / 4GL / 
8GL / 32GL
USM16GLX / 
32GLX / 64GLX
USM4GN / 8GN / 
32GN
USM4GM
USM64GP
USM8GQ / 32GQ / 
64GQ
USM8GR / 16GR / 
32GR
43



•本機とつないでも働かないUSB 機器もあ
ります。

•本機では、NTFSフォーマットのデータ
を読み取ることはできません。

•本機では、ハードディスクドライブの一
番目以外のパーティションに保存された
データを読み取れません。

•ここにリストアップされていない機種の
動作は保証しません。

•ここにリストアップされている USB機器
のすべての動作を保証するものではあり
ません。

• USB機器によっては、一部の地域では入
手できない場合があります。

•リストアップされている機種をフォー
マットするときは、その機器自体で
フォーマットするか、もしくは機種専用
のフォーマット用ソフトウェアを使って
フォーマットしてください。

• USB機器の「Creating Library」または
「Creating Database」の表示が消えた
ことを確認してから、USB機器を本機に
つないでください。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 「Listen」を選んで、 を押す。

3 「USB」を選んで、 を押す。
USB機器がつながれているとき
は、テレビ画面に「USB」が表示
されます。
本機のリモコンを使って USB機
器を操作できます。

4 コンテンツリストからお好みのコン
テンツを選び、 を押す。
選んだコンテンツの再生が始ま
り、テレビ画面に音楽／映像コン
テンツの情報が表示されます。

USM8GT
USM16GU
USM512J

デジタルボイ
スレコーダー

ICD-AX412F
ICD-PX312F / 
PX333F
ICD-SX713 / 
SX1000
ICD-TX50
ICD-UX502 / 
UX512 / UX513F / 
UX522F / UX523F / 
UX532 / UX533F
ICZ-R50 / R51

ご注意

製品名 型名 USB機器を操作する

ホーム

オプション

N

V/v/B/b、
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リモコンを使って USB機器を操
作するには

USBを押してから、下記のボタンを
お使いください。

USB機器についてご注意
• 操作中に USB機器を取りはずさな
いでください。データ破損や USB
機器の破損を防ぐため、USB機器
を取り付けるときや取りはずすとき
は、本機の電源を切ってください。

• 本機と USB機器をUSBハブを介
してつながないでください。

• USB機器がつながれているときは、
「Reading」が表示されます。

• つないだ USB機器の種類によって
は、「Reading」が表示されるまで
に 10秒ほどかかることがあります。

• USB機器がつながれているときは、
本機は USB機器のファイルすべて
を読み込みます。USB機器にたく
さんのフォルダーやファイルが保存
されていると、USB機器を読み込
むのに時間がかかることがありま
す。

• 本機が認識できるデータ量は下記の
とおりです。
–256 フォルダー（「ROOT」フォ
ルダーを含む）

–各フォルダー 256音声ファイル
–8フォルダー階層（ツリー構造
ファイル、「ROOT」フォルダー
を含む）
最大音声ファイル数および最大フォ
ルダー数は、ファイルやフォルダー
構成によって異なります。
USB機器に別の種類のファイルや
不必要なフォルダーを保存しないで
ください。

• あらゆるエンコード／ライティング
ソフトウェア、録音機器、記録媒体
との互換性は保証しません。互換性
のない USB機器を使うと、騒音の
原因となったり、音が途切れたり、
あるいはまったく再生できないこと
もあります。

• 下記のような場合は、再生開始まで
に時間がかかることがあります。
–フォルダー構成が複雑な場合
–メモリー容量を超えている場合

• つないだ USB機器のすべての機能
に、本機が対応している必要はあり
ません。

• 本機への再生順は、つないだ USB
機器の再生順とは異なることがあり
ます。

• 音声ファイルのないフォルダーはス
キップされます。

• 非常に長いトラックを再生している
ときは、一部の操作が再生を遅らせ
る原因となることがあります。

押すボタン 動作

N 再生開始
X 一時停止
x 再生停止
./> 前／次のファイルへ移動
リピート リピートモードに入る
シャッフル シャッフルモードに入る

N
./>

x
X

USB

リピート

シャッ
フル
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USBメッセージ一覧

FM/AM ラジオを聞く
内蔵チューナーをとおして FMおよび
AM放送を聞くことができます。必ず
事前に FMおよび AMアンテナを本
機につないでください（28ページ）。

1 ホームメニューから「Listen」を選
んで、 を押す。

2 メニューから「FM」または「AM」
を選んで、 を押す。
テレビ画面に FMまたは AMメ
ニュー項目リストが表示されま
す。

メッセージと説明
Reading
本機は、USB機器の情報を認識して読
み込んでいます。
Device error
USB機器のメモリーが認識できません
でした（43ページ）。
Not supported
対応していない USB機器がつながれて
いる、未確認の機器がつながれている、
もしくは USB機器が USBハブを介し
てつながれています（43ページ）。
No device is connected
USB機器がつながれていない、もしく
はつながれた USB機器が認識されてい
ません。
No Track
トラックが見つかりませんでした。
Cannot play
対応していない音声ファイルまたは再生
制限のある音声ファイルのため、本機で
再生できません。
Cannot get info
本機は音声ファイルの情報を取り出すこ
とができません。
Not in use
禁止されている操作が行われています。

チューナーの操作

V/v/b、

ホーム

オプ
ション

シフト

数字
ボタン

ダイレクト
選局
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FM/AM画面
V/v/B/bと を押して、それぞれ
の項目を画面上で選んで操作でき
ます。

1周波数表示（47ページ）
2プリセット局一覧（48ページ）

「Tuning +」または「Tuning –」を選
んで、 を押す。
低い周波数から高い周波数の局へ順に
スキャンするときは「Tuning +」
を選び、高い周波数から低い周波数の
局へ順にスキャンするときは
「Tuning –」を選びます。放送局を受
信するとスキャンを自動的に停止しま
す。

FMステレオ放送の受信状態がよ
くない場合
1 自動選局またはダイレクト選局
（47ページ）を使って聞きたい曲を
受信する、もしくはプリセットした
放送局を選ぶ（48ページ）。

2 オプションを押す。
3「FM Mode」を選んで、 を押す。
4「Mono」を選んで、 を押す。

数字ボタンで放送局の周波数を直接入
力することができます。

1 ダイレクト選局を押す。

2 シフトを長押しして、数字ボタンで
周波数を入力し、 を押す。
例 1： FM 88.00 MHz
8 b 8 b 0と選ぶ。
例 2：AM 1,350 kHz
1 b 3 b 5 b 0と選ぶ。

AM放送を受信するときは、付属の
AMループアンテナの向きを受信状態
の良い方向に調節してください。

放送局を受信できない場合
「– – – .– – MHz」または
「– – – – kHz」が表示され、画面が現
在の周波数に戻ります。
正しい周波数が入力されていることを
確認してください。周波数が正しく入
力されていない場合は、手順 2をくり
返してください。それでも放送局を受
信できない場合は、その地域では入力
した周波数が使われていない可能性が
あります。

自動で受信する（自動選局）

手動で受信する（ダイレクト
選局）

ちょっと一言
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FM/AM ラジオ放送
局をプリセットする
（プリセットメモリー）
お気に入りの放送局として、FM局と
AM局で最大 30局ずつ登録できま
す。

1 プリセットしたい放送局を自動受信
（47ページ）またはダイレクト選局
（47ページ）で受信する。

2 「Preset Memory」を選んで、
を押す。

3 プリセット番号を選んで、 を押す。
選んだプリセット番号で放送局が
登録されます。

4 手順1から4をくり返して、他の放送
局を登録する。
下記のように放送局を登録できま
す。
• AM局：AM 1から AM 30
• FM局：FM 1から FM 30

1 メニューから「FM」または「AM」
を選んで、 を押す。

2 「Select Preset」を選んで、 を
押す。

3 お好みのプリセットした放送局を選
んで、 を押す。
1から 30までのプリセット番号
が有効です。

1 メニューから「FM」または「AM」
を選んで、 を押す。

2 「Select Preset」を選んで、 を
押す。

3 名前をつけたいプリセット番号を選
んで、 を押してから、オプション
を押す。

4 「Name Input」を選んで、 を押
す。

5 V/vをくり返し押して、文字を選び、
bを押す。
B/bを押して、入力位置を前後に
移動できます。放送局には、最大
8文字の名前を入力することがで
きます。

6 手順 5をくり返して一文字ずつ入力
し、 を押す。
入力した名前が登録されます。

テレビ画面に表示できても表示窓には表示
できない文字があります。

プリセットした放送局を受信
する

オプション

V/v/B/b、

プリセットした放送局に名前
をつける（Name Input）

ご注意
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サウンドフィールド
を選ぶ
1 ホームメニューから「Sound 

Effects」を選んで、 を押す。

2 「Sound Field」を選んで、 を押
す。

3 サウンドフィールドを選ぶ。

リモコンのサウンドフィールド +/–をくり
返し押して、お好みのサウンドフィールド
を選べます。本体の A.F.D./2CH、MOVIE
またはMUSICでも操作できます。

Auto Format Direct (A.F.D.) 
モード：オートフォーマットダイレク
トモードを使って、より忠実な音を聞
いたり、2チャンネルステレオ音声を
マルチチャンネルで聞くためのデコー
ドモードを選んだりすることができま
す。
2 チャンネルサウンドモード：お使い
のソフトウェアの記録フォーマットや
つないだ再生機器、本機のサウンド
フィールドの設定などに関係なく、2
チャンネル音声出力に切り換えること
ができます。

x A.F.D. Auto (A.F.D. AUTO)
サラウンド効果なしで録音またはエン
コードされたままの音声として処理し
ます。

x Multi Stereo (MULTI ST.)
2チャンネルの左／右の信号をすべて
のスピーカーから出力します。ただ
し、スピーカーの設定によっては、一
部のスピーカーから音が出力されない
ことがあります。

x 2ch Stereo (2CH ST.)
フロント左／右の 2本のスピーカーの
みから音を出力します。アクティブサ
ブウーファーからは音を出力しませ
ん。
通常の 2チャンネルステレオ音源はサ
ウンドフィールド処理を完全に回避
し、マルチチャンネルサラウンド
フォーマットは 2チャンネルにダウン
ミックスされます。

x Analog Direct 
(A. DIRECT)

選んでいる入力の音声を、2チャンネ
ルのアナログ入力に切り換えます。こ
の機能を使って、高品質のアナログ音
源を楽しむことができます。
この機能を使っているときは、音量と
フロントスピーカーのレベルのみ調節
できます。

BD、DVD、GAME、Bluetooth、USB、
ホームネットワーク、SENおよび AirPlay
機能を使っているときは、「Analog 
Direct」は選べません。

本機にあらかじめ設定されているサウ
ンドフィールドを選ぶだけで、簡単に
サラウンド音声を楽しめます。ご自宅
で、映画館の臨場感を再現できます。

音響効果を楽しむ

ちょっと一言

Auto Format Direct 
(A.F.D.)／ 2 チャンネルサウ
ンドモード

ご注意

ムービーモード
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x HD-D.C.S.
HD Digital Cinema Sound (HD-
D.C.S.)は、ソニーが最新の音響およ
びデジタル信号処理技術を用いて新た
に開発した劇場音響再現技術です。
この技術は、マスタリングスタジオの
緻密な計測データに基づいています。
HD-D.C.S.モードにより、マスタリ
ング処理時に映画の音響技師が意図し
たとおりの最適な臨場感とともに、高
音質なブルーレイや DVDの映画をご
自宅で楽しむことができます。
HD-D.C.S.のエフェクトタイプを下
記から選ぶことができます。
• Dynamic：残響が多くても広々と
した雰囲気に欠ける環境（音が充分
に吸収されていない環境）に適して
います。反射音を強調し、大型で古
いタイプの映画館の音を再現しま
す。ダビングシアターの広々とした
雰囲気が強調され、独特の音場が作
り出されます。

• Theater ： 一般のリビングルーム向
けです。映画館 （ダビングシアター）
のような残響を再現します。 ブルー
レイディスクに録画されたコンテン
ツを映画館の雰囲気で鑑賞したいと
きに最も適しています。

• Studio：適切な音響機器を備えた
リビングルームに適しています。劇
場用音源をブルーレイディスク用と
して家庭での鑑賞に適した音量にリ
ミックスするときの、残響感を再現
します。反射音や残響音は最低限の
レベルに抑えています。ただし、セ
リフやサラウンド効果が生き生きと
再生されます。

x PLII Movie
ドルビープロロジック II ムービーモー
ドのデコード処理を行います。この設
定は、ドルビーサラウンドにエンコー
ドされた映画に適しています。また、
このモードでは、吹き替え版や古い映
画のビデオなどの音声も 5.1チャンネ
ルで再生できます。

x PLIIx Movie
ドルビープロロジック IIx ムービー
モードのデコード処理を行います。こ
の設定は、ドルビープロロジック II 
ムービーまたはドルビーデジタル 5.1
を 7.1映像チャンネルにディスクリー
トします。

x PLIIz Height (PLIIz)
ドルビープロロジック IIz モードのデ
コード処理を行います。 この設定は、
5.1チャンネルから垂直方向の成分を
加えた 7.1チャンネルに音源を拡張
し、立体感と奥行きを表現できます。

x Neo:6 Cinema (Neo:6 CIN)
DTS Neo:6 Cinemaモードのデコー
ド処理を行います。2チャンネルの
フォーマットで録音された音源を 7
チャンネルにデコードします。

本機にあらかじめ設定されているサウ
ンドフィールドを選ぶだけで、簡単に
サラウンド音声を楽しめます。ご自宅
で、コンサートホールの臨場感を再現
できます。

x Berlin P.Hall (BERLIN)
ベルリンフィルハーモニックホールの
音響特性を再現します。

x Concertgebouw 
(CONCERTGEB)

大きなサウンドステージが特徴のオラ
ンダ、アムステルダムのコンサート
ホールの音響特性を再現します。

x Musikverein 
(MUSIKVEREI)

残響が特徴的なオーストリア、ウィー
ンのコンサートホールの音響特性を再
現します。

x Jazz Club (JAZZ)
ジャズクラブの音響を再現します。

ミュージックモード
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x Live Concert (CONCERT)
300席のライブハウスの音響を再現し
ます。

x Stadium (STADIUM)
広々とした屋外のスタジアムの雰囲気
を再現します。

x Sports (SPORTS)
スポーツ中継放送の雰囲気を再現しま
す。

x Portable Audio 
(PORTABLE)

ポータブルオーディオ機器から、より
クリアな音像を再現します。MP3や
その他の圧縮された音源に適していま
す。

x PLII Music
ドルビープロロジック II ミュージック
モードのデコード処理を行います。
CDなど通常のステレオ音源に適して
います。

x PLIIx Music
ドルビープロロジック IIx ミュージッ
クモードのデコード処理を行います。
CDなど通常のステレオ音源に適して
います。

x PLIIz Height (PLIIz)
ドルビープロロジック IIz モードのデ
コード処理を行います。この設定は、
5.1チャンネルから垂直方向の成分を
加えた 7.1チャンネルに音源を拡張
し、立体感と奥行きを表現できます。

x Neo:6 Music (Neo:6 MUS)
DTS Neo:6 Musicモードのデコード
処理を行います。2チャンネルの
フォーマットで録音された音源を 7
チャンネルにデコードします。CDな
ど通常のステレオ音源に適していま
す。

このサウンドフィールドは、本機に
ヘッドホンをつないでいるときのみ選
択できます。

x HP 2CH
ヘッドホンを使用すると自動的に選ば
れます（「Analog Direct」を除く）。
通常の 2チャンネルステレオ音源はサ
ウンドフィールド処理を完全に回避
し、LFE信号以外のマルチチャンネ
ルサラウンドフォーマットは 2チャン
ネルにダウンミックスされます。

x HP Direct (HP DIRECT)
「Analog Direct」が選ばれていると
きにヘッドホンを使用すると、自動的
に選ばれます。
イコライザー、サウンドフィールドな
どの処理を行わずに、アナログ信号を
出力します。

アクティブサブウーファーをつな
いでいる場合
アクティブサブウーファーから 2チャ
ンネル信号に出力される低域効果音の
LFE信号がないときは、本機がアク
ティブサブウーファーへ出力用の低周
波信号を生成します。ただし、すべて
のスピーカーが「Large」に設定され
ているときは、「Neo:6 Cinema」ま
たは「Neo:6 Music」では低周波信
号が生成されません。
ドルビーデジタルの低音リダイレクト
回路を最大限に活かすため、アクティ
ブサブウーファーのカットオフ周波数
をできるだけ高域に設定することをお
すすめします。

サウンドフィールドについて
ご注意
• スピーカーパターンの設定によって
は、使用できないサウンドフィール
ドがあります。

ヘッドホンをつないでいる場
合には
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• PLIIx Movie/Musicと PLIIz 
Heightを同時に選ぶことはできま
せん。
– PLIIx Movie/Musicは、スピー
カーパターンをサラウンドバック
スピーカーありの設定にした場合
のみ使用できます。

– PLIIz Heightは、スピーカーパ
ターンをフロントハイスピーカー
ありの設定にした場合のみ使用可
能です。

• 音楽用と映画用のサウンドフィール
ドは、以下の場合は機能しません。
– サンプリング周波数が 48 kHzよ
りも高い DTS-HD Master 
Audio、DTS-HD High 
Resolution Audioまたは Dolby 
TrueHDを受信している。

–「Analog Direct」が選ばれてい
る。

• スピーカーパターンが 2/0または
2/0.1に設定されているときは、
「PLII Movie」、「PLIIx Movie」、
「PLII Music」、「PLIIx Music」、
「PLIIz Height」、「Neo:6 
Cinema」および「Neo:6 Music」
は機能しません。

• 音楽用のサウンドフィールドのいず
れかを選んでいるときは、Speaker 
Settingsメニューですべてのス
ピーカーが「Large」に設定されて
いると、アクティブサブウーファー
から音が出力されません。ただし、
以下の場合には、アクティブサブ
ウーファーから音が出ます。
– デジタル入力信号に LFE信号が
含まれている。

– フロントまたはサラウンドスピー
カーが「Small」に設定されてい
る。

–「Multi Stereo」、「PLII Movie」、
「PLII Music」、「PLIIx Movie」、
「PLIIx Music」、「PLIIz 
Height」、「HD-D.C.S.」または
「Portable Audio」が選ばれてい
る。

Sound Optimizer
機能を使う
Sound Optimizerを使うと、低音量
でもクリアでダイナミックな音を楽し
めます。音量を下げたときに聞こえに
くい音を自動的に測定します。自動音
場補正を実行したあとに、環境に合っ
た音量レベルに調節されます。

1 ホームメニューから「Sound 
Effects」を選んで、 を押す。

2 「Sound Optimizer」を選んで、
を押す。

3 「Normal」または「Low」を選ん
で、 を押す。
Sound Optimizer機能が働きま
す。映画の基準レベルの調整に
は、「Normal」を選びます。CD
など平均音圧を高めに加工された
ソフト用の調整には、「Low」を
選びます。

•以下の場合、この機能は働きません。
–「Analog Direct」が使われているとき
–ヘッドホンがつながれているとき

•音声フォーマットによっては、本機は入
力信号の本来のサンプリング周波数より
も低いサンプリング周波数で信号を再生
することがあります。

補正タイプを選ぶ
自動音場補正を実行したあとに、補正
タイプを選べます。詳しくは、
「Calibration Type」（88ページ）を
ご覧ください。

ご注意
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イコライザーを調整
する
以下のパラメーターを使って、スピー
カーそれぞれの音質（低域／高域のレ
ベル）を調節できます。

1 ホームメニューから「Sound 
Effects」を選んで、 を押す。

2 「Equalizer」を選んで、 を押す。
3 「Front」、「Center」、
「Surround」または「Front 
High」を選んで、 を押す。

4 「Bass」または「Treble」を選ぶ。

5 ゲインを調節し、 を押す。

•この機能は、「Analog Direct」が使われ
ているときは働きません。

• Bassと Trebleの周波数は固定です。
•音声フォーマットによっては、本機は入
力信号の本来のサンプリング周波数より
も低いサンプリング周波数で信号を再生
することがあります。

ピュアダイレクト機
能を使う
ピュアダイレクトモードで、原音によ
り忠実な音を楽しめます。ピュアダイ
レクトがオンのときは、音質に影響を
及ぼすノイズを抑えるために、表示窓
は消灯します。ピュアダイレクト機能
はすべての入力で使えます。

1 ホームメニューから「Sound 
Effects」を選んで、 を押す。

2 「Pure Direct」を選んで、 を押
す。

3 「On」または「Off」を選んで、
を押す。

ピュアダイレクト機能が選ばれているとき
は、「Sound Optimizer」、「Equalizer」、
「Auto Volume」および「D.Range 
Comp.」は働きません。

リモコンまたは本体の PURE DIRECTボ
タンでも、ピュアダイレクト機能のオン／
オフを切り換えることができます。

ピュアダイレクトを解除するには
以下の操作を行うと、ピュアダイレク
ト機能が解除されます。
–PURE DIRECTをもう一度押す。
–サウンドフィールドを変える。
–テレビのシーン設定を変える（シー
ンセレクト）。

–「Sound Optimizer」、
「Equalizer」、「Auto Volume」ま
たは「D.Range Comp.」の設定を
変える。

ご注意

レベル
(dB)

低域 高域

周波数 (Hz)

ご注意

ちょっと一言
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サウンドフィールド
を初期設定状態に戻
す
この操作は、必ず本体のボタンを使っ
て行ってください。

1 ?/1を押して本機の電源を切る。

2 MUSICを押しながら、?/1を押す。

3 「S.F. CLEAR」が表示窓に表示さ
れたら、すべてのボタンをはなす。
すべてのサウンドフィールドが初
期設定状態に戻ります。

本機のネットワーク
機能について
• DLNA認定ロゴのある DLNA対応
機器（DLNA CERTIFIEDTM製品）
に保存した音声コンテンツをお楽し
みいただけます（60ページ）。

• ホームネットワーク上で、UPnPメ
ディアレンダラーと同等の機器とし
て、本機を使用できます。

• インターネットに接続すると、音楽
サービスを聞いたり（64ページ）
本機のソフトウェアをアップデート
したりできます。

• メディアリモート機器を登録して、
本機を操作できます。

• AirPlayを使って、iOS機器の音声
コンテンツや iTunes Libraryを再
生できます。

DLNAについて
DLNA（Digital Living Network 
Alliance）は、製造メーカーを問わず
さまざまな機器（コンピューターなど
のサーバー機器、AV機器、モバイル
コンピューティング機器）でコンテン
ツ（音楽、写真、映像）をやり取りで
きるように作られた業界標準です。
DLNAは基準に基づいて、DLNA標
準に対応した機器に認定ロゴを発行し
ています。

?/1 MUSIC

ネットワーク機能を使う
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サーバーを設定する
本機を使ってサーバーに保存された音
声コンテンツを聞くには、あらかじめ
サーバーの設定をする必要がありま
す。以下のサーバー機器は本機に対応
しています。
• ソニー VAIO Media plus 1.3、

1.4、2.0および 2.1
• ソニー HDDネットワークオーディ
オシステム NAS-S500HDE*、
NAS-S55HDE*

• ソニーネットワーク AVレシーバー
STR-DA6400ES*、
TA-DA5600ES*

• Windows 8およびWindows 7に
インストールしたMicrosoft 
Windows Media Player 12（55、
57ページ）

• Windows Vista/Windows XPにイ
ンストールしたMicrosoft 
Windows Media Player 11（58
ページ）

* 一部の国または地域では販売されていま
せん。

サーバーに他の機器からのアクセスを
制限する機能がある場合は、本機から
アクセスできるようにサーバーの設定
を変えてください。
ここでは、Windows Media Player
をサーバーとして使用する場合の設定
方法を説明しています。
他のサーバー機器の設定について詳し
くは、それぞれの機器またはアプリ
ケーションの取扱説明書またはヘルプ
を参照してください。

• OSのバージョンやパソコンの環境に
よっては、パソコンに表示される項目が
異なります。詳しくは、OSのヘルプを
参照してください。

• Windowsの「Play To」機能を使って音
楽を再生しているときは、時間が少し長
くかかることがあります。

ここでは、Windows 8にデフォルト
でインストールされているWindows 
Media Player 12を設定する方法を
説明します。Windows Media 
Player 12の操作方法について詳しく
は、Windows Mediaのヘルプを参
照してください。

1 コントロールパネルを開く。
［スタート］から［すべてのアプリ］
を選ぶ。［コントロールパネル］を
選ぶ。

上記のようなWindows 8の画面が表
示されない場合は、以下の手順へ進ん
でください。

ご注意

Windows 8を使用してい
るときは

ちょっと一言
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［設定］から［コントロールパネル］
を選ぶ。

2 ［ネットワークとインターネット］
の［ネットワークの状態とタスクの
表示］を選ぶ。
［ネットワークと共有センター］
ウィンドウが表示されます。

画面にお好みの項目が表示されない場
合は、コントロールパネルの表示方式
を変更してください。

3 ［共有の詳細設定の変更］を選ぶ。

4 [すべてのネットワーク ]の中の
[メディア ストリーミング ]から、
[メディア ストリーミング オプショ
ンの選択 ...]を選ぶ。

5 ［メディア ストリーミング オプショ
ン］ウィンドウに［メディア スト
リーミングが有効になっていませ
ん］が表示された場合は、［メディ
ア ストリーミングを有効にする］を
選ぶ。

ちょっと一言
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6 ［すべて許可］を選ぶ。
［すべてのメディア デバイスの許
可］ウィンドウが開きます。
ローカルネットワークのすべての
機器が［許可］に設定されている
場合は、［OK］を選んでウィンド
ウを閉じる。

7 ［すべてのコンピューターとメディ
ア デバイスを許可する］を選ぶ。

8 ［次へ］と［完了］を選んで、ウィ
ンドウを閉じる。

9 サーバーリストをリフレッシュす
る。
設定が完了したら、本機のサー
バーリストをリフレッシュして、
サーバーリストからこのサーバー
を選びます。サーバー選択につい
て詳しくは、「サーバーリストを
リフレッシュするには」（60ペー
ジ）をご覧ください。

ここでは、Windows 7にデフォルト
でインストールされているWindows 
Media Player 12を設定する方法を
説明します。
Windows Media Player 12の操作
方法について詳しくは、Windows 
Media Player 12のヘルプを参照し
てください。

1 ［スタート］から［コントロールパ
ネル］へ進む。

2 ［ネットワークとインターネット］
の［ネットワークの状態とタスクの
表示］を選ぶ。
［ネットワークと共有センター］
ウィンドウが表示されます。

画面にお好みの項目が表示されない場
合は、コントロールパネルの表示方式
を変更してください。

3 ［アクティブなネットワークの表示］
の下の［パブリックネットワーク］
を選ぶ。
［パブリックネットワーク］以外の
画面が表示された場合は、手順 6へ
進む。
［ネットワークの場所の設定］
ウィンドウが表示されます。

4 本機が使われている環境に応じて、
［ホームネットワーク］または［社
内ネットワーク］を選ぶ。

Windows 7を使用してい
るときは

ちょっと一言
57



5 本機が使われている環境に応じて、
画面に表示される指示にしたがう。
設定が完了したら、［ネットワー
クと共有センター］ウィンドウで
［アクティブなネットワークの表
示］の下の項目が［ホームネット
ワーク］または［社内ネットワー
ク］に変わっていることを確認し
ます。

6 ［共有の詳細設定の変更］を選ぶ。

7 ［メディア ストリーミング］から
［メディア ストリーミング オプショ
ンの選択］を選ぶ。

8 ［メディア ストリーミング オプショ
ン］ ウィンドウに ［メディア スト
リーミングが有効になっていませ
ん］ が表示された場合は、 ［メディア 
ストリーミングを有効にする］ を選
ぶ。

9 ［すべて許可］を選ぶ。
［すべてのメディア デバイスの許
可］ウィンドウが開きます。ロー
カルネットワークのすべての機器
が［許可］に設定されている場合
は、［OK］を選んでウィンドウを
閉じる。

10［すべてのコンピューターとメディ
ア デバイスを許可する］を選ぶ。

11［OK］を選んで、ウィンドウを閉じ
る。

12サーバーリストをリフレッシュする。
設定が完了したら、本機のサー
バーリストをリフレッシュして、
サーバーリストからこのサーバー
を選びます。サーバー選択につい
て詳しくは、「サーバーリストを
リフレッシュするには」（60ペー
ジ）をご覧ください。

ここでは、Windows Vista/XP*にイ
ンストールされているWindows 
Media Player 11を設定する方法を
説明します。
Windows Media Player 11の操作
方法について詳しくは、Windows 
Media Player 11のヘルプを参照し
てください。
* Windows XPには、Windows Media 

Player 11はデフォルトでインストール
されていません。Microsoftのウェブサ
イトからインストーラーをダウンロード
して、パソコンにWindows Media 
Player 11をインストールしてください。

Windows Vista/XPを使用
しているときは
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1 ［スタート］から［すべてのプログ
ラム］へ進む。

2 ［Windows Media Player］を選
ぶ。
Windows Media Player 11が起
動します。

3 ［ライブラリ］メニューから［メ
ディアの共有 ...］を選ぶ。
お使いのパソコンがWindows 
XPの場合は、手順 9へ進んでく
ださい。

4 が表示されたら、
［ネットワーク ...］を選ぶ。

［ネットワークと共有センター］
ウィンドウが表示されます。

5 ［カスタマイズ］を選ぶ。

［ネットワークの場所の設定］
ウィンドウが表示されます。

6 ［プライベート］にチェックを入れ
て、［次へ］を選ぶ。

7 ［場所の種類］が［プライベート］
になっていることを確認して、［閉
じる］を選ぶ。

8 ［ネットワークと共有センター］
ウィンドウに［（プライベートネッ
トワーク）］が表示されていること
を確認して、ウィンドウを閉じる。

9 手順 3で表示される［メディア共有］
ウィンドウで［メディアを共有す
る］がチェックされていない場合
は、［メディアを共有する］に
チェックを入れて、［OK］を選ぶ。
接続可能な機器のリストが表示さ
れます。

10［メディアを共有する：］の横に表
示される［設定 ...］を選ぶ。

11［新しいデバイスおよびコンピュー
タを自動的に許可する］にチェック
を入れて、［OK］を選ぶ。

本機がサーバーにつながれて、サー
バーの音声コンテンツを再生できるこ
とを確認したら、この項目のチェック
をはずしてください。

ご注意
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12サーバーリストをリフレッシュする。
設定が完了したら、本機のサー
バーリストをリフレッシュして、
サーバーリストからこのサーバー
を選びます。サーバー選択につい
て詳しくは、「サーバーリストを
リフレッシュするには」（60ペー
ジ）をご覧ください。

サーバーリストをリフレッシュす
るには
ホームネットワークに新しいサーバー
を追加したとき、またはリストにお好
みのサーバーが見つからないときは、
サーバーリストをリフレッシュしてく
ださい。
1 サーバーリストを表示させて、オプ
ションを押す。

2「Refresh」を選んで、 を押す。
リフレッシュしたサーバーリストが
表示されます。

本機は、最近利用した 5つのサーバー履歴
を保持して、サーバーリストの一番上に表
示します。最大で 20台のサーバーをサー
バーリストに表示できます。

サーバーリストからサーバーを削
除するには
1 サーバーリストを表示させて、削除
したいサーバーを選んでオプション
を押す。
オプションメニューが表示されま
す。

2「Delete」を選んで、 を押す。
テレビ画面に確認画面が表示されま
す。

3「OK」を選んで、 を押す。
「Completed」が表示されて、選
んだサーバーが削除されます。

サーバーをサーバーリストから削除しても、
本機がネットワーク上でそのサーバーを見
つけると（サーバーリストをリフレッシュ
したときなど）、サーバーリストに再び表示
されます。

サーバーの音声コン
テンツを楽しむ
サーバーに保存された音声コンテンツ
を、本機を使ってMP3、 リニア PCM、
WMA、 FLAC、 AAC*フォーマットで
再生できます。 DRM （Digital Rights 
Management） 著作権保護付きの音
声コンテンツは、本機では再生できま
せん。
* 拡張子が「.m4a」、「.mp4」または
「.3gp」の AACファイルのみを本機で再
生できます。

ちょっと一言
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1 HOME NETWORKを押す。
テレビ画面にサーバーリストが表
示されます。
最後に選択した項目（プレイリス
ト、アルバム、フォルダーなど）
がテレビ画面に表示された場合は、
戻る Oをくり返し押してサー
バーリストを表示させてください。
「No server is available」が表示
された場合、またはサーバーリス
ト上のサーバーが無効な場合は、
オプションを押してください。
「Refresh」を選んで、 を押しま
す。リフレッシュしたサーバーリ
ストが表示されます。

ホームメニューの「Listen」から
「HOME NETWORK」を選ぶことも
できます。

2 再生したいコンテンツが保存されて
いるサーバーを選ぶ。
テレビ画面にコンテンツリストが
表示されます。

サーバー機器がWake-on-LAN標準
に対応している場合は、自動的に本機
の電源が入ります。サーバーがWake-
on-LAN標準に対応していない場合
は、あらかじめサーバーの電源を入れ
てください。サーバーのWake-on-
LAN設定または操作について詳しく
は、サーバーの取扱説明書またはヘル
プを参照してください。

3 お好みの項目（プレイリスト、アル
バム、フォルダーなど）を選んで、
を押す。

別の項目が表示された場合は、こ
の手順をくり返して選択肢をしぼ
り込み、お好みの項目を表示させ
てください。表示される項目は、
つないだサーバーによって異なり
ます。

4 お好みのトラックを選んで、 を押
す。
再生が開始します。
本機のスピーカーから音声が出力
されていることを確認してくださ
い。

•本機で再生できないトラックも、テレビ
画面に表示されます。再生可能なトラッ
クリストのソートはできません。

•本機で再生できないトラックは、名前の
前に「!」が表示され、再生時にスキップ
されます。

•壁のコンセントから電源コードを抜くと、
前回選択した項目から再生が再開されま
せん。

•大容量の音声コンテンツを含んだフォル
ダーを閲覧しているときは、本機が項目
を表示するのに時間がかかることがあり
ます。この場合は、キーワードを使って
アイテムを検索してください（70ペー
ジ）。

•アーティストフォルダーやジャンルフォ
ルダーなどのフォルダーを選び、Nボタ
ンを押すと、本機は選んだフォルダー内
のすべてのアイテムを再生します。

•本機の電源を切らない限り、ホームネッ
トワーク機能に切り換えると、本機は前
回選んだアイテムから再生を再開します。
本機の電源を切ったあとでも、「Network 
Standby」が「On」に設定されていると
きは、前回選んだアイテムから再生が再
開します。

デバイスリスト上の機器のアクセス制
限やアクセス許可を設定できます。

1 HOME NETWORKを押す。

2 オプションを押す。

3 「Access Settings」を選んで、
を押す。

ちょっと一言

ご注意

ご注意

ちょっと一言

Access Settingsの設定を
する（アクセス設定）
61



自動アクセス許可を設定するには
1「Access Settings」で「Auto 

Access」を選んで、 を押す。
2「Allow」または「Not Allow」を選
んで、 を押す。
•Allow：ホームネットワーク上の
すべての機器から本機へのアクセ
スを許可します。

•Not Allow：本機にアクセスして
いる新しい機器を制限します。
ホームネットワークに新しい機器
をつなぐときは、その機器をデバ
イスリストに追加して、アクセス
許可を設定します（62ページ）。

最大で 20台の機器をデバイスリストに追
加できます。登録した機器がすでに 20台
に達している場合は、「Device list is full」
が表示され、デバイスリストに新たな機器
を追加することはできません。この場合は、
不要な機器をデバイスリストから削除して
ください（62ページ）。

デバイスリストに機器を追加する
には
1「Access Settings」で「Control 

Device」を選んで、 を押す。
登録したデバイスリストがテレビ画
面に表示されます。

2「Add Device」を選んで、 を押
す。

3 使用する機器を選んで、 を押す。
選んだ機器がデバイスリストに追加
されます。アクセス設定について詳
しくは、「機器にアクセス許可の設
定をするには」（62ページ）をご覧
ください。

機器にアクセス許可の設定をする
には
デバイスリスト上の機器にアクセス許
可の設定をすることができます。
「Allow」 に設定した機器だけが、 ホー
ムネットワーク上で認識されます。

1「Access Settings」で「Control 
Device」を選んで、 を押す。
登録したデバイスリストがテレビ画
面に表示されます。

2 使用する機器を選んで、 を押す。
3「Access」を選んで、 を押す。
4「Allow」または「Not Allow」を選
んで、 を押す。

デバイスリストから機器を削除す
るには
手順 3で「Delete」を選んで、 を
押す。
確認画面で「OK」を選んで、 を押
す。

TV SideViewは、リモート機器（ス
マートフォンなど）用の無料モバイル
アプリケーションです。本機と TV 
SideViewをいっしょに使うと、リ
モート機器で操作をして本機を簡単に
楽しむことができます。

TV SideView機器を登録するに
は
1 HOME NETWORKを押す。

ホームメニューの「Listen」から
「HOME NETWORK」を選ぶこともで
きます。

2 オプションを押す。
3「TV SideView Device 

Registration」を選んで、 を押
す。

ご注意

TV SideViewを使う

ちょっと一言
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4「Start Registration」を選んで、
を押す。

本機が、登録の準備ができている
TV SideView機器の検出を始めま
す。
テレビ画面に「Connecting」が表
示されます。TV SideView機器の
「Registration」 を押します。ただ
し、30秒で機器を 1台も検出でき
ない場合は、本機は登録作業を終了
します。

5「Finish」を選んで、 を押す。

登録を中止するには
手順 4で「Cancel」を選んで、 を
押す。

最大で 5台の TV SideView機器をデバイ
スリストに追加できます。登録した機器が
すでに 5台に達している場合は、「Device 
full」が表示され、デバイスリストに新たな
機器を追加することはできません。この場
合は、不要な機器をデバイスリストから削
除してください（63ページ）。

登録した TV SideView機器を確
認するには
手順 3で「Registered TV 
SideView Devices」を選んで、 を
押す。

登録した TV SideView機器をデ
バイスリストから削除するには
1 手順 3で「Registered TV 

SideView Devices」を選んで、
を押す。

2 削除したい機器を選んで、 を押す。
3「Delete」を選んで、 を押す。
4「OK」を選んで、 を押す。
選んだ機器がデバイスリストから削
除されます。

DRM著作権保護付きのWMAフォー
マットのファイルは、本機では再生で
きません。
WMAファイルが本機で再生できない
場合は、パソコンでファイルのプロパ
ティを確認し、DRM著作権付きの
ファイルでないかどうかを確認してく
ださい。
WMAファイルが保存されているフォ
ルダーかボリュームを開いて、ファイ
ルを右クリックして［プロパティ］
ウィンドウを表示させます。［ライセ
ンス］タブがある場合は、DRM著作
権保護が付いたファイルのため、本機
で再生することはできません。ご注意

著作権保護を確認する

リモコンを使ってホームネッ
トワーク機能を操作する

動作 操作

再生を一時
停止する *

再生中にXを押す。
Nを押して再生を再開
する。

再生を停止
する

xを押す。

再生中の
トラックの
先頭、前のト
ラック、
または次のト
ラックへ進む

./>をくり返し押
す。

再生するアイ
テムを選び直
す

戻る Oをくり返し押し
て、お好みのディレクト
リを表示させる。
または、オプションを押
して「Server List」を
選び、お好みのアイテム
を選ぶ。
再生画面に戻るには、オ
プションを押して
「Now Playing」を選
ぶ。
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* サーバーやトラックによっては、ホーム
ネットワーク機能が選ばれているときは、
再生一時停止機能が働かないことがあり
ます。

Sony 
Entertainment 
Network（SEN）
を楽しむ
本機を使ってインターネットの音楽
サービスを聞くことができます
（SEN機能）。
この機能を使うには、インターネット
につながっているネットワークに本機
をつなぐ必要があります。詳しくは、
「6：ネットワークに接続する」（28
ページ）をご覧ください。
SENについて詳しくは、下記のウェ
ブサイトをご覧ください：
http://
www.sonyentertainmentnetwork.
com

サービスプロバイダーによっては、音楽
サービスを利用する前に、本機を登録する
必要があります。登録について詳しくは、
サービスプロバイダーのカスタマーサポー
トサイトを確認してください。

次の手順では、インターネットの音楽
サービスの例として、「vTuner」の選
びかたを説明します。

キーボードを
使ってアイテ
ムを探す

サーバーのコンテンツを
選択した状態で、アル
ファベットサーチを押し
て、キーワードを入力す
る（70ページ）。

サーバーを
変える

xを押す。次に、
「Server List」を選ん
で、  を押す。お好みの
サーバーを選んで、 を
押す。

リピート再生 リピートをくり返し押し
て、「Repeat All」また
は「Repeat One」を
テレビ画面に表示させ
る。

シャッフル
再生

シャッフルをくり返し押
して、「Shuffle On」を
テレビ画面に表示させ
る。

動作 操作

ご注意
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本機
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オプ
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シフト
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1 SENを押す。
テレビ画面にサービスプロバイ
ダーリストが表示されます。前回
選んだサービスまたはステーショ
ンを本機が自動的に表示する場合
は、戻る Oをくり返し押して、
サービスプロバイダーリストを表
示させます。

ホームメニューの「Listen」から
「SEN」を選ぶこともできます。

2 「vTuner」を選んで、 を押す。

3 お好みのフォルダーまたはステー
ションを選んで、 を押す。
• V/vをくり返し押して、アイテ
ムを選ぶ。

• を押して次のディレクトリに
進む、またはステーションを聞
く。

• 戻る Oを押して前のディレク
トリに戻る。

「No service is available」が表示されて
サービスプロバイダーリストを取得できな
いときは、オプションを押して「Refresh」
を選ぶ。

本機の電源を切らない限り、SEN機能に切
り換えると、本機は前回選んだサービスま
たはステーションを表示します。本機の電
源を切った場合でも、「Network Standby」
が「On」に設定されていると、前回選んだ
サービスまたはステーションが表示されま
す。

リモコンを使って SEN機能を操
作するには

最大で 20ステーションをお気に入り
として保存できます。

1 プリセットするステーションを選ぶ。

2 受信中に、シフトを長押ししてメモ
リーを押す。
プリセットメモリーリストが表示
されます。

3 プリセット番号を選んで、 を押す。

4 手順 1から 3をくり返して、他のス
テーションを登録する。

ちょっと一言

ご注意

ちょっと一言

動作 操作
ステーション
またはサービ
スを変更する

戻る Oを押してサー
ビスプロバイダーリス
トに戻り、サービスを
選び直す。
もう一度再生画面に戻
るには、オプションを
押して「Now 
Playing」を選ぶ。

本機がステー
ションまたは
サービスを選
んでいるとき、
または再生し
ているときに、
さまざまな機
能を使う

オプションを押す。選
んだアイテムまたは
ディレクトリによって
表示される項目が異な
ります。

サービスの
オプションを
選ぶ

サービスのコンテンツ
を選んでいるとき、ま
たは再生しているとき
に、オプションを押
す。「Service 
Options」を選んで、
を押す。サービスの

オプションの内容は、
選んだサービスによっ
て異なります。

キーボードを
使ってアイテ
ムを探す

サーバーのコンテンツ
を選択した状態で、ア
ルファベットサーチを
押して、キーワードを
入力する（70ペー
ジ）。

表示可能な
情報を見る

画面表示をくり返し押
して、アーティスト名
やアルバム名などを表
示する。

ステーションをプリセットす
る

動作 操作
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プリセットしたステーションを聞
くには
1 SENを押す。
テレビ画面にサービスプロバイダー
リストが表示されます。前回選んだ
ステーションを本機が自動的に表示
する場合は、戻る Oをくり返し押
して、サービスプロバイダーリスト
を表示させます。

2「Preset」を選んで、 を押す。
サービスプロバイダーリストの先頭
に、「プリセット」が表示されます。

3 お好みのプリセットしたステーショ
ンを選んで を押す。

サービスプロバイダーによっては、プリ
セットできないステーションがある場合が
あります。プリセットできないステーショ
ンをプリセットしようとすると、画面に
「Not available」が表示されます。

数字ボタンを押してプリセットステーショ
ンを選びます。シフトを押して、プリセッ
ト番号に対応する数字ボタンを押してから、
を押して直接プリセットステーションを

選びます。

インターネット上で提供されているさ
まざまな音楽サービスのコンテンツを
お楽しみいただけます。
音楽サービスについて、サービスの楽
しみかたについて、および本機の登録
コードについて詳しくは、下記のウェ
ブサイトをご覧ください。
http://munlimited.com/home

登録コードを確認する
新たな音楽サービスを楽しむときは、
本機の登録コードの入力が必要な場合
があります。
1 メニューから「Listen」を選んで、 

を押す。

2「SEN」を選んで、 を押す。
テレビ画面にサービスプロバイダー
リストが表示されます。前回選んだ
サービスまたはステーションを本機
が自動的に表示する場合は、
戻る Oをくり返し押して、サービ
スプロバイダーリストを表示させま
す。

3「Registration Code」を選んで、 
を押す。

本機の登録コードが表示されます。

AirPlayで iTunes
から音楽をストリー
ミングする
無線ネットワークを使って、iOS機器
（iPhone、iPod touch、iPadなど）
の音声コンテンツやパソコン上の
iTunesライブラリを再生できます。

本機対応の iPod/iPhone/iPad
モデル
iPhone 4S、 iPhone 4、iPhone 
3GS、iPod touch（第 2世代、第 3
世代、第 4世代）、iPad、iPad2、
iPad第 3世代互換 iOS 4.2以降、
Macまたはパソコンの iTunes 10.1
以降

• iOSまたは iTunesの対応バージョンに
ついて詳しくは、「本機対応の iPod/
iPhone/iPadモデル」を参照してくださ
い。

•本機で iOSまたは iTunesを使用する前
に、最新バージョンにアップデートして
ください。

ご注意

ちょっと一言

さまざまな音楽サービスを楽
しむ

ご注意

パソコン

iPhone/
iPod touch/
iPad
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• iOS 機器、iTunes または AirPlay の操作
について詳しくは、機器の取扱説明書を
参照してください。

1 iOS機器の画面または iTunesウィ
ンドウの右下の アイコンをタッ
プまたはクリックする。
［iOS機器］

［iTunes］

2 iTunes または iOS機器のAirPlay
メニューで「STR-DN840」を選
ぶ。
［iOS機器］

［iTunes］

3 iOS機器または iTunes上の音声コ
ンテンツの再生を開始する。
AirPlayが本機の機能として自動
的に選ばれます。

•「******」は本機のMACアドレスの下 6
桁です。

•再生が始まらない場合は、手順 1から操
作をやり直してください。

機器名を確認、編集するには
機器の名前を付け直す手順について
は、「Device Name」（95ページ）
を参照してください。

AirPlay再生の操作をするには
音量 +/–、N、X、x、.、>、
シャッフルおよびリピートボタンを
使って操作できます。本機が出力用と
して選ばれているときのみ、本機とリ
モコンからの操作が可能です。
iTunes使用時に、本機とリモコンで
iOS機器を操作するには、iOS機器
が本機とリモコンの操作を受信するよ
うに設定してください。

•本機への一番最後の制御コマンドが最優
先されます。本機は、ある機器の AirPlay
再生に使用されているときでも、AirPlay
を装備した別の機器からの制御を受ける
と、その機器の音声コンテンツの再生を
始めます。

• iOSや iTunesを使って大音量に設定す
ると、大音量の音声が本機から出力され
ます。

• iTunesの使いかたについて詳しくは、
iTunesのヘルプを参照してください。

• iOS機器または iTunesの音量レベルと
本機の音量レベルは、連動できないこと
があります。

ちょっと一言

ちょっと一言
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ソフトウェアをアッ
プデートする
最新バージョンのソフトウェアをダウ
ンロードして、最新機能を利用できま
す。本機はソニーサーバーにアクセス
して、ソフトウェアをアップデートし
ます。
インターネットにつないでいてホーム
ネットワークまたは SEN機能を使っ
ていると、最新バージョンを入手する
と、テレビ画面には「[New 
Software] Perform Software 
Update.」、表示窓には「UPDATE」
が表示されます。
ソフトウェアをアップデートする前
に、本機につながれている他の機器は
必ず停止してください。
アップデート可能なソフトウェアの更
新について詳しくは、下記のウェブサ
イトをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/
audio/

•ソフトウェアのアップデート中は、本機
の電源を切ったり、ネットワークケーブ
ルを抜いたり、その他の操作を本機で
行ったりしないでください。

•スリープタイマーがオンになっていると
きにソフトウェアをアップデートしよう
とすると、スリープタイマーは自動的に
オフになります。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 「Settings」を選んで、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

3 「System Settings」を選んで、
を押す。

4 「Network Update」を選んで、
を押す。

5 「Update」を選んで、 を押す。
本機がアップデート可能なソフト
ウェアの確認を始めます。

6 テレビ画面に「A new version of 
software is found」が表示された
場合は、「Update now」を選んで
から、 を押す。
ソフトウェア規約に同意するか否
かの確認メッセージが表示されま
す。メッセージを確認して、「ソ
ニーソフトウェアの使用許諾契約
書」（126ページ）を読んでから、 
を押す。

アップデートが必要ない場合は、
「No update is required.」が表
示されます。

7 「Agree」を選んで、 を押す。
本機がソフトウェアのアップデー
トを開始し、テレビ画面が自動的
にオフになります。アップデート
中は、本体前面の ?/1（電源オン
／スタンバイ）ランプが点滅しま
す。本機がアップデートを完了す
るのに時間がかかることがありま
す（およそ 40分）。アップデート
に必要な時間は、データ量、ネッ
トワークの線種、ネットワーク通
信環境などによって異なります。
ソフトウェアのアップデートが完
了すると、「Complete」が表示
されます。

手順を中止する、または前の画面
に戻るには
ソフトウェアのアップデートを始める
前に、戻る Oを押します。
アップデートが始まってしまうと、手
順を中止したり、前の画面に戻ったり
することはできません。

ご注意
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ネットワーク機能メッセージ一覧
ネットワーク設定

ホームネットワーク

SEN

メッセージと説明

Connection failed
本機はネットワークへの接続に失敗しま
した。
Input error
入力された値が不正確または無効です。
Not supported
アクセスポイント機器がWPS PINコー
ド方式に対応していません。

メッセージと説明

Cannot connect to server
選んだサーバーに本機をつなぐことはで
きません。
Cannot get info
サーバーの情報を本機で取り出すことが
できません。
Cannot Play
対応していない音声ファイルまたは再生
制限のある音声ファイルのため、本機で
再生できません。
Device list is full
デバイスリストに機器をこれ以上登録す
ることはできません。
No server is available
ネットワーク上に、本機が接続できる
サーバーがありません。サーバーリスト
をリフレッシュしてください（60ペー
ジ）。
No Track
サーバー上で選んだフォルダーには、再
生できるファイルがありません。
Not found
サーバー上にキーワードに合うアイテム
がありません。
Not in use
禁止されている操作が行われています。

メッセージと説明

Cannot connect to server
サーバーに本機をつなげません。
Cannot get info
本機はサーバーからコンテンツを取得す
ることができません。
Cannot Play
対応していないファイル形式または再生
制限のあるファイルのため、本機でサー
ビスまたはステーションを再生できませ
ん。
Software update is required
本機で使用しているソフトウェアのバー
ジョンでは、無効なサービスです。
ソフトウェアのアップデートについて詳
しくは、下記のウェブサイトをご覧くだ
さい。
http://munlimited.com/home

No preset station is stored
選んだプリセット番号で本機に保存され
ているステーションはありません。
No service is available
サービスプロバイダーがありません。
Not available
•選んだサービスは無効です。
•無効な操作が行われています。
Not in use
禁止されている操作が行われています。
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ソフトウェアアップデート

キーワードを使って
アイテムを検索する
テレビ画面にリスト（アーティストリ
スト、トラックリストなど）が表示さ
れているときは、キーワードを入力し
てアイテムを検索できます。
ホームネットワークまたは SEN機能
が選ばれているときのみ、キーワード
検索が有効です。

1 アイテムリスト（アーティストリス
ト、トラックリストなど）がテレビ
画面に表示されているときに、アル
ファベットサーチを押す。
テレビ画面にキーワード入力画面
が表示されます。

2 シフトを長押しして、数字／テキス
トボタンを押してキーワードを入力
する。
最大 15文字でキーワードを設定
できます。

メッセージと説明

Download failed
•サーバーにアクセスして最新のソフト
ウェアをダウンロードできません。

•本機はソフトウェアのアップデート中
に更新データのダウンロードに失敗し
ました。

Settingsメニューでもう一度ソフト
ウェアをアップデートしてください
（68ページ）。

シフト

数字／
テキスト
ボタン

アルファ
ベット
サーチ

アルファ
ベット次
アルファ
ベット前
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検索したいアイテムのタイトルや名前
の先頭の文字または単語と一致する
キーワードを入力してください。アイ
テムを検索するときは、名前の前の
「The」とその後ろのスペースは無視し
ます。

3 を押す。
キーワードにマッチするアイテム
が表示されます。表示されたアイ
テムが検索しているものと異なる
ときは、アルファベット前／アル
ファベット次を押して、前／次の
アイテムを表示させてください。

4 手順1から3をくり返してお好みのア
イテムを見つけたら、 を押す。

5 お好みのトラックを選んで、 を押
す。
再生が開始します。

Bluetooth無線技術
について
Bluetooth無線技術は、デジタル機器
同士で無線通信を行うための近距離無
線技術です。Bluetooth無線技術でお
よそ 10メートルの範囲内で通信を行
うことができます。
USB接続のようにケーブル接続をす
る必要はなく、無線赤外線技術のよう
に機器同士を向かい合わせにする必要
もありません。Bluetooth無線技術
は、数千社が採用している世界標準規
格です。世界中のさまざまな企業が世
界標準規格を満たした製品を生産して
います。

本機が対応している Bluetooth機器
の最新情報については、下記のウェブ
サイトをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/
audio/

ご注意

Bluetooth機能を使う
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本機の Bluetooth
機能について

プロファイルとは、Bluetooth機器の
特性ごとに機能を標準化したもので
す。本機は下記の Bluetoothバー
ジョンとプロファイルに対応していま
す。
通信システム：
Bluetooth標準規格 Ver.3.0準拠
対応 Bluetoothプロファイル：
–A2DP (Advanced Audio 

Distribution Profile) ：高音質な音
楽コンテンツを送受信する。

–AVRCP 1.3 (Audio Video 
Remote Control Profile) ：一時停
止、停止、再生、音量調整など、
オーディオ／映像機器を操作する。

• Bluetooth機能を使えるようにするには、
つなぐ Bluetooth機器が本機と同じプロ
ファイルに対応している必要があります。
同じプロファイルに対応していても、機器
の仕様により機能が異なる場合がありま
す。

• Bluetooth無線技術の特性により、
Bluetooth機器での音声再生に比べて、
本機側での音声再生がわずかに遅れます。

Bluetooth機器の音
楽を聞く
Bluetooth機器と本機をペアリングし
てつなぐと、本機をとおして
Bluetooth機器の音楽を聞くことがで
きます。

ペアリングとは、Bluetooth機器同士
を互いにあらかじめ登録する操作で
す。次の手順にしたがって、お使いの
Bluetoothと本機をペアリングしてく
ださい。一度ペアリングをしたら、再
度ペアリングを行う必要はありませ
ん。ペアリングが完了したら、
「Bluetooth機器の音楽を再生する」
へ進んでください（73ページ）。

1 Bluetooth機器を本機から1メート
ル以内の場所に置く。

2 BLUETOOTHを押して、
Bluetooth機能を選ぶ。

3 BLUETOOTHを2秒間押し続けて、
本機のペアリングモードを起動す
る。
表示窓に「Pairing ready」が表
示されて、「BT」が速く点滅しま
す。5秒以内に手順 4を実行しな
いと、ペアリングが中止されま
す。この場合は、この手順からや
り直してください。

本機の通信システムと対応
Bluetoothプロファイル

ご注意

本機と Bluetooth機器をペ
アリングする

BLUETOOTH
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4 Bluetooth機器でペアリングを実行
して、本機を検出する。
詳しくは、Bluetooth機器の取扱
説明書を参照してください。
Bluetooth機器の種類によっては、
検出された機器のリストが
Bluetooth機器の画面に表示され
ます。本機は「STR-DN840」と
して表示されます。

本機との接続を確立しているときに、
Bluetooth機器でオーディオプロファ
イル（A2DP、AVRCP）を選びます。 
Bluetooth機器が AVRCPプロファイ
ルに対応していない場合は、本機で再
生やそれ以外の操作を行うことはでき
ません（72ページ）。

5 Bluetooth機器の画面で
「STR-DN840」を選ぶ。
「STR-DN840」が表示されない
ときは、手順 1から操作をやり直
してください。

6 Bluetooth機器の画面でパスキー *
の入力が求められたら、「0000」を
押す。

7 ペアリングが完了したら、
Bluetooth機器と本機をつなぐ。
機器によっては、ペアリングをす
ると自動で接続を行います。接続
が完了すると、表示窓に機器名が
表示されて「BT」が点灯します。

* パスキーは、「パスコード」、「PINコー
ド」、「PINナンバー」、「パスワード」な
どと呼ばれる場合があります。

•本機は、4桁までの数値で構成されたパ
スキーに対応しています。

•本機は最大で 9台の Bluetooth機器とペ
アリングできます。10台目の Bluetooth
機器をペアリングすると、一番古い機器
に置き換えて登録します。

•他の Bluetooth機器とペアリングするに
は、手順 1から 6をくり返します。

ペアリング操作を中止するには
手順 3のあとに、BLUETOOTHを
長押しします。表示窓に「CANCEL」
が表示されます。

AVRCPを使って本機と Bluetooth
をつないで、Bluetooth機器を操作で
きます。
音楽を再生する前に、下記を確認して
ください。

–Bluetooth機器の Bluetooth機能
がオンになっている。

–ペアリングが完了している。

1 BLUETOOTHを押して、
Bluetooth機能を選ぶ。
本機が最後につないだ Bluetooth
機器に自動的につながります。
最後につないだ Bluetooth機器に
つなげないときは、本機の
BLUETOOTHを押します。
接続が確立されたら、手順 3へ進
みます。

2 Bluetooth機器から接続を確立す
る。
詳しくは、Bluetooth機器の取扱
説明書を参照してください。

3 Bluetooth機器から再生を開始す
る。
リモコンのNで操作することも
できます。

4 音量を調整する。
音量 +/–を押す（または、本機の
MASTER VOLUMEつまみを回
す）。

Bluetooth機器の種類によっては、
Bluetooth機器の操作ボタンでも音量
を調整できます。

ご注意

ご注意

Bluetooth機器の音楽を再
生する

ご注意
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•接続が完了すると、テレビ画面に機器名
が表示されて、表示窓に「BT」が点灯し
ます。

• Bluetooth機器との接続を切断するには、
本機の BLUETOOTHを押します。
Bluetooth機器からも接続を切断できま
す。詳しくは、Bluetooth機器の取扱説
明書を参照してください。

• Bluetooth機器につないでいるときは、
他の Bluetooth機器から本機は検出され
ず接続を確立できません。

•ペアリングした Bluetooth機器につなげ
ないときは、本機と Bluetooth機器のペ
アリング操作をもう一度行ってください。

•本機の電源を入れたときに入力が
「BLUETOOTH」に設定されていると、
本機は自動的に前回つないだ Bluetooth
機器につながります。

リモコンを使って Bluetooth機
器を操作するには

* Bluetooth機器が一台もつながれていな
いときにNを押すと、本機は自動的に
前回つないだ Bluetooth機器につなが
り、音楽を再生します。

これらの操作は一部の Bluetooth機器での
み行うことができます。また、つないだ
Bluetooth機器によって実際の操作が異な
ることがあります。

「BT Standby」（Bluetoothスタンバ
イ）モードを設定すると、本機がスタ
ンバイ状態のときでも、Bluetooth機
器から本機を操作できます。

1 ホームメニューから「Listen」を選ん
で、 を押す。

2 「BLUETOOTH」を選んで、 を押
す。

3 オプションを押す。

4 「BT Standby」を選んで、 を押
す。

5 「On」を選んで、 を押す。
Bluetooth機器が本機につながれ
ているときは、自動的に本機の電
源が入ります。

Bluetoothスタンバイモードを
解除するには
手順 5で「Off」を選んで、 を押す。

•本機がスタンバイ状態で、「BT 
Standby」が「On」に設定されている
と、本体前面の ?/1（電源オン／スタンバ
イ）ランプがオレンジ色に点灯します。

• Bluetooth機器がペアリングされている
ときのみ、このモードを選べます。

AAC (Advanced Audio Coding) 音
声を有効または無効にできます。

1 「Bluetoothスタンバイモードを設
定する」の手順 4で「BT AAC」を
選び、 を押す。

2 「On」または「Off」を選んで、
を押す。

• On：AAC音声が有効です。
• Off：AAC音声が無効です。

ご注意

押すボタン 動作
N* 再生開始
X 一時停止
x 再生停止
m/M 早戻し／早送り
./> 前／次のファイルへ移動

ご注意

N
./>

m/M

x
X

Bluetoothスタンバイモー
ドを設定する

ご注意

Bluetoothオーディオコー
デックを設定する
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Bluetoothオーディオコーデッ
クを解除するには
手順 2で「Off」を選んで、 を押す。

• AACが有効なときは、高音質をお楽しみ
いただけます。

•設定を変更すると、Bluetooth機器が本
機から自動的に切断されます。

「Bluetoothスタンバイモードを設定す
る」の手順 4で「Address Info」を選
び、 を押す。
テレビ画面にアドレス情報が表示され
ます。

リモコンの DISPLAYをくり返し押して、
Bluetooth機器の情報を確認できます。
画面表示を押すたびに表示が次のように切
り換わります。
Bluetooth機器名 t Bluetooth機器のア
ドレス t 最近適用したサウンドフィール
ド t 音量レベル t選んだ入力

“ブラビアリンク” 機
能とは ?
“ブラビアリンク”機能により、
HDMI機器制御機能を搭載する、テレ
ビ、ブルーレイディスクプレーヤー／
レコーダー、DVDプレーヤー、AV
アンプなどのソニー製品を連動操作す
ることができます。
“ブラビアリンク”機能に対応するソ
ニー製の機器を HDMIケーブル（別
売）でつなぐと、以下の操作を簡単に
行うことができます。
• ワンタッチプレイ （77ページ）
• 電源オフ連動（77ページ）
• システムオーディオコントロール 
（78ページ）

• オートジャンルセレクター
（78ページ）

• シーンセレクト（80ページ）
• オーディオ機器コントロール 
（80ページ）

• テレビリモコンからのメニュー操作 
（80ページ）

HDMI 機器制御機能は、HDMI CEC 
(Consumer Electronics Control) で
使用されている、HDMI (High-
Definition Multimedia Interface) の
ための相互制御機能の規格です。
本機は“ブラビアリンク”機能に対応
している製品とつなぐことをおすすめ
します。

•他社製品をつないだ場合でも、「ワンタッ
チプレイ 」、「システムオーディオコント
ロール」および「電源オフ連動」機能は
使用できます。（他社製品がこれらの機能
に対応している必要があります。）ただ
し、すべての他社製品での動作を保証す
るものではありません。

•「シーンセレクト」および「オーディオ機
器コントロール」は、ソニー独自の機能
です。他社製品をつないでも働きません。

ご注意

つないだ Bluetooth機器の
情報を確認する

ちょっと一言

“ブラビアリンク”機能

ご注意
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•“ブラビアリンク”に対応していない機器
ではこれらの機能は働きません。

“ブラビアリンク”の
準備をする
本機は、「HDMI機器制御設定連動」
機能に対応しています。
• お使いのテレビが「HDMI機器制御
設定連動」機能に対応している場合
は、テレビで HDMI 機器制御機能
を設定すると、本機と再生機器の
HDMI 機器制御機能が自動で設定さ
れます（76ページ）。

• お使いのテレビが「HDMI機器制御
設定連動」機能に対応していない場
合は、本機、再生機器、およびテレ
ビの HDMI 機器制御機能を別々に
設定してください（76ページ）。

「HDMI機器制御設定連動」機能
に対応しているテレビの場合
1 本機、テレビおよび再生機器を

HDMIケーブルで接続する（22、
23ページ )。
（各機器が HDMI 機器制御機能に対
応している必要があります。）

2 本機、テレビ、再生機器の電源を入
れる。

3 テレビの HDMI 機器制御機能をオ
ンにする。
本機およびすべての接続機器の
HDMI 機器制御機能が同時に有効
になります。「COMPLETE」が表
示されるまでお待ちください。設定
が完了しました。

テレビの設定について詳しくは、テレ
ビの取扱説明書を参照してください。

「HDMI機器制御設定連動」機能
に対応していないテレビの場合

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表示
されます。

2 メニューから「Settings」を選ん
で、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニューリ
ストが表示されます。

3「HDMI Settings」を選んで、 を
押す。

4「Control for HDMI」を選んで、
を押す。

5「On」を選んで、 を押す。
HDMI 機器制御機能が有効になり
ます。

6 ホームを押してホームメニューを表
示させて、 もう一度ホームを押して
メニューを閉じる。

7 つないだ機器の画像が表示されるよ
うに、本機とテレビの HDMI入力
を選んで、つないだ機器の HDMI
入力と合わせる。

8 つないだ機器の HDMI 機器制御機
能をオンに設定にする。
つないだ機器の HDMI 機器制御機
能がすでにオンに設定されている場
合は、設定を変更する必要はありま
せん。

9 他の機器でも HDMI 機器制御機能
を使いたいときは、手順 7と 8を
くり返す。
テレビとつないだ機器の設定につい
て詳しくは、各機器の取扱説明書を
参照してください。

ホーム

V/v/b、
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• HDMIケーブルを抜いたり接続を変えた
りするときは、「「HDMI機器制御設定連
動」機能に対応しているテレビの場合」
（76ページ）または「「HDMI機器制御設
定連動」機能に対応していないテレビの
場合」（76ページ）の手順を実行してく
ださい。

•お使いのテレビで「HDMI機器制御設定
連動」を行う前に、必ずテレビと本機を
含む他の接続機器の電源を入れてくださ
い。

•「HDMI機器制御設定連動」を行ったあと
に再生機器が動作しない場合は、再生機
器の HDMI 機器制御設定を確認してくだ
さい。

•つないだ機器が「HDMI機器制御設定連
動」に対応していない場合で、HDMI 機
器制御には対応している場合は、テレビ
から「HDMI機器制御設定連動」を行う
前に、つないだ機器の HDMI 機器制御設
定を行う必要があります。

ワンタッチプレイ 
本機に HDMI接続した機器で再生を
始めると、本機とテレビは下記のよう
に動作します。

「Pass Through」を「Auto」または
「On」に設定し（93ページ）、本機を
スタンバイ状態に設定すると、テレビ
からのみ音声と映像を出力することが
できます。

•テレビによっては、コンテンツの最初の
部分が表示されないことがあります。

•「Pass Through」が 「Auto」または
「On」に設定されているときは、 前回テレ
ビのスピーカーから音を出していた場合
に、 本機の電源が入ります。

テレビのメニューから、ブルーレイディス
クプレーヤー／レコーダー、DVDプレー
ヤー／レコーダーなどの接続機器を選ぶこ
ともできます。本機とテレビは自動的に適
切な HDMI入力に切り換わります。

電源オフ連動
テレビのリモコンの電源ボタンでテレ
ビの電源を切ると、本機と接続機器の
電源も自動的に切れます。
本機のリモコンでもテレビの電源を切
ることができます。

TV ?/1を押す。
テレビ、本機、つないだ機器の電源が
切れます。

•テレビの電源連動機能の設定をオンにし
てから、電源オフ連動機能を使用してく
ださい。詳しくは、テレビの取扱説明書
を参照してください。

•つないだ機器の状態によっては、電源オ
フ連動機能で機器の電源が切れない場合
があります。詳しくは、各接続機器の取
扱説明書を参照してください。

ご注意

ご注意

電源が入る（スタンバイ状態の場合）

適切な HDMI入力に切り換わる

本機とテレビ

ちょっと一言

ご注意

TV ?/1 
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システムオーディオ
コントロール
簡単な操作で、テレビの音声を本機に
つないだスピーカーから楽しむことが
できます。
システムオーディオコントロール機能
は、テレビのメニューで操作できま
す。詳しくは、テレビの取扱説明書を
参照してください。

システムオーディオコントロール機能
は以下のようにお使いいただけます。
• テレビの電源が入った状態で、本機
の電源を入れると、システムオー
ディオコントロール機能が自動的に
有効になり、本機につないだスピー
カーからテレビの音声が出力されま
す。本機の電源を切ると、音声はテ
レビのスピーカーから出力されま
す。

• 本機につないだスピーカーからテレ
ビの音声をお楽しみの際は、テレビ
のリモコンを使って、本機の音量を
調節や消音操作をすることができま
す。

•テレビの設定によっては、システムオー
ディオコントロール機能が働かないこと
があります。この場合は、テレビの取扱
説明書を参照してください。

•「Control for HDMI」が「On」に設定さ
れていると、システムオーディオコント
ロールの設定に応じて HDMI Settingsメ
ニューの「HDMI Audio Out」は自動的
に設定されます（93ページ）。

•テレビの電源を入れてから本機の電源を
入れると、テレビの音声が出力されるま
でに多少時間がかかることがあります。

オートジャンルセレ
クター
オートジャンルセレクター機能は、視
聴中のデジタル放送の番組情報
（EPG情報）を取得して、番組のジャ
ンルに応じたサウンドフィールドに自
動的に切り換えることができます
（オートジャンルセレクター機能対応
のテレビをお使いの場合のみ）。
オートジャンルセレクターは、システ
ムオーディオコントロール機能がオン
に設定されている場合のみ使用するこ
とができます。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューから「Settings」
を選んで、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

3 「HDMI Settings」を選んで、 を
押す。

4 「HDMI Sound Field」を選んで、
を押す。

• Auto：デジタル放送のテレビ番
組のジャンルに応じて、サウン
ドフィールドが自動的に切り換
わります。

ご注意

テレビスピー
カー設定を本
機からの音声
出力に切り換
える

•電源が入る
（スタンバイ状
態の場合）

•適切な HDMI
入力に切り換
わる

テレビ 本機

テレビの音声
が消音される

テレビの音声が
出力される

ホーム

V/v/b、 
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• Manual：サウンドフィールド
ボタンで選んだサウンドフィー
ルドで、音声を出力します。

番組情報対応表

音楽番組詳細ジャンル対応表

番組情報（EPG情報）に応じてサウンド
フィールドが切り換わるとき、音が途切れ
ることがあります。

番組情報
（EPG情報）

オートジャンルセレク
ターで切り換わるサウ
ンドフィールド

ニュース／報道 2ch Stereo

スポーツ Sports

情報／
ワイドショー

A.F.D. Auto

ドラマ A.F.D. Auto

ミュージック 詳細ジャンルによっ
て異なります。下記
の音楽番組詳細ジャ
ンル対応表をご覧く
ださい。

バラエティ A.F.D. Auto

映画 HD-D.C.S.

アニメ／特撮 A.F.D. Auto

ドキュメンタリー A.F.D. Auto

劇場／公演 Live Concert

趣味／教育 A.F.D. Auto

福祉 A.F.D. Auto

その他 A.F.D. Auto

スポーツ（CS） Sports

洋画（CS） HD-D.C.S.

邦画（CS） HD-D.C.S.

情報なし A.F.D. Auto

詳細ジャンル サウンドフィールド

国内ロック／
ポップス

Live Concert

海外ロック／
ポップス

Live Concert

クラシック／
オペラ

Concertgebouw 
Amsterdam

ジャズ／
フュージョン

Jazz Club

歌謡曲／演歌 Live Concert

ライブ／
コンサート

Live Concert

ランキング／
リクエスト

Live Concert

カラオケ／
のど自慢

Live Concert

民謡／邦楽 Live Concert

童謡／キッズ Live Concert

民族音楽／ワール
ドミュージック

Live Concert

その他 Live Concert

ご注意
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シーンセレクト
テレビで選んだシーンに応じて、最適
な画質とサウンドフィールドに自動的
に切り換えることができます。
操作について詳しくは、テレビの取扱
説明書を参照してください。

対応表

テレビによっては、サウンドフィールドが
切り換わらないことがあります。

オーディオ機器コン
トロール
「オーディオ機器コントロール」に対
応したテレビをお使いのときは、画面
の右側に操作用のウィジェット（子画
面）が表示されます。
テレビのリモコンで、入力やサウンド
フィールドの切り換えを操作できます。
センタースピーカーやアクティブサブ
ウーファーのレベルの設定、「Sound 
Optimizer」（52ページ）、「Dual 
Mono」（92ページ）や「A/V Sync.」
（92ページ）の設定もできます。

「オーディオ機器コントロール」のご利用に
は、テレビのブロードバンド接続環境が必
要です。

テレビリモコンから
のメニュー操作
テレビのリモコンを使って本機のメ
ニューを操作できます。

テレビに認識されている本機（AV AMP）
を選ぶ。 
テレビのリモコンのカーソルキーなど
で、本機のメニューを操作できます。

•本機は「Tuner (AV AMP)」としてテレ
ビに認識されます。

•お使いのテレビがリンクメニューに対応
している必要があります。

•テレビの種類によっては、一部の操作が
行えないことがあります。

テレビのシーン設定 サウンドフィールド

シネマ HD-D.C.S.

スポーツ Sports

ミュージック Live Concert

アニメ A.F.D. Auto

フォト A.F.D. Auto

ゲーム A.F.D. Auto

グラフィックス A.F.D. Auto

ご注意

ご注意

ご注意
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デジタル音声とアナ
ログ音声を切り換え
る
（Input Mode）
機器を本機のデジタル音声入力端子と
アナログ音声入力端子の両方につない
でいる場合、視聴するコンテンツの種
類によって、音声入力をどちらかに固
定したり、切り換えたりすることがで
きます。

1 ホームメニューから「Settings」
を選んで、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

2 「Input Settings」を選んで、 を
押す。

3 「Input Mode」を選んで、 を押
す。
選択した音声入力がテレビ画面に
表示されます。
• Auto：デジタル音声信号が優先
されます。複数のデジタル接続
をしている場合は、HDMIの音
声信号が優先されます。
デジタル音声信号がない場合は、
アナログ音声信号が選ばれます。
テレビの入力が選ばれていると
きは、オーディオリターンチャ
ンネル（ARC）信号が優先され
ます。お使いのテレビが ARC
機能に対応していない場合は、
光デジタル音声信号が選ばれま
す。
本機とテレビ両方の HDMI 機器
制御設定が有効になっていない
と、ARC は動作しません。

• OPT：デジタル音声信号入力を
DIGITAL OPTICAL端子に指
定します。

• COAX：デジタル音声信号入力
を DIGITAL COAXIAL端子に
指定します。

• Analog：アナログ音声信号入
力を AUDIO IN (L/R)端子に指
定します。

•入力によっては、表示窓に「------」が表
示され、他のモードを選ぶことができま
せん。

•「Analog Direct」を使っているときは、
音声入力は「Analog」に設定されます。
他のモードは選べません。

他の音声入力端子を
使う
（Audio Input Assign）
端子の初期設定がつないでいる機器に
対応していない場合は、 デジタル入力
端子の割り当てを他の入力に変更する
ことができます。
入力端子の割り当てを変更したあと
は、入力切り換え用ボタン（または本
機の INPUT SELECTORつまみ）で
つないでいる機器を選ぶことができま
す。
例：
DVDプレーヤーを OPTICAL IN 1 
(SAT/CATV)端子につないでいると
きは
–OPTICAL IN 1 (SAT/CATV)端子
を「DVD」に割り当てる。

1 ホームメニューから「Settings」
を選んで、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

2 「Input Settings」を選んで、 を
押す。

その他の操作

ご注意
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3 「Audio Input Assign」を選んで、 
を押す。

4 割り当てたい入力名を選んで、 を
押す。

5 手順 4で選んだ入力に割り当てたい
音声信号を、V/v/B/bを使って選
ぶ。

6 を押す。

* 初期設定

•デジタル音声入力を割り当てると、「Input Mode」設定が自動的に変わることがありま
す。

• 1つの入力に対して複数の入力を割り当てることはできません。

入力名 BD DVD GAME SAT/
CATV

VIDEO SA-CD/
CD

割り当て可能
な音声入力端
子

OPT 1 a a a a* a a

OPT 2 a a a a a a

COAX a a a a a a*

None a* a* a* a a* a

ご注意
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バイアンプ接続する
1 ホームメニューから「Settings」
を選んで、 を押す。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

2 「Speaker Settings」を選んで、
を押す。

3 「Speaker Pattern」を選んで、
を押す。

4 サラウンドバックスピーカーとフロ
ントハイスピーカーを使わないス
ピーカーパターンを選び、 を押す。

5 「SB Assign」を選んで、 を押
す。

6 「Bi-Amp」を選んで、 を押す。
SPEAKERS FRONT A端子から
出力される信号と同じ信号を
SPEAKERS SURROUND 
BACK/BI-AMP/FRONT HIGH/
FRONT B端子から出力できま
す。

メニューを閉じるには
ホームを押す。

•自動音場補正を実行する前に、「SB 
Assign」を「Bi-Amp」に設定してくだ
さい。

•「SB Assign」を「Bi-Amp」に設定する
と、サラウンドバックスピーカーとフロ
ントハイスピーカーのスピーカーレベル
と距離の設定が無効になり、フロントス
ピーカーの設定が使われます。

お買い上げ時の設定
に戻す
下記の手順にしたがって、本機に記憶
させたすべての設定を消去してお買い
上げ時の設定に戻すことができます。
初めて本機をお使いになるときも、下
記の手順で本機を初期化してくださ
い。
この操作は、必ず本体のボタンを使っ
て行ってください。

1 ?/1を押して本機の電源を切る。

2 ?/1を 5秒間押し続ける。
表示窓に「CLEARING」が表示
されてしばらくすると、表示が
「CLEARED!」に変わります。
初期設定から変更、または調整さ
れた設定はすべて初期化されま
す。

メモリーが完全に消去されるのに数秒かか
ります。表示窓に「CLEARED!」が表示さ
れるまで、電源を切らないでください。

ご注意

ご注意

?/1 
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Settingsメニューを
使う
Settingsメニューを使って、スピー
カー、サラウンド効果など、さまざま
な設定を調節できます。

1 ホームを押す。
テレビ画面にホームメニューが表
示されます。

2 ホームメニューから「Settings」
を選び、 を押してメニューモード
に入る。
テレビ画面に Settingsメニュー
リストが表示されます。

3 お好みのメニュー項目を選び、 を
押してメニュー項目にアクセスす
る。
例：「Speaker Settings」を選ん
だ場合

4 お好みのパラメーターを選んで、
を押す。

前の画面に戻るには
戻る Oを押す。

メニューを閉じるには
ホームを押してホームメニューを表示
させて、 もう一度ホームを押す。

設定を調節する

ホーム

戻る O

V/v/B/b、
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Settingsメニューリスト
Settings Easy Setup

（86ページ）
Speaker 
Settings
（86ページ）

HDMI 
Settings
（93ページ）

Audio 
Settings
（91ページ）

Input Settings
（94ページ）

System 
Settings
（95ページ）

Language
Auto Standby
Network Update
Update Alert

Input Mode
Input Edit
Audio Input Assign
Name In

Control for HDMI
Pass Through
HDMI Audio Out
HDMI Sound Field
Subwoofer Level
Fast View

D.L.L.
Sound Optimizer
Equalizer
Sound Field
A/V Sync.
Auto Volume
Dual Mono
D.Range Comp.

Auto Calibration
Calibration Type
Speaker Pattern
A.P.M.
Center Lift Up
SB Assign
Manual Setup
Crossover Freq.
Test Tone
Distance Unit

Network 
Settings
（94ページ）

Internet Settings
Information
Device Name
Network Standby
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テレビ画面に表示されるメニューのパラ
メーターは、現在の設定や選ばれているア
イコンの状態によって異なります。

かんたん設定
（Easy Setup）

Easy Setup（かんたん設定）を再起
動して基本設定を行います。画面の指
示にしたがって操作してください
（31ページ）。

スピーカー設定
（Speaker Settings）
それぞれのスピーカーを手動設定でき
ます。
自動音場補正完了後に、スピーカーレ
ベルを調節することもできます。

スピーカー設定は、現在の視聴位置のみに
適用されます。

x Auto Calibration
自動音場補正機能を実行します。
1 テレビ画面の指示にしたがって操作
し、 を押す。
5秒後に測定が始まります。
測定が完了するのにおよそ 30秒か
かり、テスト音が鳴り続きます。
測定が終わると、ビープ音とともに
画面が切り換わります。

画面にエラーコードが表示された場合
は、「自動音場補正の測定後に表示され
るメッセージの一覧」（87ページ）をご
覧ください。

2 お好みの項目を選んで、 を押す。
•Retry：自動音場補正を再度実行
します。

•Save&Exit：測定結果を保存し、
設定を終了します。

•WRN Check：測定結果に関連す
る警告を表示します。「自動音場
補正の測定後に表示されるメッ
セージの一覧」（87ページ）をご
覧ください。

•Exit：測定結果を保存せずに設定
を終了します。

3 測定結果を保存する。
手順 2で「Save&Exit」を選択し
ます。

•測定結果を保存すると、A.P.M. 
(Automatic Phase Matching) 機能が
働きます。

•以下の場合、A.P.M.機能は働きませ
ん。
–「Calibration Type」が「Off」に設
定されているとき（88ページ）

– 48 kHzより大きいサンプリング周波
数の Dolby TrueHDまたは DTS-
HD信号を受信しているとき

•スピーカーの配置を変えた場合、サラ
ウンド音声を楽しむには、自動音場補
正をもう一度実行することをおすすめ
します。

•自動音場補正を実行し、設定を保存する
と、補正タイプを選べます。

•距離を表示する単位は、Speaker 
Settingsメニューの「Distance Unit」
で変更することができます（91ページ）。

•スピーカーのサイズ（「Large」／
「Small」）は、低周波特性によって決まり
ます。測定結果は、測定用マイクとス
ピーカーの位置、および測定を行う部屋
の形状によって変わります。測定結果を
適用することをおすすめします。
Speaker Settingsメニューで設定を変
えることもできます。まず測定結果を保
存してから、設定を変更するようにして
ください。

ご注意

ご注意

ご注意

ご注意

ちょっと一言
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自動音場補正の結果を確認するには
下記の手順にしたがって、「Auto 
Calibration」（86ページ）で取得し
たエラーコードや警告メッセージを確
認してください。

「Auto Calibration」（86ページ）の
手順 2で「WRN Check」を選んで、
を押す。

警告メッセージが表示されたら、メッ
セージを確認し、設定を変更せずに本
機を使ってください。
もしくは、必要に応じて、もう一度自
動音場補正を実行してください。

エラーコードが表示されたら
エラーを確認し、もう一度自動音場補
正を実行してください。
1 を押す。
テレビ画面に「Retry ?」が表示さ
れます。

2「Yes」を選んで、 を押す。
3「Auto Calibration」の手順 1から 3
をくり返す（86ページ）。

自動音場補正の測定後に表示され
るメッセージの一覧
表示と説明

Error 30
本機前面の PHONESにヘッドホンが
つながれています。ヘッドホンを取りは
ずし、もう一度自動音場補正を実行して 
ください。
Error 31
SPEAKERSがオフに設定されていま
す。スピーカー設定を変更し、もう一度
自動音場補正を実行してください。
Error 32
Error 33
スピーカーが検出されない、または正し
くつながれていません。
• フロントスピーカーがつながっていな
い、またはフロントスピーカーが 1本
しかつながっていません。

• 左右どちらかのサラウンドスピーカー
がつながっていません。

• サラウンドスピーカーがつながってい
ないのに、サラウンドバックスピー
カーまたはフロントハイスピーカーが
つながっています。サラウンドスピー
カーを SPEAKERS SURROUND端
子につないでください。

• サラウンドバックスピーカーが
SPEAKERS SURROUND BACK/
BI-AMP/FRONT HIGH/FRONT 
B R端子にのみつながっています。サ
ラウンドバックスピーカーを 1つだけ
つなぐときは、SPEAKERS 
SURROUND BACK/BI-AMP/
FRONT HIGH/FRONT B L端子につ
ないでください。

• フロントハイスピーカーの左右いずれ
かがつながっていません。
測定用マイクがつながっていません。測
定用マイクが正しくつながれていること
を確認して、自動音場補正をもう一度実
行してください。
測定用マイクが正しくつながっているに
もかかわらず、エラーコードが表示され
る場合は、測定用マイクのケーブルが損
傷している可能性があります。
Warning 40
測定は完了しましたが、騒音のレベルが
高いです。周囲が静かな状態で再測定を
行うと、測定結果が改善される場合があ
ります。
Warning 41
Warning 42
測定用マイクからの入力が過大です。
•スピーカーと測定用マイクの距離が近
すぎる可能性があります。スピーカー
と測定用マイクを離して設置し、再測
定してください。

Warning 43
アクティブサブウーファーの距離と位置
が測定できませんでした。ノイズが原因
となっている場合があります。周囲が静
かな状態で再測定してください。
No warning
警告情報はありません。

表示と説明
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アクティブサブウーファーの位置によって測定結果が異なる場合があります。測定結果の値
のままで本機を使用できます。

x Calibration Type
自動音場補正を実行し、設定を保存すると、補正タイプを選べます。
• Full Flat：各スピーカーの周波数特性を平らにします。
• Engineer：「ソニー基準のリスニングルーム」の周波数特性にします。
• Front Ref.：すべてのスピーカーの特性をフロントスピーカーの特性に合わせ
ます。

• Off：自動音場補正のイコライザーをオフにします。

x Speaker Pattern
お使いのスピーカーシステムに合わせたスピーカーパターンを選ぶことができま
す。

スピーカーパターンの設定
例：

ちょっと一言

スピーカー
パターン

フロント
左／右

フロントハイ
左／右

センター サラウンド
左／右

サラウンド
バック左

サラウンド
バック右

アクティブ
サブウーファー

5/2.1 a a a a – – a

5/2 a a a a – – –
4/2.1 a a – a – – a

4/2 a a – a – – –
3/4.1 a – a a a a a

3/4 a – a a a a –
2/4.1 a – – a a a a

2/4 a – – a a a –
3/3.1 a – a a a – a

3/3 a – a a a – –
2/3.1 a – – a a – a

2/3 a – – a a – –
3/2.1 a – a a – – a

3/2 a – a a – – –
2/2.1 a – – a – – a

2/2 a – – a – – –
3/0.1 a – a – – – a

3/0 a – a – – – –
2/0.1 a – – – – – a

2/0 a – – – – – –

5 / 2 1.

フロント 2本 + フロン
トハイ 2本 + センター

サラウンド
2本

アクティブ
サブウーファー
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x A.P.M.（Automatic Phase 
Matching（自動位相マッチ
ング））

DCAC機能（31ページ）の A.P.M.
機能を設定できます。スピーカーの位
相特性を補正し、つながりのよいサラ 
ウンド空間を実現します。
• Auto：A.P.M.機能のオン／オフが
自動的に切り換わります。

• Off：A.P.M.機能は働きません。

•以下の場合、この機能は働きません。
–「Analog Direct」が使われているとき
–ヘッドホンがつながれているとき
–自動音場補正を行っていない場合

•音声フォーマットによっては、本機は入
力信号の本来のサンプリング周波数より
も低いサンプリング周波数で信号を再生
することがあります。

x Center Lift Up
フロントハイスピーカーを使って、セ
ンタースピーカーの音を画面内の適切
な高さまで持ちあげることができま
す。これによって、違和感のない自然
な表現を楽しむことができます。
• 1 – 10
• Off

以下の場合、この機能は働きません。
–ヘッドホンがつながれているとき
–センタースピーカーがないとき
–フロントハイスピーカーがないとき
–「2ch Stereo」、「Analog Direct」およ
び「Multi Stereo」が使われているとき

–音楽用のサウンドフィールドが使われて
いるとき

x SB Assign（サラウン
ドバックスピーカー割り当て）

バイアンプ接続もしくはスピーカーフ
ロント B接続に、SPEAKERS 
SURROUND BACK/BI-AMP/
FRONT HIGH/FRONT B端子を選
べます。詳しくは、「サラウンドバッ
クスピーカーを設定するには」（33
ページ）をご覧ください。

•自動音場補正実行後に「SB Assign」を
設定してください。

•バイアンプ接続またはスピーカーフロン
ト B接続をサラウンドバックスピーカー
接続またはフロントハイスピーカー接続
に変える場合は、「SB Assign」を「Off」
に設定し、もう一度スピーカーを設定し
てください。「Auto Calibration」（86
ページ）または「Manual Setup」（89
ページ）をご覧ください。

x Manual Setup
「Manual Setup」画面で、スピー
カーそれぞれを手動で調節できます。
自動音場補正完了後に、スピーカーレ
ベルを調節することもできます。
スピーカーレベルを調整するには
各スピーカー（フロント左／右、フロ
ント左／右ハイ、センター、サラウン
ド左／右、サラウンドバック左／右、
アクティブサブウーファー）のレベル
を調整できます。
1 レベルを調節したいスピーカーを画
面上で選び、 を押す。

2「Level」からパラメーターを選ん
で、 を押す。

3 選んだスピーカーのレベルを調節
し、 を押す。
レベルは –10.0 dBから +10.0 dB
まで 0.5 dB単位で調節できます。

音楽用のサウンドフィールドのいずれかを
選んでいるときは、Speaker Settingsメ
ニューですべてのスピーカーが「Large」
に設定されていると、アクティブサブウー
ファーから音が出力されません。ただし、
以下の場合には、アクティブサブウー
ファーから音が出ます。
–デジタル入力信号に LFE信号が含まれて
いる。

–フロントまたはサラウンドスピーカーが
「Small」に設定されている。
–「Multi Stereo」、「PLII Movie」、
「PLII Music」、「PLIIx Movie」、「PLIIx 
Music」、「PLIIz Height」、「HD-
D.C.S.」または「Portable Audio」が
選ばれている。

ご注意

ご注意

ご注意

ご注意
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視聴位置から各スピーカーまでの距離
を設定するには
視聴位置から各スピーカー（フロント
左／右、フロント左／右ハイ、セン
ター、サラウンド左／右、サラウンド
バック左／右、アクティブサブウー
ファー）までの距離を調節できます。
1 視聴位置からの距離を設定したいス
ピーカーを画面上で選び、 を押
す。

2「Distance」からパラメーターを選
んで、 を押す。

3 選んだスピーカーの距離を設定し、 
を押す。

距離を 1 m 0 cmから 10 m 0 cm
まで 10 cm単位で調節できます。

•スピーカーパターンの設定によっては、
設定できないパラメーターがあります。

•この機能は、「Analog Direct」が使われ
ているときは働きません。

各スピーカーのサイズを調節するには
各スピーカー（フロント左／右、フロ
ント左／右ハイ、センター、サラウン
ド左／右、サラウンドバック左／右）
のサイズを調整できます。
1 サイズを調節したいスピーカーを画
面上で選び、 を押す。

2「Size」からパラメーターを選ん
で、 を押す。

3 選んだスピーカーのサイズを設定
し、 を押す。
•Large：低音を効果的に再生する
大きなスピーカーをつなぐ場合
は、「Large」を選びます。通常
は「Large」を選びます。

•Small：マルチチャンネルサラウ
ンド音声を出力している場合に、
音声が歪んだり、サラウンド効果
が不充分に感じるときは、
「Small」を選んで、低音リダイレ
クト回路を有効にし、各チャンネ
ルの低音をアクティブサブウー
ファーまたは「Large」に設定し
た他のスピーカーから出力しま
す。

•ヘッドホンがつながれているときは、距
離やサイズを設定できません。

•この機能は、「Analog Direct」が使われ
ているときは働きません。

•各スピーカーの「Large」および
「Small」の設定によって、内部のサウン
ドプロセッサーがチャンネルの低音信号
をカットするかどうかが決まります。
チャンネルからの低音がカットされると、
低音リダイレクト回路により、該当する
低音信号がアクティブサブウーファーま
たは「Large」に設定された他のスピー
カーから再生されます。
しかし、低音には一定の指向性があるた
め、できればカットしたくないものです。
したがって、小型のスピーカーを使用す
るときでも、低音を出力したい場合は、
「Large」に設定することができます。逆
に、大きなスピーカーを使用していても、
できればそのスピーカーから低音を出力
したくない場合は、「Small」に設定して
ください。
全体の音量が小さい場合は、すべてのス
ピーカーを「Large」に設定してくださ
い。低音感が足りない場合は、イコライ
ザーで低域を上げることができます。

•サラウンドバックスピーカーの設定はサ
ラウンドスピーカーと同じになります。

•フロントスピーカーの設定を「Small」に
すると、センター、サラウンド、サラウ
ンドバック、フロントハイスピーカーも
自動的に「Small」に設定されます。

•アクティブサブウーファーを使用しない
場合は、フロントスピーカーは自動的に
「Large」に設定されます。

x Crossover Freq.（スピー
カーのクロスオーバー周波数）

Speaker Settingsメニューでスピー
カーサイズが「Small」に設定されて
いるスピーカーの、低音域のクロス
オーバー周波数を設定できます。自動
音場補正のあとに、測定されたスピー
カーのクロスオーバー周波数が、各ス
ピーカーに設定されます。
1 クロスオーバー周波数を調節したい
スピーカーのスピーカーパラメー
ターを画面上で選び、 を押す。

2 設定値を調節し、 を押す。

ご注意

ご注意

ちょっと一言
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x Test Tone
「Test Tone」画面でテストトーンの
種類を選べます。

•すべてのスピーカーのレベルを同時に調
整するには、音量 +/–を押してください。
本体のMASTER VOLUMEつまみでも
操作できます。

•調整中は、テレビ画面に調整した値が表
示されます。

各スピーカーからテストトーンを出力
するには
各スピーカーから順にテストトーンを
出力できます。
1「Test Tone」を選んで、 を押す。
2 テストトーンのタイプまたはスピー
カーを選んで、 を押す。
•Off：テストトーンを各スピー
カーから手動で出力します。

•Auto：テストトーンが各スピー
カーから順番に出力されます。

•Fix FL、Fix FR、Fix CNT、Fix 
SL、Fix SR、Fix SB*、Fix 
SBL、Fix SBR、Fix LH、Fix 
RH、Fix SW：テストトーンを出
力するスピーカーを選べます。

3 テストトーンを手動設定する場合
は、スピーカーレベルを調整して 
を押す。

* サラウンドバックスピーカーが 1つのみ
つながれているときは、Fix SBが表示さ
れます。

x Distance Unit
距離を設定する際の単位を選ぶことが
できます。
• feet：距離はフィート単位で表示さ
れます。

• meter：距離はメートル単位で表示
されます。

音声設定
（Audio Settings）
お好みに合わせて音声の設定を調節で
きます。

x D.L.L. (Digital Legato 
Linear)

D.L.L.機能は、低音質のデジタル音
声信号やアナログ音声信号を高音質で
再生可能にするソニー独自の技術で
す。
• Auto 1：非可逆圧縮された音声
フォーマットとアナログ音声信号に
対して機能します。

• Auto 2：リニア PCM信号に対して
も、非可逆圧縮された音声フォー
マットとアナログ音声信号と同様に
機能します。

• Off

• USB機器またはホームネットワークのコ
ンテンツによっては機能しません。

•「A.F.D. Auto」、「Multi Stereo」、「2ch 
Stereo」または「Headphone (2ch)」
が選ばれているときは、機能します。た
だし、以下の場合は、この機能は働きま
せん。
–「FM TUNER」または「AM TUNER」
入力が選ばれている。

– 44.1 kHz以外のサンプリング周波数の
リニア PCM信号を受信している。

– Dolby Digital Plus、 Dolby Digital 
EX、 Dolby TrueHD DTS 96/24、
DTS-HD Master Audioまたは DTS-
HD High Resolution Audio信号を受
信している。

–ネットワーク機能中で、44.1 kHz以外
のサンプリング周波数の信号を受信して
いる。

x Sound Optimizer
低音量でもクリアでダイナミックな音
を楽しめます。詳しくは、「Sound 
Optimizer機能を使う」（52ページ）
をご覧ください。
• Normal
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• Low
• Off

x Equalizer
各スピーカーの低域および高域レベル
を調節できます。詳しくは、「イコラ
イザーを調整する」（53ページ）をご
覧ください。

x Sound Field
入力信号に適用するサウンド効果を選
べます。詳しくは、「音響効果を楽し
む」（49ページ）をご覧ください。

x A/V Sync.（音声と映像出力
の同期）

音声出力を遅らせて、音声と映像のず
れを最小限に調節できます。
大画面の液晶ディスプレイやプラズマ
モニター、またはプロジェクターをお
使いの場合に便利な機能です。
• HDMI Auto：HDMI接続のときは
テレビ側の情報をもとに、映像と音
声のずれを自動的に調節します。モ
ニターが A/V Sync機能に対応して
いる場合のみ機能します。

• 0 ms – 300 ms：遅れを 0 ms～
300 msの範囲で 10 ms単位で調
節できます。

•この機能は、「Analog Direct」が使われ
ているときは働きません。

•遅延時間は、音声フォーマット、サウン
ドフィールド、スピーカーパターン、ス
ピーカーまでの距離などの設定によって
変わることがあります。

x Auto Volume
本機は、入力信号やつないだ機器から
出力されるコンテンツに応じて、音量
を自動で調整できます。
例えば、テレビ番組よりコマーシャル
の音量が大きいときに便利です。
• On
• Off

• Auto Volume機能をオン／オフするとき
は、必ず事前に音量を下げてください。

•この機能は、ドルビーデジタル、DTS、
リニア PCM、または AAC信号が入力さ
れたときのみ働くため、他のフォーマッ
トに切り換えると、音声が急に大きくな
ることがあります。

•以下の場合、この機能は働きません。
–サンプリング周波数が 48kHzより大き
いリニア PCM信号を受信している。

– Dolby Digital Plus、 Dolby TrueHD、 
DTS 96/24 DTS-HD Master Audioま
たは DTS-HD High Resolution Audio
信号を受信している。

x Dual Mono（デジタル放送の
言語選択）

デジタル放送で二重音声が視聴可能な
場合に、お好みの言語を選べます。こ
の機能は、MPEG-2 AAC音源とドル
ビーデジタル音源でのみ働きます。
• Main/Sub：フロントスピーカー
（左）から主音声、フロントスピー
カー（右）から副音声が同時に出力
されます。

• Main：主音声が出力されます。
• Sub：副音声が出力されます。

x D.Range Comp.（ダイナ
ミックレンジの圧縮）

サウンドトラックのダイナミックレン
ジを狭くします。深夜に小音量で映画
を見たいときなどに便利です。ダイナ
ミックレンジの圧縮はドルビーデジタ
ルの音源にのみ働きます。
• On：ダイナミックレンジはレコー
ディングエンジニアが意図したとお
りに圧縮されます。

• Auto：ダイナミックレンジが自動
的に圧縮されます。

• Off：ダイナミックレンジの圧縮は
行われません。
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HDMI設定
（HDMI Settings）

HDMI端子につないだ機器に必要な設
定を調節することができます。

x Control for HDMI
HDMI機器制御機能のオン／オフを切
り換えることができます。詳しくは、
「“ブラビアリンク”の準備をする」
（76ページ）をご覧ください。
• On
• Off

•「Control for HDMI」を「On」に設定す
ると、「HDMI Audio Out」が自動的に変
わることがあります。

•本機がスタンバイモードで、「Control for 
HDMI」が「On」に設定されていると、
本体前面の ?/1（電源オン／スタンバイ）
ランプがオレンジ色に点灯します。

x Pass Through
本機がスタンバイ状態でもHDMI信号
をテレビに出力できるようにします。
• On：本機がスタンバイ状態でも、
本機の HDMI TV OUT端子から
HDMI信号が出力され続けます。

• Auto：本機がスタンバイ状態のと
きにテレビの電源を入れると、本機
の HDMI TV OUT端子から HDMI
信号が出力されます。“ブラビアリ
ンク”対応のソニー製テレビをお使
いの場合、この設定がおすすめで
す。この設定にすると、「On」設定
時よりもスタンバイ状態時の消費電
力を抑えることができます。

• Off：スタンバイ状態時には本機は
HDMI信号を出力しません。つない
だ機器のソースをテレビで楽しむ場
合には、本機の電源を入れてくださ
い。この設定にすると、「On」設定
時よりもスタンバイ状態時の消費電
力を抑えることができます。

「Auto」設定時は、「On」に設定した場合
よりも、映像と音声がテレビに出力される
までに時間がかかることがあります。

x HDMI Audio Out
本機と HDMI接続した再生機器から
の HDMI音声信号を設定できます。
• AMP：再生機器からの HDMI音声
信号は本機につないだスピーカーに
のみ出力されます。マルチチャンネ
ルの音声をそのまま再生できます。

「HDMI Audio Out」が「AMP」に設定
されているときは、音声信号はテレビの
スピーカーからは出力されません。

• TV+AMP：音声を本機につないだ
スピーカーとテレビのスピーカーの
両方から出力します。

•再生機器の音質は、チャンネル数、サン
プリング周波数など、テレビの音質によ
ります。テレビにステレオスピーカーが
ある場合は、マルチチャンネル音源を再
生するときでも、本機からもテレビと同
じステレオで音声が出力されます。

•本機にプロジェクターなどの映像機器を
つないでいるとき、本機から音が出力さ
れない場合があります。この場合は、
「AMP」に設定してください。

x HDMI Sound Field
デジタル放送のテレビ番組を視聴する
ときに、オートジャンルセレクターを
設定できます。詳しくは、「オート
ジャンルセレクター」（78ページ）を
ご覧ください。

x Subwoofer Level
PCM信号が HDMI接続で入力されて
いるとき、アクティブサブウーファー
のレベルを 0 dBまたは +10 dBに
設定できます。HDMI入力端子に個別
に割り当てられている各入力のレベル
を設定できます。
• Auto：オーディオストリームに応
じて、レベルを 0 dBまたは
+10 dBに自動で設定します。
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• +10 dB
• 0 dB

x Fast View
Fast Viewの操作を設定できます。
この HDMI高速切り換え機能は、す
べての HDMI入力に対応しています。
• Auto：通常よりも HDMI入力を素
早く選べます。

• Off：Fast Viewと Preview for 
HDMI機能を無効にします。

「Off」を選択すると、入力切換から画像が
出るまでの時間がかかるようになりますが、
選択しない HDMI入力の信号を受けなくな
るため、音質的に有利になります。

入力設定
（Input Settings）
本機と他機器の接続に関わる設定を調
節できます。

x Input Mode
機器をデジタル音声入力端子とアナロ
グ音声入力端子の両方につないでいる
とき、 音声入力モードを固定できます。
詳しくは、「デジタル音声とアナログ
音声を切り換える （Input Mode）」
（81ページ）をご覧ください。

x Input Edit
各入力について以下の項目を設定でき
ます。
• Watch：入力がWatchメニューに
表示されます。

• Listen：入力が Listenメニューに
表示されます。

• Watch+Listen：入力がWatchメ
ニューと Listenメニューの両方に
表示されます。

x Audio Input Assign
各入力に割り当てられた音声入力端子
を設定できます。
詳しくは、「他の音声入力端子を使う 
（Audio Input Assign）」（81ページ）
をご覧ください。

x Name In
Watch／ Listenメニューに表示する
名前を設定できます。
各入力に最大 8文字で名前を入力して
表示します。
端子ではなく、接続機器名が表示され
るように登録しておくと便利です。
1「Name In」を選んで、 を押す。
2 名前をつけたい入力を選んで、 を
押す。

3 V/vをくり返し押して文字を選び、
bを押す。
B/bを押して、入力位置を前後に移
動できます。

4 手順 3をくり返して一文字ずつ入力
し、 を押す。
入力した名前が登録されます。

ネットワーク設定
(Network Settings)
ネットワークの設定を調節できます。
ホームネットワークまたは SEN機能
が選ばれているときのみ、Network 
Settingsメニューが有効です。

x Internet Settings
ネットワークの設定をします。詳しく
は、「本機のネットワーク設定を行う」
（34ページ）をご覧ください。
• Wired Setup
• Wireless Setup

x Information
ネットワークの情報を確認できます。
1「Information」を選んで、 を押す。 
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2 確認したい設定項目を選んで、 を
押す。
テレビ画面に現在の設定情報が表示
されます。
「Physical Connection」、
「SSID」、「Security Settings」、
「IP Address Setting」、「IP 
Address」、「Subnet Mask」、
「Default Gateway」、「DNS 
Settings」、「Primary DNS」、
「Secondary DNS」および
「MAC Address」の設定 *を確認
できます。
* 設定中に確認できる設定項目は、ネッ
トワーク環境と接続方式によって異な
ります。

x Device Name
ホームネットワーク上で他の機器から
見分けがつきやすいように、30文字
までの機器名を本機に割り当てること
ができます。
機器名を割り当てるには
1「Device Name」を選んで、 を押
す。

2 シフトを長押しして、数字／テキス
トボタンを押して機器名を入力す
る。

3 を押す。

お買い上げ時の機器名は「STR-DN840 
******」に設定されています。
「******」は本機のMACアドレスの下 6桁
です。

x Network Standby
「Network Standby」モードが
「On」に設定されていれば、本機は
ネットワーク上で常に接続および操作
できます。
1「Network Standby」を選んで、

を押す。
2「Off」または「On」を選んで、

を押す。

•On：ネットワーク機能は本機が
スタンバイ状態のときでも働き、
ネットワーク上で制御すると操作
を再開します。

•Off：本機がスタンバイ状態のと
きは、ネットワーク機能はオフに
なります。電源を入れ直すと、操
作の開始までに時間がかかりま
す。

本機がスタンバイ状態で、「Network 
Standby」が「On」に設定されていると、
本体前面の ?/1（電源オン／スタンバイ）
ランプがオレンジ色に点灯します。

システム設定
（System Settings）
本機の設定を調節できます。

x Language
画面のメッセージに使用する言語を選
べます。
• English：英語
• French：フランス語
• German：ドイツ語
• Spanish：スペイン語

x Auto Standby
操作や信号の入力がないときに、本機
が自動的にスタンバイ状態に切り換わ
るように設定することができます。
• On：約 20分後にスタンバイ状態
に切り換えます。

• Off：スタンバイ状態に切り換えま
せん。

•以下の場合、この機能は働きません。
–「FM TUNER」、「AM TUNER」、
「USB」、「HOME NETWORK」また
は「SEN」入力が選ばれているとき

– AirPlay機能が使われているとき
–本機のソフトウェアのアップデート中

ちょっと一言
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•オートスタンバイ機能とスリープタイ
マーが同時に設定されている場合は、ス
リープタイマーが優先されます。

x Network Update
本機のソフトウェアを最新バージョン
にアップデートできます。
詳しくは、「ソフトウェアをアップ
デートする」（68ページ）をご覧くだ
さい。
ソフトウェアのバージョンを確認する
には
1「Network Update」を選んで、 

を押す。
2「Version」を選んで、 を押す。
テレビ画面にソフトウェアのバー
ジョンが表示されます。

x Update Alert
新しいバージョンのソフトウェアがあ
るときにテレビ画面に情報を表示する
かどうかを設定できます。
• On
• Off

OSDを使わずに操作
する
テレビが本機につながっていなくて
も、表示窓の表示を見ながら本機を操
作できます。

1 アンプメニューを押す。
本機の表示窓にメニューが表示さ
れます。

2 V/vをくり返し押して、メニューを
選び、 を押す。

3 V/vをくり返し押して、パラメー
ターを選び、 を押す。

4 V/vをくり返し押して、お好みの設
定を選び、 を押す。

前の表示に戻るには
Bまたは戻る Oを押す。

メニューを閉じるには
アンプメニューを押す。

パラメーターや設定が表示窓で暗く表示さ
れることがあります。これは、選んだ項目
が使用できない、あるいは固定／変更でき
ないことを意味します。

戻る O

V/v/B/b、

画面表示 アンプ
メニュー

表示窓のメニューを使う
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各メニューでは、以下のオプションを設定できます。メニューからの手順につい
て詳しくは、96ページをご覧ください。

設定メニュー一覧

メニュー
［表示］

パラメーター
［表示］

設定

自動音場補正設定
[<AUTO CAL>]

自動音場補正開始
[A.CAL START]

自動音場補正の種類 a)
[CAL TYPE]

FULL FLAT, ENGINEER, 
FRONT REF, OFF

自動位相マッチング a)
[A.P.M.]

A.P.M. AUTO, A.P.M. OFF

レベル設定
[<LEVEL>]

テストトーン b)
[TEST TONE]

OFF、FIX xxxc)、
AUTO xxxc)

フロントスピーカー（左）
レベル b)
[FL LEVEL]

FL –10.0 dB～
FL +10.0 dB（0.5 dB単位）

フロントスピーカー（右）
レベル b)
[FR LEVEL]

FR –10.0 dB～
FR +10.0 dB（0.5 dB単位）

センタースピーカーレベル b)
[CNT LEVEL]

CNT –10.0 dB～
CNT +10.0 dB（0.5 dB単位）

サラウンドスピーカー（左）
レベル b)
[SL LEVEL]

SL –10.0 dB～
SL +10.0 dB（0.5 dB単位）

サラウンドスピーカー（右）
レベル b)
[SR LEVEL]

SR –10.0 dB～
SR +10.0 dB（0.5 dB単位）

サラウンドバックスピーカー
レベル b)
[SB LEVEL]

SB –10.0 dB～
SB +10.0 dB（0.5 dB単位）

サラウンドバックスピーカー
（左）レベル b)
[SBL LEVEL]

SBL –10.0 dB～
SBL +10.0 dB（0.5 dB単位）

サラウンドバックスピーカー
（右）レベル b)

[SBR LEVEL]

SBR –10.0 dB～
SBR +10.0 dB（0.5 dB単位）

フロントハイスピーカー（左）
レベル b)
[LH LEVEL]

LH –10.0 dB～
LH +10.0 dB（0.5 dB単位）
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フロントハイスピーカー（右）
レベル b)
[RH LEVEL]

RH –10.0 dB～
RH +10.0 dB（0.5 dB単位）

アクティブサブウーファー 
レベル b)

[SW LEVEL]

SW –10.0 dB～
SW +10.0 dB（0.5 dB単位）

スピーカー設定
[<SPEAKER>]

スピーカーパターン
[SP PATTERN]

5/2.1～ 2/0（20とおり）

センタースピーカー
リフトアップ
[CNT LIFT]

1～ 10、OFF

フロントスピーカーサイズ b)
[FRT SIZE]

LARGE、SMALL

センタースピーカーサイズ b)
[CNT SIZE]

LARGE、SMALL

サラウンドスピーカーサイズ b)
[SUR SIZE]

LARGE、SMALL

フロントハイスピーカー
サイズ b)
[FH SIZE]

LARGE、SMALL

サラウンドバックスピーカー
割り当て d)
[SB ASSIGN]

SPK B、BI-AMP、OFF

フロントスピーカー（左）
までの距離 b)

[FL DIST.]

FL 1.00 m ～ FL 10.00 m 
（FL 3′3″～ FL 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

フロントスピーカー（右）
までの距離 b)
[FR DIST.]

FR 1.00 m ～ FR 10.00 m 
（FR 3′3″～ FR 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

センタースピーカーまでの
距離 b)
[CNT DIST.]

CNT 1.00 m～
CNT 10.00 m
（CNT 3′3″～ CNT 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

サラウンドスピーカー（左）
までの距離 b)
[SL DIST.]

SL 1.00 m ～ SL 10.00 m 
（SL 3′3″～ SL 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

サラウンドスピーカー（右）
までの距離 b)
[SR DIST.]

SR 1.00 m ～ SR 10.00 m 
（SR 3′3″～ SR 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

サラウンドバックスピーカー
までの距離 b)
[SB DIST.]

SB 1.00 m ～ SB 10.00 m 
（SB 3′3″～ SB 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

メニュー
［表示］

パラメーター
［表示］

設定
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サラウンドバックスピーカー
（左）までの距離 b)
[SBL DIST.]

SBL 1.00 m ～ SBL 10.00 m 
（SBL 3′3″～ SBL 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

サラウンドバックスピーカー
（右）までの距離 b)

[SBR DIST.]

SBR 1.00 m ～SBR 10.00 m 
（SBR 3′3″～ SBR 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

フロントハイスピーカー（左）
までの距離 b)
[LH DIST.]

LH 1.00 m ～ LH 10.00 m 
（LH 3′3″～ LH 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

フロントハイスピーカー（右）
までの距離 b)

[RH DIST.]

RH 1.00 m ～ RH 10.00 m 
（RH 3′3″～ RH 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

アクティブサブウーファー
までの距離 b)
[SW DIST.]

SW 1.00 m ～ SW 10.00 m 
（SW 3′3″～ SW 32′9″）
（0.01 m（1インチ）間隔）

距離の単位
[DIST. UNIT]

FEET、METER

フロントスピーカーのクロス
オーバー周波数 e)
[FRT CROSS]

CROSS 40 Hz～
CROSS 200 Hz
（10 Hz単位）

センタースピーカーのクロス
オーバー周波数 e)
[CNT CROSS]

CROSS 40 Hz～
CROSS 200 Hz
（10 Hz単位）

サラウンドスピーカーの
クロスオーバー周波数 e)
[SUR CROSS]

CROSS 40 Hz～
CROSS 200 Hz
（10 Hz単位）

フロントハイスピーカーの
クロスオーバー周波 e)
[FH CROSS]

CROSS 40 Hz～
CROSS 200 Hz
（10 Hz単位）

入力設定
[<INPUT>]

入力モード
[INPUT MODE]

AUTO、OPT、COAX、
ANALOG

入力に名前を付ける
[NAME IN]

詳しくは、Input Settings
メニューの「Name In」をご
覧ください（94ページ）。

デジタル音声入力の割り当て
[A. ASSIGN]

詳しくは、「他の音声入力端子
を使う （Audio Input 
Assign）」（81ページ）をご
覧ください。

サラウンド設定
[<SURROUND>]

HD-D.C.S.エフェクト
タイプ f)
[HD-D.C.S. TYP]

DYNAMIC、THEATER、
STUDIO

メニュー
［表示］

パラメーター
［表示］

設定
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EQ設定
[<EQ>]

フロントスピーカーの低域
レベル
[FRT BASS]

FRT B. –10 dB～
FRT B. +10 dB
（1 dB単位）

フロントスピーカーの高域
レベル
[FRT TREBLE]

FRT T. –10 dB～
FRT T. +10 dB
（1 dB単位）

センタースピーカーの低域
レベル
[CNT BASS]

CNT B. –10 dB～
CNT B. +10 dB
（1 dB単位）

センタースピーカーの高域
レベル
[CNT TREBLE]

CNT T. –10 dB～
CNT T. +10 dB
（1 dB単位）

サラウンドスピーカーの低域
レベル
[SUR BASS]

SUR B. –10 dB～
SUR B. +10 dB
（1 dB単位）

サラウンドスピーカーの高域
レベル
[SUR TREBLE]

SUR T. –10 dB～
SUR T. +10 dB
（1 dB単位）

フロントハイスピーカーの
低域レベル
[FH BASS]

FH B. –10 dB～
FH B. +10 dB
（1 dB単位）

フロントハイスピーカーの
高域レベル
[FH TREBLE]

FH T. –10 dB～
FH T. +10 dB
（1 dB単位）

チューナー設定
[<TUNER>]

FM放送局の受信モード
[FM MODE]

STEREO、MONO

プリセットした放送局に
名前を付ける
[NAME IN]

詳しくは、「プリセットした放
送局に名前をつける（Name 
Input）」（48ページ）をご覧
ください。

音声設定
[<AUDIO>]

Digital Legato Linear
[D.L.L.]

D.L.L. AUTO2、D.L.L. 
AUTO1、D.L.L. OFF

Sound Optimizer
[OPTIMIZER]

OFF、LOW、NORMAL

音声と映像出力の同期
[A/V SYNC]

0 ms～ 300 ms
（10 ms単位）、
HDMI AUTO

音量の自動詳細設定
[AUTO VOL]

A. VOL ON、A. VOL OFF

デジタル放送の言語選択
[DUAL MONO]

MAIN/SUB、MAIN、SUB

ダイナミックレンジの圧縮
[D. RANGE]

COMP. ON、COMP. AUTO、
COMP. OFF

メニュー
［表示］

パラメーター
［表示］

設定
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a)自動音場補正を実行し、設定を保存した場合のみこの設定を選ぶことができます。
b)スピーカーパターンの設定によっては、使用できないパラメーターや設定があります。
c)xxx にはスピーカーチャンネルが入ります（FL、FR、CNT、SL、SR、SB、SBL、

SBR、LH、RH、SW）。
d)サラウンドバックスピーカーまたはフロントハイスピーカーありの「SP PATTERN」に
設定していないときは、このパラメーターのみを選べます（88ページ）。

e)スピーカーが「SMALL」に設定されているときは、このパラメーターのみ選べます。
f)サウンドフィールドを「HD-D.C.S.」にしているときは、このパラメーターのみ選べま
す。

g)Bluetooth機器がペアリングされているときのみ、このモードを選べます。
h)x.xxxにはソフトウェアのバージョンナンバーが入ります。

HDMI設定
[<HDMI>]

HDMI機器制御
[CTRL: HDMI]

CTRL ON、CTRL OFF

Pass Through
[PASS THRU]

ON、AUTO、OFF

HDMI音声出力
[AUDIO OUT]

AMP、TV+AMP

HDMIサウンドフィールド
[SOUND.FIELD]

AUTO、MANUAL

アクティブサブウーファー
レベル
[SW LEVEL]

SW AUTO、SW +10 dB、
SW 0 dB

ファストビュー
[FAST VIEW]

AUTO、OFF

Bluetooth設定
[<BT>]

Bluetoothスタンバイ
モード g)
[BT STANDBY]

STBY ON、STBY OFF

Bluetooth AAC
[BT AAC]

AAC ON、AAC OFF

システム設定
[<SYSTEM>]

ネットワークスタンバイ
[NET STBY]

STBY ON、STBY OFF

オートスタンバイモード
[AUTO STBY]

STBY ON、STBY OFF

バージョン表示
[VER. x.xxx]h)

メニュー
［表示］

パラメーター
［表示］

設定
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表示窓で情報を確認するには
表示窓で、サウンドフィールドなど本
機のさまざまな設定内容を確認できま
す。
1 情報を確認したい入力を選ぶ。
2 アンプを押したあと、画面表示をく
り返し押す。
画面表示ボタンを押すたびに表示が
次のように切り換わります。
入力のインデックス名 1) t選んだ
入力t 最近適用したサウンド
フィールド 2) t 音量レベルtス
トリーム情報 3)

FMおよびAMラジオを視聴す
る場合
プリセット放送局名 1) t 周波数 
t 最近適用したサウンドフィール
ド 2) t 音量レベル

1)インデックス名は、入力またはプリセッ
トした放送局に名前を付けた場合のみ表
示されます。
空白スペースのみが入力された場合、ま
たはインデックス名が入力名と同じ場合
は、インデックス名は表示されません。

2)ピュアダイレクト機能が働いているとき
は、「PURE.DIRECT」は表示されませ
ん。

3)ストリーム情報は表示されない場合があ
ります。

言語によっては、文字やマークが表示され
ないことがあります。

本機の DISPLAYからも情報を確認できま
す。

入力切り換え用ボタ
ンの割り当てを変更
する
お使いの機器に合わせて入力切り換え
用ボタンの初期設定を変更することが
できます。例えば、ブルーレイディス
クプレーヤーを本機の SAT/CATV端
子につないでいる場合、リモコンの
SAT/CATVボタンを設定してブルー
レイディスクプレーヤーを操作できま
す。

TV、TUNER、BLUETOOTH、USB、
HOME NETWORKおよび SEN入力切り
換え用ボタンの割り当ては変更できません。

1 割り当てを変更したい入力切り換え
用ボタンを押したまま、TV ?/1を
長押しする。
例：SAT/CATVを押したまま、
TV ?/1を長押しする。

2 TV ?/1ボタンを押したまま、選んだ
入力切り換え用ボタンをはなす。
例：TV ?/1ボタンを押したまま、
SAT/CATVをはなす。

ご注意

ちょっと一言

リモコンを使う

ご注意

数字
ボタン

TV ?/1

入力切り
換え用
ボタン
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を
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3 下記の表を参照し、使いたい機器の
種類に対応するボタンを押し、
TV ?/1をはなす。
例：1を押して、TV ?/1をはな
す。SAT/CATVボタンでブルー
レイディスクプレーヤーを操作で
きるようになります。

a) BD1または BD3の設定について詳
しくは、ブルーレイディスクプレー
ヤー／レコーダーの取扱説明書を参
照してください。

b)ソニー製の DVDレコーダーは
DVD1または DVD3の設定で操作
できます。詳しくは、DVDレコー
ダーに付属の取扱説明書を参照して
ください。

c)ソニー製のビデオデッキは、VHSに
対応する VTR3の設定で操作できま
す。

入力切り換え用ボタ
ンを初期設定に戻す

1 音量 –を押したまま、 ?/1を長押しし
て、TV 入力切換を押す。

2 すべてのボタンをはなす。
入力切り換え用ボタンが初期設定
の状態に戻ります。

種類 押す
ボタン

ブルーレイディスク
プレーヤー
（コマンドモード BD1）a)

1

ブルーレイディスク
レコーダー
（コマンドモード BD3）a)

2

DVDプレーヤー
（コマンドモード DVD1）

3

DVDレコーダー
（コマンドモード DVD3）b)

4

ビデオデッキ
（コマンドモード VTR3）c)

5

CDプレーヤー 6

音量 –

?/1

TV 入力
切換
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使用上のご注意
安全について
キャビネットに固い物体が落ちたり、
液体がかかったりした場合は、使用を
中止し、本体の電源プラグを抜いて保
守要員が点検してください。

電源について
• ご使用前に、本機の動作電圧が地域
の使用電圧と同じであることを確か
めてください。
動作電圧は本体裏面の銘板に表示さ
れています。

• 本機の電源を切っても、電源コード
が壁のコンセントにつながれている
間は、電源が完全に遮断されるわけ
ではありません。

• 長期間本機を使用しない場合は、必
ず本機の電源コードを壁のコンセン
トから抜いてください。電源コード
を壁のコンセントから抜く場合は、
絶対にコードを引っ張らず、プラグ
を持って抜いてください。

• 電源コードは正規のサービス店以外
で交換しないでください。

温度上昇について
使用中、本体の温度がかなり上昇しま
すが、故障ではありません。特に、大
音量で使用し続けると、本体キャビ
ネットの天板や側板、底板はかなり熱
くなります。このようなときは、キャ
ビネットに触れないようにしてくださ
い。火傷などのけがの原因になります。 
また、密閉した場所に置いて使用しな
いでください。温度上昇を防ぐため、
風通しのよい所でお使いください。

設置場所について
• 電源プラグは容易に手が届く場所に
あるコンセントに接続してくださ
い。次のような場所には置かないで
ください。
– ぐらついた台の上や不安定な場
所。

– じゅうたんや布団の上。
– 湿気の多い所、風通しの悪い所。
– ほこりの多い所。
– 密閉された所。
– 直射日光が当たる所、湿度が高い
所。

– 極端に寒い所。
– テレビやビデオデッキ、カセット
デッキから近い所。
（テレビやビデオデッキ、カセッ
トデッキといっしょに使用すると
き、近くに置くと、雑音が入った
り、映像が乱れたりすることがあ
ります。特に室内アンテナのとき
に起こりやすいので屋外アンテナ
の使用をおすすめします。）

• 本機をワックス、オイル、研磨処理
など特殊処理を施した台や床面に置
く場合は、表面が汚れたり、変色し
たりする可能性があるため、ご注意
ください。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽
しみになるときは、隣
近所に迷惑がかからな
いような音量でお聞き
ください。特に、夜は
小さめな音でも周囲に
はよく通るものです。
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用に
なるなどお互いに心を配り、快い生活
環境を守りましょう。このマークは音
のエチケットのシンボルマークです。

操作について
他の機器をつなぐ前に、必ず本機の電
源を切り、電源コードを抜いてくださ
い。

その他
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お手入れについて
キャビネットやパネル面、操作部は、
中性洗剤を少し含ませた柔らかい布で
ふいてください。シンナーやベンジ
ン、アルコールなどは表面を傷めます
ので使わないでください。

Bluetooth通信について
• 各 Bluetooth機器はおよそ 10メー
トルの範囲内（障害物のない距離）
で使用してください。下記の状況で
は、通信可能範囲が狭くなります。
–Bluetooth接続された機器同士の
間に、人や金属体、壁、その他の
障害物があるとき

–無線 LANが設置されている場所
–使用中の電子レンジの近く
–他の電磁波が発生している場所

• Bluetooth機器と無線 LAN
（IEEE 802.11b/g）は同じ周波数
帯（2.4 GHz）を使用しています。
Bluetooth機器を無線 LAN機能搭
載の機器の近くで使用すると、電磁
干渉が起きる場合があります。通信
速度の低下、ノイズ、接続障害の原
因となることがあります。この問題
が発生した場合は、下記の措置を
行ってください。
–無線 LAN機器から 10メートル以
上離れた場所に本機を置く。

–Bluetooth機器を 10メートル以
内で使用しているときは、無線
LAN機器の電源を切る。

–本機と Bluetooth機器をできる限
り近付けて置く。

• 本機からの電波放送は、医療機器の
操作を妨げることがあります。電波
干渉は故障の原因となるため、下記
の場所では本機と Bluetooth機器
の電源を必ず切ってください。
–病院、電車、航空機、ガソリンス
タンドや可燃性ガスが発生する
場所

–自動ドアや火災報知機の近く

• 本機は、Bluetooth標準規格に準拠
したセキュリティ機能に対応するこ
とで、Bluetooth技術を使って通信
するときの安全な接続を確保してい
ます。ただし、設定内容や他の要因
によってはこのセキュリティでは不
充分なことがあるため、Bluetooth
技術を使って通信するときはご注意
ください。

• Bluetooth技術を使用した接続時に
情報の漏洩が発生しましても、弊社
としては一切の責任を負いかねます
ので、あらかじめご了承ください。

• 本機と同じプロファイルを持つすべ
ての Bluetooth機器との
Bluetooth通信を保証するものでは
ありません。

• 本機につなぐ Bluetooth機器は、
Bluetooth SIG, Inc.の定める
Bluetooth標準規格に適合し、認証
を取得している必要があります。つ
なぐ機器が Bluetooth標準規格に
適合していても、Bluetooth機器の
特性や仕様によっては、接続できな
かったり、操作方法、表示、動作が
異なったりするなどの現象が発生す
る場合があります。

• 本機につなぐ Bluetooth機器や通
信環境、周囲の状況によっては、ノ
イズが発生したり、音声が途切れた
りすることがあります。
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その他
可燃性ガスのエアゾールやスプレーを
使用しないでください。清掃用や潤滑
用などの可燃性ガスを本機に使用する
と、モーターやスイッチの接点、静電
気などの火花や高温部品が原因で引火
し、爆発や火災が発生する恐れがあり
ます。

本機についてご質問や問題がある場合
は、お近くのソニー販売店へお問い合
わせください。

故障かな？と思ったら
本機の使用中に以下の問題が発生した
場合は、このトラブルシューティング
ガイドをご覧になり、問題の改善に役
立ててください。それでも問題が解決
しない場合は、お近くのソニー販売店
へお問い合わせください。

本機の電源が自動的に切れる
•「Auto Standby」が「On」に設
定されている（95ページ）。

• スリープタイマー機能が働いてい
る（13ページ）。

•「PROTECTOR」が働いている
（118ページ）。

テレビに映像が表示されない
• 入力切り換え用ボタンで適切な入
力を選ぶ。

• テレビを適切な入力モードに設定
する。

• テレビからオーディオ機器を離
す。

• ケーブルが正しく、しっかりと機
器につながっているか確認する。

• 再生機器によっては、機器側で設
定が必要な場合があります。各機
器に付属の取扱説明書を参照して
ください。

• 特に解像度が 1080pの映像や
Deep Color、4Kまたは 3Dの
映像を視聴するときは、必ずハイ
スピード HDMIケーブルを使用
する。

本機の使用上の注意事項
本機の使用周波数は 2.4GHz帯です。
この周波数帯では電子レンジ等の産業・
科学・医療用機器のほか、他の同種無線
局、工場の製造ライン等で使用される免
許を要する移動体識別用構内無線局、免
許を要しない特定の小電力無線局、アマ
チュア無線局等（以下「他の無線局」と
略す）が運用されています。
1 本機を使用する前に、近くで「他の無
線局」が運用されていないことを確認
してください。

2 万一、本機と「他の無線局」との間に
電波干渉が発生した場合には、速やか
に本機の使用場所を変えるか、または
機器の運用を停止（電波の発射を停
止）してください。

3 不明な点その他お困りのことが起きた
ときは、ソニーの相談窓口までお問い
合わせください。ソニーの相談窓口に
ついては、本取扱説明書の裏表紙をご
覧ください。

この無線機器は
2.4GHz帯を使用し
ます。変調方式とし
て FH-SS変調方式を
採用し、与干渉距離
は 10mです。
この無線製品は 2.4 
GHz帯を使用しま
す。変調方式として
DS-SS変調方式およ
びOFDM変調方式
を採用し、与干渉距
離は 40 ｍです。

電源

映像
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テレビに 3D映像が表示されない
• テレビまたは映像機器によって
は、3Dの映像が表示されないこ
とがあります。本機が対応してい
る 3D映像フォーマットを確認し
てください（120ページ）。

テレビに 4K映像が表示されない
• テレビまたは映像機器によって
は、4Kの映像が表示されないこ
とがあります。お使いの映像機器
の性能およびテレビや映像機器の
設定を確認する。また、映像機器
が、本機の 4Kに対応している
HDMI IN端子に接続されている
かを確認する。

本機のスタンバイ状態時に、テレビから
映像が出ない

• 本機がスタンバイ状態になると、
本機の電源を切る前に選択した
HDMI機器から映像が出力されま
す。他の機器を楽しむ場合は、そ
の機器を再生してワンタッチプレ
イ操作を行うか、もしくは本機の
電源を入れてお好みの HDMI機
器を選択する。

•“ブラビアリンク”に対応してい
ない機器を本機につなぐ場合は、
HDMI Settingsメニューの
「Pass Through」が「On」に設
定されていることを確認する
（93ページ）。

テレビ画面にOSDメニューリストが表
示されない

• ホームを押す。
• テレビが正しくつながっているか
確認する。

• テレビによっては、テレビ画面に
OSDメニューが表示されるまで
に時間がかかることがあります。

表示窓が消灯する
• PURE DIRECT表示が点灯して
いる場合、PURE DIRECTを押
して機能をオフにする（53ペー
ジ）。

• 本機の DIMMERを押して、表示
窓の明るさを調節する。

どの機器を選んでも、音が出ない、また
は音がほとんど聞こえない

• すべての接続コードが、本機、ス
ピーカー、機器のそれぞれの入力
／出力端子に差し込まれているか
確認する。

• 本機とすべての機器の電源が入っ
ているか確認する。

• MASTER VOLUMEつまみが
「VOL MIN」に設定されていない
か確認する。

• SPEAKERSが「SPK OFF」に
設定されていないか確認する
（33ページ）。

• ヘッドホンが本機につながれてい
ないことを確認する。

• リモコンの消音を押して、消音機
能を解除する。

• リモコンの入力切り換え用ボタン
を押すか、本体の INPUT 
SELECTORつまみを回して、お
好みの機器を選ぶ（39ページ）。

• テレビのスピーカーから音声を聞
きたいときは、HDMI Settings
メニューの「HDMI Audio Out」
を「TV+AMP」に設定する（93
ページ）。マルチチャンネル音声
のソースを再生できない場合は、
「AMP」に設定する。ただし、こ
の場合、音声はテレビのスピー
カーからは出力されません。

• 再生機器から出力される音声信号
のサンプリング周波数、チャンネ
ル数、または音声フォーマットが
切り換えられたときに、音声が途
切れる場合があります。

ハム音またはノイズがひどい
• スピーカーおよび各機器が正しく
接続されているか確認する。

• 接続コードがトランスやモーター
から離れているか、テレビや蛍光
灯から少なくとも 3メートル離れ
ているか確認する。

• テレビからオーディオ機器を離
す。

音声
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• プラグや端子が汚れている。アル
コールで少し湿らせた布で拭き取
る。

特定のスピーカーから音が出ない、また
は音がほとんど聞こえない

• ヘッドホンを PHONES端子につ
なぎ、ヘッドホンから音が聞こえ
るか確認する。ヘッドホンから 1
チャンネルのみが出力される場合
は、機器が本機に正しくつながれ
ていない可能性があります。本機
と機器の端子にすべてのコードが
正しくつながれていることを確認
する。
ヘッドホンから両方のチャンネル
が出力される場合は、フロントス
ピーカーが本機に正しくつながれ
ていない可能性があります。音を
出力していない方のフロントス
ピーカーの接続を確認する。

• アナログ機器の左右両方の端子に
接続しているか確認する。アナロ
グ機器は左右両方の端子に接続す
る必要があります。音声コード
（別売）を使う。

• スピーカーのレベルを調節する
（89ページ）。

• 自動音場補正メニューまたは
Speaker Settingsメニューの
「Speaker Pattern」を使って、
スピーカーの設定が適切か確認す
る。その後、Speaker Settings
メニューの「Test Tone」を使っ
て、各スピーカーから正しく音が
出力されているか確認する。

• ドルビーデジタルサラウンド EX
の情報を持たないディスクがあり
ます。

• アクティブサブウーファーが正し
く、確実に接続されているか確認
する。

• アクティブサブウーファーの電源
が入っているか確認する。

• 選んだサウンドフィールドによっ
ては、アクティブサブウーファー
から音が出ないことがあります。

• すべてのスピーカーが「Large」
に設定されていて、「Neo:6 
Cinema」または「Neo:6 
Music」が選ばれているときは、
アクティブサブウーファーから音
が出ません。

特定の機器から音が出ない
• 機器が、対応する音声入力端子に
正しく接続されているか確認す
る。

• 接続に使用されているコードが、
本機と機器の端子に確実に差し込
まれているか確認する。

•「Input Mode」を確認する（81
ページ）。

• 機器が、対応する HDMI端子に
正しく接続されているか確認す
る。

• 再生機器によっては、機器側で
HDMI設定が必要な場合がありま
す。各機器に付属の取扱説明書を
参照してください。

• 特に解像度が 1080pの映像や
Deep Color、4Kまたは 3Dの
映像を視聴するときは、必ずハイ
スピード HDMIケーブルを使用
する。

• テレビ画面に OSDが表示されて
いるときは、本機から音声が出力
されないことがあります。ホーム
を押してホームメニューを表示さ
せて、 もう一度ホームを押す。

• HDMI端子から伝送された音声信
号（フォーマット、サンプリング
周波数、ビット長など）はつない
だ機器によって制限されることが
あります。HDMIケーブルでつな
いだ機器からの映像が明瞭でな
かったり、音声が出なかったりす
る場合は、つないだ機器の設定を
確認する。

• つないだ機器が著作権保護技術 
（HDCP）に対応していない場合、
本機の HDMI TV OUT端子から
の映像や音声が歪んだり、出力さ
れないことがあります。このよう
な場合は、接続機器の仕様を確認
する。
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• High Bitrate Audio (DTS-HD 
Master Audio、Dolby 
TrueHD)を楽しむには、再生機
器の映像解像度を 720p/1080i
より高く設定する。

• DSDやマルチチャンネルリニア
PCMを楽しむには、再生機器の
映像解像度の設定が必要な場合が
あります。再生機器の取扱説明書
を参照してください。

• テレビがシステムオーディオコン
トロール機能に対応していること
を確認する。

• テレビにシステムオーディオコン
トロール機能がないときは、
HDMI Settingsメニューの
「HDMI Audio Out」の設定を下
記のように設定する。
– テレビのスピーカーと本機から
音を聞きたい場合は、
「TV+AMP」

– 本機から音を聞きたい場合は、
「AMP」

• 本機にプロジェクターなどの映像
機器をつないでいるとき、本機か
ら音が出力されない場合がありま
す。この場合は、HDMI 
Settingsメニューの「HDMI 
Audio Out」を「AMP」に設定
する（93ページ）。

• 本機でテレビ入力が選ばれている
のに、本機につないだ機器の音声
が聞こえない場合
– HDMI接続で本機につないだ機
器のプログラムを視聴したいと
きは、必ず本機の入力を HDMI
に変更する。

– テレビ放送を視聴したいとき
は、テレビのチャンネルを切り
換える。

– テレビにつないだ機器から番組
を視聴したいときは、必ず視聴
したい機器または入力を正しく
選ぶ。この操作についてはテレ
ビの取扱説明書を参照してくだ
さい。

•「Analog Direct」を使っている
ときは、音声は出力されません。
別のサウンドフィールドを使う
（49ページ）。

• HDMI機器制御機能を使用してい
るときは、つないだ機器をテレビ
のリモコンで操作することはでき
ません。
– つないだ機器およびテレビに
よっては、機器側とテレビ側で
設定が必要な場合があります。
各機器とテレビに付属の取扱説
明書を参照してください。

– 本機の入力を機器に接続した
HDMI入力に切り換える。

• 選んだデジタル音声入力端子の割
り当てが他の入力に変更されてい
ないか確認する（81ページ）。

左右の音のバランスが悪い、または逆転
している

• スピーカーおよび各機器が正し
く、確実に接続されているか確認
する。

• Speaker Settingsメニューで音
声レベルパラメーターを調整す
る。

ドルビーデジタルまたは DTSマルチ
チャンネルの音声が再生されない

• 再生中の DVDなどが、ドルビー
デジタルまたは DTS形式で録音
されているか確認する。

• DVDプレーヤー／レコーダーな
どを本機のデジタル入力端子につ
ないでいるときは、つないだ機器
のデジタル音声の出力設定が有効
になっているか確認する。

• HDMI Settingsメニューで
「HDMI Audio Out」を「AMP」
に設定する（93ページ）。

• High Bitrate Audio (DTS-HD 
Master Audio、Dolby 
TrueHD)、DSD、マルチチャン
ネルリニア PCMは、HDMI接続
でのみお楽しみいただけます。
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サラウンド効果が得られない
• 映画用または音楽用のサウンド
フィールドを選んでいるか確認す
る（49ページ）。

• サンプリング周波数が 48 kHzよ
り大きい DTS-HD Master 
Audio、DTS-HD High 
Resolution Audio、または
Dolby TrueHDを受信している
場合は、サウンドフィールドが働
きません。

スピーカーからテストトーンが出力され
ない

• スピーカーコードが確実につなが
れていない可能性があります。ス
ピーカーコードを軽く引っ張って
みて、抜けたりしないように確実
につなぐ。

• スピーカーコードがショートして
いる恐れがあります。

テレビ画面に表示されているスピーカー
と異なるスピーカーからテストトーンが
出力される

• スピーカーパターンの設定が間
違っている。スピーカーの接続と
スピーカーパターンが正確に一致
していることを確認する。

本機のスタンバイ状態時に、テレビから
音声が出ない

• 本機がスタンバイ状態になると、
本機の電源を切る前に選択した
HDMI機器から音声が出ます。他
の機器を楽しむ場合は、その機器
を再生してワンタッチプレイ操作
を行うか、もしくは本機の電源を
入れてお好みの HDMI機器を選
択する。

•“ブラビアリンク”に対応してい
ない機器を本機につなぐ場合は、
HDMI Settingsメニューの
「Pass Through」が「On」に設
定されていることを確認する
（93ページ）。

FM放送の受信状態が悪い
• 75 Ω同軸ケーブル（別売）を
使って、下図のように本機と屋外
FMアンテナをつなぐ。

放送局が受信できない
• アンテナがしっかりとつながれて
いるか確認する。アンテナを調節
したり、必要に応じて外部アンテ
ナを使う。

• 自動受信で受信状態が悪い（放送
局の信号が弱い）。ダイレクト選
局を使う。

• プリセットされた放送局がない、
またはプリセットした放送局を消
去してしまった（プリセットした
放送局をスキャンして受信してい
る場合）。放送局をプリセットす
る（48ページ）。

• アンプを押してから、リモコンの
画面表示をくり返し押して、表示
窓に周波数を表示させる。

音声が歪む
• リモコンの音量 –をくり返し押
す。

• iPod/iPhoneの「EQ」設定を
「Off」または「Flat」にする。

iPod/iPhoneから音が出ない
• iPod/iPhoneを取りはずして、
もう一度つなぐ。

iPod/iPhoneを充電できない
• 本機の電源が入っているか確認す
る。

チューナー

iPod/iPhone

本機

屋外 FMアンテナ
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• iPod/iPhoneが確実につながっ
ているか確認する。

iPod/iPhoneを操作できない
• iPod/iPhoneが保護ケースに
入ったままになっていないか確認
する。

• iPod/iPhoneのコンテンツに
よっては、再生に時間がかかるこ
とがあります。

• 本機の電源を切り、iPod/iPhone
を取りはずす。もう一度本機の電
源を入れて、iPod/iPhoneをつ
なぎ直す。

• 本機が対応していない iPod/
iPhoneを使用している。対応機
器については、「対応 iPod/
iPhoneモデル」（41ページ）を
ご覧ください。

iPhoneの呼び出し音の音量を変更でき
ない

• iPhoneを直接操作して呼び出し
音の音量を調節する。

本機が対応している USB機器を使用し
ていますか

• 本機が対応していない USB機器
を使用すると、下記のような問題
が起こることがあります。対応機
器については、「対応 USB機器」
（43ページ）をご覧ください。
– USBが認識されない。
– 本機にファイル名またはフォル
ダー名が表示されない。

– 再生ができない。
– 音が飛ぶ。
– ノイズがある。
– 歪んだ音声が出力される。

ノイズがある、または音が飛んだり歪ん
だりする

• 本機の電源を切って USB機器を
つなぎ直し、もう一度本機の電源
を入れる。

• 音楽データ自体がノイズや歪んだ
音声を含んでいる。

USBが認識されない
• 本機の電源を切り、USB機器を
取りはずす。もう一度本機の電源
を入れて、USB機器をつなぎ直
す。

• 本機が対応している USB機器を
つなぐ（43ページ）。

• USB機器が正しく働いていない。
問題の対処方法については、
USB機器の取扱説明書を参照し
てください。

再生が始まらない
• 本機の電源を切って USB機器を
つなぎ直し、もう一度本機の電源
を入れる。

• 本機が対応している USB機器を
つなぐ（43ページ）。

• Nを押して再生を開始する。
USB機器を （USB）ポート につなげ
ない

• USB機器を上下逆さにつなごう
としている。USB機器を正しい
方向につなぐ。

エラーメッセージが表示される
• USB機器に保存されているデー
タが破損している。

• 本機で表示できる文字コードは下
記のとおりです。
– 大文字（A～ Z）
– 小文字（a～ z）
– 数字（0～ 9）
– 記号（’ = < > * + , ? ./ @ [ \ ] 

_ `)
他の文字は正しく表示されないこ
とがあります。

「Reading」が長時間表示される、また
は再生までに時間がかかる

• 以下の場合は、読み出しに時間が
かかることがあります。
– USB機器に多くのフォルダー
やファイルが保存されている。

– 非常に複雑なファイル構成に
なっている。

– メモリー容量を超えている。
– 内部メモリーが断片化してい
る。

USB機器
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下記を目安にすることをおすすめ
します。
– USB機器の総フォルダー数：

256以下（「ROOT」フォル
ダーを含む）

– フォルダーごとの総ファイル
数：256以下

音声ファイルを再生できない
• MP3 PRO形式のMP3ファイル
は再生できません。

• 複数のトラックがある音声ファイ
ルを再生しようとしている。

• AACファイルは正しく再生でき
ないことがあります。

• Windows Media Audio 
Losslessおよび Professional
形式のWMAファイルは再生で
きません。

• FAT16または FAT32以外の
ファイルシステムでフォーマット
された USB機器には、本機は対
応していません。*

• パーティション分割した USB機
器をお使いの場合は、第 1パー
ティション内の音声ファイルのみ
再生できます。

• 8階層のフォルダーまで再生でき
ます（「ROOT」フォルダー含
む）。

• フォルダー数が 256を超えてい
る（「ROOT」フォルダー含む）。

• フォルダー内のファイル数が 256
を超えている。

• 暗号化またはパスワードで保護さ
れたファイルなどは再生できませ
ん。

* 本機は FAT16および FAT32に対応
していますが、すべての FATに対応
していない USB機器もあります。
詳しくは各 USB機器の取扱説明書を
参照するか、製造元にお問い合わせく
ださい。

無線 LAN接続で本機をWPSにつなげ
ない

• アクセスポイントがWEPに設定
されているときは、WPSを使っ
てネットワークにつなぐことはで
きません。アクセスポイントス
キャンでアクセスポイントを検索
してから、ネットワークを設定す
る。

エラーメッセージが表示される
• エラーの性質を確認する。「ネッ
トワーク機能メッセージ一覧」
（69ページ）をご覧ください。

ネットワークにつなげない
• ネットワークの状態を確認する。
「Information」を確認して、手
順 2で「Physical Connection」
を選択する（94ページ）。
「Connection Fail」が表示される
場合は、ネットワーク接続をやり
直す（55ページ）。

• 無線ネットワークでシステムが接
続されているときは、本機と無線
LANルーター、アクセスポイン
トを近付けて配置して、設定をや
り直す。

• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの設定を確認して、設定を
やり直す。機器の設定について詳
しくは、機器の取扱説明書を参照
してください。

• 必ず無線 LANルーター、アクセ
スポイントを使う。

• 無線ネットワークは、電子レンジ
やその他の機器から放出される電
磁放射線の影響を受けます。電磁
放射線を放出する機器から離れた
ところに配置してください。

• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの電源が入っていることを
確認する。

ネットワーク接続
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TV SideView機器を使って本機を操作
できない

• 本機の電源を入れてからネット
ワークに接続するまでに時間がか
かることがあります。しばらく時
間をおいてから、もう一度 TV 
SideViewを使って操作する。

• 本機の電源を入れたらすぐに TV 
SideViewを使えるようにするに
は、Network Settingsメニュー
の「Network Standby」を
「On」にする。

Network Settingsメニューを選べな
い

• 本機の電源を入れてからしばらく
時間をおいて、Network 
Settingsメニューを設定する。

ネットワークにつなげない
• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの電源が入っていることを
確認する。

• サーバーの電源が入っていること
を確認する。

• 本機のネットワーク設定が間違っ
ている。ネットワークの状態を確
認する。「Information」を確認
して、手順 2で「Physical 
Connection」を選択する（94
ページ）。
「Connection Fail」が表示される
場合は、ネットワーク接続をやり
直す（55ページ）。

• サーバーが不安定な可能性があり
ます。再起動する。

• 本機とサーバーが無線 LANルー
ター、アクセスポイントに正しく
つながれているか確認する。

サーバーが正しく設定されているか確認
する（55ページ）。本機がサーバーに登
録されているか、およびサーバーからの
音楽ストリーミングを許可しているかを
確認する。

• 無線ネットワークにシステムが接
続されているときは、本機と無線
LANルーター、アクセスポイン
トを近付けて配置する。

• パソコンで ICF（Internet 
Connection Firewall）機能が働
いていると、本機のパソコンへの
接続の妨げになることがあります
（パソコンをサーバーとして使用
している場合のみ）。本機をパソ
コンにつなぐには、ファイア
ウォールの設定の変更が必要な場
合があります。（ファイアウォー
ルの設定の変更について詳しく
は、パソコンに付属の取扱説明書
を参照してください。）

• 本機を初期化した場合、または
サーバーのシステム回復を行った
場合は、ネットワーク設定をやり
直す（55ページ）。

サーバー（パソコンなど）がサーバーリ
ストに表示されない（テレビ画面に
「No Server」が表示される。）

• サーバーの電源を入れる前に本機
の電源を入れた。サーバーリスト
をリフレッシュする（60ペー
ジ）。

• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの電源が入っていることを
確認する。

• サーバーの電源が入っていること
を確認する。

• サーバーが正しく設定されている
か確認する（55ページ）。本機が
サーバーに登録されているか、お
よびサーバーからの音楽ストリー
ミングを許可しているかを確認す
る。

ホームネットワーク
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• 本機とサーバーが無線 LANルー
ター、アクセスポイントに正しく
つながれているか確認する。ネッ
トワーク設定情報を確認する
（94ページ）。

• お使いの無線 LANルーター、ア
クセスポイントの取扱説明書を参
照して、マルチキャスト設定を確
認する。マルチキャスト設定が無
線 LANルーター、アクセスポイ
ント上で有効になっている場合
は、無効にする。

音声データを標準再生できない
• Shuffle Playが選ばれている。
シャッフルをくり返し押して、
「SHUF」を消す。

再生が始まらない、または自動的に次の
トラックまたはファイルへ進まない

• 再生しようとしている音声ファイ
ルが本機が対応しているフォー
マットであることを確認する
（60ページ）。

• DRM著作権保護付きのWMA
ファイルは再生できません。
WMAファイルの著作権保護の確
認のしかたについては、63ペー
ジを参照してください。

再生中に音が飛ぶ
• 無線 LANの帯域幅が低すぎる。
本機と無線 LANルーター、アク
セスポイントを近付けて配置し
て、間に障害物を置かない。

• パソコンをサーバーとして使用し
ている場合は、パソコンで複数の
アプリケーションが動作している
可能性があります。パソコン上で
アンチウィルスソフトがアクティ
ブになっていると、システムリ
ソースを大量に消費するため、一
時的にソフトウェアを無効にす
る。

• ネットワーク環境によっては、1
つ以上の機器で同時にトラック再
生をできないことがあります。他
の機器の電源を切って、本機がト
ラック再生をできるようにする。

「Cannot Play」が表示される
• 音声ファイル以外のファイルを再
生することはできません。

• サーバーが正しく設定されている
か確認する（55ページ）。本機が
サーバーに登録されているか、お
よびサーバーからの音楽ストリー
ミングを許可しているかを確認す
る。

• サーバー上の音声ファイルが壊れ
ていないか、または消去されてい
ないかを確認する。サーバーに付
属の取扱説明書を参照してくださ
い。

• 以下のトラックは再生できませ
ん。
– 再生制限に違反するトラック
– 規格外の著作権情報が付いてい
るトラック

– ホームネットワークストリーミ
ングを許可していないオンライ
ンミュージックストアで購入し
たトラック

– 本機が対応していないフォー
マットのトラック（60ページ）

• 選んだトラックがサーバーから消
去されていないか確認する。ト
ラックが消去されていたら、別の
トラックを選ぶ。

• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの電源が入っていることを
確認する。

• サーバーの電源が入っていること
を確認する。

• サーバーが不安定な可能性があり
ます。再起動する。

• 本機とサーバーが無線 LANルー
ター、アクセスポイントに正しく
つながれているか確認する。

「No Track」が表示される
• 選んだフォルダーの中にトラック
やフォルダーがない場合は、フォ
ルダーを拡張して内容を表示させ
ることはできません。
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著作権付きのWMA形式のトラックを
再生できない

• WMAファイルの著作権保護の確
認のしかたについては、63ペー
ジを参照してください。

前回選んだトラックが選べない
• サーバー上でトラック情報が変更
された可能性があります。サー
バーリストでサーバーを選び直す
（60ページ）。

ホームネットワーク上の機器を本機につ
なげない

•「Network Standby」が「Off」
に設定されている。本機の電源を
入れる、または Network 
Settingsメニューで「Network 
Standby」を「On」に設定する
（95ページ）。

• ネットワークが正しく設定されて
いることを確認する。正しく設定
されていない場合は、接続できま
せん（95ページ）。

• デバイスリスト上の機器が「Not 
Allow」（61ページ）に設定され
ている、または機器がデバイスリ
ストに追加されていない（61
ページ）。

• 既に 20台（最大登録数）の機器
が登録されている。デバイスリス
トから不必要な機器を削除して、
「Auto Access」を「Allow」に
設定する（61ページ）。

• 本機が以下のいずれかの操作をし
ているときは、本機のサーバー操
作が停止します。
– サーバー上に保存されたトラッ
クを再生している（本機がプ
レーヤーとして働いている）

– ソフトウェアをアップデートし
ている

– システムをフォーマットしてい
る

ネットワーク上の機器からアクセスする
と、本機の電源が自動的に入らない

• 本機自体はWake-on-LAN標準
に対応していません。そのため、
「Network Standby」が「Off」
に設定されているときは、
Wake-on-LANで本機の電源を
入れることはできません。本機が
ネットワーク経由で他の機器から
の操作に反応できるように（95
ページ）、Network Settingsメ
ニューで「Network Standby」
を「On」に設定する（94ペー
ジ）。

ネットワーク上の機器で本機の電源を入
れることができない

• ネットワーク上の他の機器で
Wake-on-LANを起動しても、
本機の電源が入らない

iOS機器からは本機の電源を入れること
はできません。

• セキュリティソフトウェアのファ
イアウォール設定を確認する。詳
しくは下記のウェブサイトをご覧
ください。
http://www.sony.jp/support/
audio/

• iOS機器または iTunesを使用し
ているパソコンがホームネット
ワークにつながっているか確認す
る。

• 本機の AirPlayソフトウェアの
バージョンをアップデートする、
および iOS機器を最新バージョ
ンにアップデートする（68ペー
ジ）。

音が飛ぶ。
• ネットワーク環境などの要因に
よって、無線ネットワークを使用
しているときに音が飛びます。

• サーバーがオーバーロードしてい
る。使用中の不要なアプリケー
ションすべてを閉じる。

AirPlay
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本機を操作できない
• iOS機器のソフトウェアを最新
バージョンにアップデートする
（68ページ）。

• 本機のソフトウェアを最新バー
ジョンにアップデートする（68
ページ）。

• 他の機器を使って AirPlay対応機
器に同時にストリーミングしない
でください。

音量 +/–、N、X、x、.、 >、
シャッフル、リピートなどのボタンが動
作しない

• iTunesに本機からの操作を受け
入れさせる設定を、有効にする。

• iOS機器で本機がリモートスピー
カーに選ばれていない。本機を
ネットワークスピーカーに選ぶ。

本機をサービスにつなげない
• 無線 LANルーター、アクセスポ
イントの電源が入っていることを
確認する。

• ネットワークの状態を確認する。
「Information」（94ページ）を
確認して、手順 2で「Physical 
Connection」を選ぶ。
「Connection Fail」が表示され
る場合は、ネットワーク接続を設
定し直す（55ページ）。

• 無線ネットワークにシステムが接
続されているときは、本機と無線
LANルーター、アクセスポイン
トを近付けて配置する。

• インターネットプロバイダーとの
契約でインターネット接続が一度
につき 1つの機器に制限されてい
る場合は、同時に 2台の機器でイ
ンターネットにアクセスすること
はできません。通信会社かサービ
スプロバイダーへお問い合わせく
ださい。

音が飛ぶ。
• 無線 LANの帯域幅が低すぎる。
本機と無線 LANルーター、アク
セスポイントを近付けて配置し
て、間に障害物を置かない。

ペアリングができない
• Bluetooth機器を本機に近付け
る。

• 他の Bluetooth機器が本機の周
りにあると、ペアリングができな
いことがあります。この場合は、
他の Bluetooth機器の電源を切
る。

• Bluetooth機器で入力したパス
キーと同じパスキーを正しく入力
する（73ページ）。

Bluetooth接続ができない
• 接続しようとしている Bluetooth
機器が A2DPプロファイルに対
応していない、および本機とつな
ぐことができません。

• 本機の BLUETOOTHを押して、
前回つないだ Bluetooth機器に
つなぐ。

• Bluetooth機器の Bluetooth機
能をオンにする。

• Bluetooth機器から接続を確立す
る。

• ペアリング登録情報が消去されて
いる。もう一度ペアリング操作を
行う（72ページ）。

• Bluetooth機器につないでいると
きは、他の Bluetooth機器から
本機は検出されず接続を確立でき
ません。

• Bluetooth機器のペアリング登録
情報を消去して（72ページ）、も
う一度ペアリング操作を行う。

音が飛んだり変動したりする、または接
続が失われる

• 本機と Bluetooth機器が離れす
ぎている。

SEN

Bluetooth機器
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• 本機と Bluetooth機器の間に障
害物がある場合は、障害物を移動
させる。

• 無線 LAN、他の Bluetooth機
器、電子レンジのような電磁放射
線を放出する機器が本機の近くに
ある場合は、遠ざけてください。

Bluetooth機器の音声を本機で聞くこ
とができない

• Bluetoothの音量を上げてから、
音量 +/–（または本機の
MASTER VOLUMEつまみ）を
使って音量を調節する。

ハム音またはノイズがひどい
• 本機と Bluetooth機器の間に障
害物がある場合は、障害物を移動
させる。

• 無線 LAN、他の Bluetooth機
器、電子レンジのような電磁放射
線を放出する機器が本機の近くに
ある場合は、遠ざけてください。

• つないだ Bluetooth機器の音量
を下げる。

HDMI機器制御機能が正しく働かない
• HDMI接続を確認する（23ペー
ジ）。

• HDMI Settingsメニューで
「Control for HDMI」が「On」
に設定されていることを確認する
（93ページ）。

• つないだ機器が HDMI機器制御
機能に対応していることを確認す
る。

• つないだ機器の HDMI機器制御
設定を確認する。つないだ機器に
付属の取扱説明書を参照してくだ
さい。

• HDMIケーブルを抜いた、または
接続を変えた場合は、「“ブラビア
リンク”の準備をする」（76ペー
ジ）の手順をくり返してください。

•「Control for HDMI」が「Off」
に設定されているときは、機器が
HDMI IN端子に接続されている
場合でも、“ブラビアリンク”は
正しく機能しません。

•“ブラビアリンク”で制御できる
機器の種類と数は、HDMI CEC
規格で以下のとおり制限されてい
ます。
– 録画機器（ブルーレイディスク
レコーダー、DVDレコーダー
など）：3台まで

– 再生機器（ブルーレイディスク
プレーヤー、DVDプレーヤーな
ど）：3台まで 

– チューナー関連機器：4 台まで
（このうちの 1台は、本機のメ
ニュー操作に使用します。）

– オーディオシステム（AVアン
プ／ヘッドホン）：1 台まで

オーディオリターンチャンネル（ARC）
が働かない

• HDMI Settingsメニューで
「Control for HDMI」が「On」に
設定されていることを確認する。

• TV入力の「INPUT MODE」が
「AUTO」に設定されているか確
認する（81ページ）。

リモコンで操作できない
• リモコンを本体のリモコン受光部
に向けて操作する（8ページ）。

• リモコンと本体の間にある障害物
を取り除く。

• リモコンの乾電池が消耗している
場合は、新しいものに交換する。

• リモコンで正しい入力を選んだか
確認する。

“ブラビアリンク”（HDMI
機器制御）

リモコン
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本機に異常がある場合は、表示窓に
メッセージが表示されます。メッセー
ジによって本機の状態を確認できま
す。それでも問題が解決しない場合
は、お近くのソニー販売店へお問い合
わせください。
PROTECTOR
異常な電流がスピーカーに出力され
ているか、本機が何かで覆われ、通
気孔がふさがれています。数秒後に
本機の電源が自動的に切れます。本
機の天板をふさいでいるものを取り
除き、スピーカーの接続を確認し
て、もう一度電源を入れる。

USB FAIL
（USB）ポートから過電流が検出
されました。数秒後に本機の電源が
自動的に切れます。iPod/iPhone
または USB機器を確認して取りは
ずし、もう一度電源を入れる。

その他のメッセージについては、「自
動音場補正の測定後に表示されるメッ
セージの一覧」（87ページ）、「iPod/
iPhoneメッセージ一覧」（43ペー
ジ）、「USBメッセージ一覧」（46
ページ）および「ネットワーク機能
メッセージ一覧」（69ページ）を参照
してください。

参照セクション

保証書とアフター
サービス

• この製品には保証書が添付されてい
ますので、お買い上げの際、お買い
上げ店でお受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお
確かめのうえ、大切に保存してくだ
さい。

• お保証期間は、お買い上げ日より 1
年間です。

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう 1 度ご覧になってお
調べください。

それでも具合の悪いときはサービ
スへ
お買い上げ店、または添付の「ソニー
ご相談窓口のご案内」にあるお近くの
ソニーサービス窓口にご相談くださ
い。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させ
ていただきます。詳しくは保証書をご
覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合
は、ご要望により有料修理させていた
だきます。

部品の保有期間について
当社ではステレオの補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な
部品）を、製造打ち切り後 8年間保有
しています。

エラーメッセージ

メモリーを消去する

削除対象 参照ページ
メモリーに保存されたすべ
ての設定

83ページ

カスタマイズしたサウンド
フィールド

54ページ

保証書

アフターサービス
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部品の交換について
この製品では、修理のために部品を交
換する際に、旧部品を回収させていた
だく場合があります。あらかじめご了
承ください。
ただし、故障の状況その他の事情によ
り、修理に代えて製品交換をする場合
がありますのでご了承ください。

ご相談になるときは次のことをお
知らせください。
• 型名：STR-DN840
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• 購入年月日：
• お買い上げ店：

主な仕様
アンプ部
実用最大出力
ステレオモード（6 Ω、JEITA）：

150 W + 150 W
サラウンドモード（6 Ω、JEITA）：
フロント部：150 W + 150 W
センター部：150 W
サラウンド部：150 W + 150 W
サラウンドバック／フロントハイ
部：150 W + 150 W

スピーカー適合インピーダンス
フロント、センター、サラウンド、
サラウンドバック／フロントハイ
部：6 Ω ～ 16 Ω

高調波ひずみ率
0.09%以下
20 Hz～ 20 kHz
（6 Ω負荷）
95 W + 95 W

周波数特性
アナログ

10 Hz ～ 100 kHz、
+0.5/–2 dB（6 Ω時）（サウン
ドフィールド、イコライザー回
避時）

入力
アナログ
感度：500 mV/50 kΩ
S/N比 1)：105 dB
（A、500 mV2)）

デジタル（同軸）
インピーダンス：75 Ω
S/N比：100 dB
（A、20 kHz LPF）

デジタル（光）
S/N比：100 dB
（A、20 kHz LPF）

出力（アナログ）
SUBWOOFER
電圧：2 V/1 kΩ

イコライザー
ゲインレベル
± 10 dB、1 dB単位

1)INPUT SHORT（サウンドフィールド、
イコライザー回避時）

2)重み付きネットワーク、入力レベル

FMチューナー部
受信範囲

76.0 MHz ～ 90.0 MHz
アンテナ

FMアンテナ線
アンテナ端子

75 Ω、不平衡型

AMチューナー部
受信範囲

531 kHz ～ 1,602 kHz
（9 kHz間隔）

アンテナ
ループアンテナ

ビデオ部
入力／出力

VIDEO：1 Vp-p、75 Ω
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HDMI映像
入力／出力（HDMIリピーターブロック）

フォーマット 2D

3D

フレーム
パッキング
方式

サイドバイ
サイド方式

（ハーフ方式）

オーバー
アンダー方式
（トップアンド
ボトム方式）

4096 × 2160p @ 23.98/
24 Hz a – – –

3840 × 2160p @ 29.97/
30 Hz a – – –

3840 × 2160p @ 25 Hz a – – –

3840 × 2160p @ 23.98/
24 Hz a – – –

1920 × 1080p @ 59.94/
60 Hz a – a a

1920 × 1080p @ 50 Hz a – a a

1920 × 1080p @ 29.97/
30 Hz a a a a

1920 × 1080p @ 25 Hz a a a a

1920 × 1080p @ 23.98/
24 Hz a a a a

1920 × 1080i @ 59.94/
60 Hz a a a a

1920 × 1080i @ 50 Hz a a a a

1280 × 720p @ 59.94/
60 Hz a a a a

1280 × 720p @ 50 Hz a a a a

1280 × 720p @ 29.97/
30 Hz a a a a

1280 × 720p @ 23.98/
24 Hz a a a a

720 × 480p @ 59.94/
60 Hz a – – –

720 × 576p @ 50 Hz a – – –

640 × 480p @ 59.94/
60 Hz a – – –
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iPod/iPhone部
DC 5V 1.0 A MAX

USB部
対応フォーマット *

MP3 (MPEG 1 Audio Layer-3)：
32 kbps ～ 320 kbps、VBR

AAC：
16 kbps ～ 320 kbps、CBR、
VBR

WMA9規格：
40 kbps ～ 320 kbps、CBR、
VBR

WAV：
8 kHz ～ 192 kHz、16ビット 
PCM
8 kHz ～ 192 kHz、24ビット 
PCM

FLAC：
8 kHz ～ 192 kHz、16ビット 
FLAC
44.1 kHz ～ 192 kHz、
24ビット FLAC

* あらゆるエンコード／ライティングソフ
トウェア、録音機器、記録媒体との互換
性は保証しません。
転送速度

ハイスピード
対応する USB機器

マスストレージクラス（MSC）
最大電流

500 mA

NETWORK部
イーサネット LAN

10BASE-T/100BASE-TX
無線 LAN

対応規格：
IEEE 802.11 b/g

セキュリティ：
WEP 64ビット、
WEP 128ビット、
WPA/WPA2-PSK (AES)、
WPA/WPA2-PSK (TKIP)

無線周波数：
2.4 GHz

Bluetooth部
通信システム

Bluetooth標準規格 Ver.3.0準拠
出力

Bluetooth標準規格
Power Class 2

最大通信範囲
見通し線およそ 10メートル 1)

周波数帯
2.4 GHz 帯 
(2.4000 GHz ～ 2.4835 GHz)

変調方式
FHSS (Freq Hopping Spread 
Spectrum)

対応 Bluetoothプロファイル 2)

A2DP (Advanced Audio 
Distribution Profile)
AVRCP 1.3 (Audio Video 
Remote Control Profile)

対応コーデック 3)

SBC4)、AAC
対応コンテンツ保護

SCMS-T方式
伝送範囲（A2DP）

20 Hz ～ 20,000 Hz
（サンプリング周波数 44.1 kHz）

1)実際の通信範囲は、機器間の障害物、電
子レンジの周りの磁場、静電気、コード
レス電話、受信感度、アンテナの性能、
オペレーションシステム、ソフトウェア
アプリケーションなどの要因によって異
なります。

2)Bluetooth標準プロファイルは、機器間
の Bluetooth通信の目的を示してます。

3)コーデック：音声信号伝達とフォーマッ
ト変換

4)サブバンドコーデック

電源、その他
電源

AC 100 V、50/60 Hz
消費電力

180 W
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消費電力（スタンバイ状態時）
0.3 W（「Control for HDMI」、
「Pass Through」、「Network 
Standby」、「BT Standby」を
「Off」に設定しているとき）

寸法（幅／高さ／奥行き）（約）
430 mm × 156 mm × 
329.4 mm（最大突起部を含む）

質量（約）
8.5 kg

仕様および外観は、予告なく変更するこ
とがあります。

本機は「JIS C 61000-3-2 適合品」
です。

•オートオフ機能搭載
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索引

数字
2チャンネル 49
5.1チャンネル 18
7.1チャンネル 18

あ行
アクセスポイントスキャン 35
アルファベットサーチ 13
エフェクトレベル 99
オーディオ機器コントロール 80
オートジャンルセレクター 78
オートスタンバイ／ Auto 
Standby 95, 101
音楽サービス 64
音響効果 49

か行
距離の単位／ Distance Unit 91, 
99
クロスオーバー周波数 90, 99
ケーブルテレビチューナー 25, 
26
高域／ Treble 53, 100
固定 IPアドレス 36

さ行
サーバー 55
サーバーリスト 60
サウンドフィールド 49
サラウンド設定 99
シーンセレクト 80
システムオーディオコントロール 
78
システム設定／ System 
Settings 95, 101

自動位相マッチング 89
自動音場補正設定 97
自動音場補正の種類／
Calibration Type 97
自動選局 47
消音 40
消去
サウンドフィールド 54
メモリー 83
リモコン 103
スーパーオーディオ CDプレー
ヤー 27
スピーカー設定／ Speaker 
Settings 86, 98
スピーカーパターン／ Speaker 
Pattern 88, 98
スリープタイマー 13
接続
アンテナ 28
映像機器 23
オーディオ機器 27
スピーカー 20
テレビ 22
ネットワーク 28
無線 30
有線 30
USB機器 27
ソフトウェアアップデート／
Network Update 96

た行
ダイナミックレンジの圧縮 92, 
100
ダイレクト選局 47
チューナー 46
チューナー設定 100
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低域／ Bass 53, 100
テストトーン／ Test Tone 91
テレビ 22
電源オフ連動 77

な行
二重音声／ Dual Mono 92, 100
入力 39
入力割り当て 81
ネットワーク設定／ Network 

Settings 94

は行
バイアンプ接続 83
パスキー 73
ピュアダイレクト 53
表示窓 9
表示窓に情報を表示する 102
“ブラビアリンク”
準備する 76
プリセットメモリー 48
プリセット放送局 48
ブルーレイディスクプレーヤー／
レコーダー 25
ホームネットワーク 60

ま行
ミュージックモード 50
ムービーモード 49
無線 LANアンテナ 11
無線 LAN信号強度 10
メッセージ
エラー 118
ネットワーク機能 69
iPod/iPhone 43
USB 46
自動音場補正 87
メニュー 84, 97

や行
有線ネットワーク 34

ら行
リセットする 102
リモコン 12
レベル設定 97

わ行
ワンタッチプレイ 77

A-Z
Advanced Auto Volume 92
AirPlay 66
AM 46
Audio Input Assign 94
Audio Settings 91, 100
Auto Volume 92
A.F.D.モード 49
A/V Sync. 92, 100
Bi-Amp 83
Bluetooth
再生する 73

Bluetooth設定 101
BS デジタルチューナー 25, 26
CDプレーヤー 27
Center Lift Up 89
CS デジタルチューナー 25, 26
DCAC （デジタルシネマ自動音
場補正） 31

Device Name 95
DLNA 54
Dolby Digital EX 17
DVDプレーヤー／レコーダー 25
D.L.L. (Digital Legato Linear) 
91

Easy Setup（かんたん設定） 31
EQ設定／ EQ Settings 53, 100
Fast View 94
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そ
の
他

FM 46
FMモード／ FM Mode 47, 100
HD-D.C.S. 50
HDMI 23, 93
HDMI Sound Field 93, 101
HDMI 音声出力／ HDMI Audio 
Out 93, 101

HDMI機器制御／ Control for 
HDMI 93, 101

HDMI 設定／ HDMI Settings 
93, 101

Input Edit 94
Input Mode 81
Input Settings 94
IP Setting 95
iPod/iPhone
充電する 43
対応モデル 41

Listen 39
Manual Setup 89
Name Input 48
Network Standby 95
Network Update 96
OSD （オンスクリーン表示） 38
Pass Through 93, 101
PlayStation 3 25
PROTECTOR 118
SB Assign 89, 98
SEN 64
Settingsメニュー 84
SPEAKERS 33
Subwoofer Level 93
Update Alert 96
USB FAIL 118
USB機器 43
Wake-on-LAN 61
Watch 39
Wireless network 35

WPS
プッシュボタン 36
PINコード 37
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ソニーソフトウェアの使用許諾契約書
（下記に定義するとおり）ソニーソフトウェアを使用する前に本契約書をよくお読みくださ
い。ソニーソフトウェアを使用すると、本契約書に同意したものとみなされます。  本契約書
の条項に同意できない場合、ソニーソフトウェアを使用することができません。 

重要：よくお読みください。このソフトウェア使用許諾契約書（「EULA」）は、お客様と、
ソニー製ハードウェアデバイス（「本製品」）の製造元かつソニーソフトウェアのライセン
サーであるSony Corporation（「Sony」）との間で締結される法的な契約書です。本製品
に含まれているソニーソフトウェアと第三者ソフトウェア（別途ライセンス付きのソニー製
ソフトウェア以外のソフトウェア）および更新プログラムやアップグレードプログラムも以
降「ソニーソフトウェア」とします。ソニーソフトウェアは本製品でのみ使用できます。

お客様がソニーソフトウェアを使用すると、本 EULAの条項に拘束されることを承諾したも
のとみなされます。本 EULAの条項をご承諾いただけない場合は、ソニーソフトウェアのラ
イセンスを発行できません。その場合は、ソニーソフトウェアをご使用いただけません。

ソニーソフトウェアライセンス
ソニーソフトウェアは、国内外の著作権法、およびその他の知的財産権に関する法律や条例
によって保護されています。ソニーソフトウェアは販売されるものではなく、使用が許諾さ
れるものです。

ライセンス許諾
ソニーソフトウエアに対するすべての著作権およびその他の権利は、ソニーまたはソフト
ウェアのライセンサーが保有しています。本 EULAは、ソニーソフトウェアの個人的利用の
権利を付与するものです。

要求、権利、制約および制限事項
制約：ソニーソフトウェアの全体または一部の複製、変更、リバースエンジニアリング、逆
コンパイルまたは逆アセンブルは許可されていません。

コンポーネントの分離：ソニーソフトウェアは一製品として使用が許諾されています。ソ
ニーソフトウェアのコンポーネント部分を分離させることはできません。

本製品一台で使用する：ソニーソフトウェアは本製品一台のみで使用できます。

貸与：ソニーソフトウェアの貸与またはリリースは許可されていません。

ソフトウェア移行：ソニーソフトウェアのコピーを保持することなく、すべてのソニーソフ
トウェア（すべてのコピー、コンポーネント部品、メディア、取扱説明書、その他の印刷版
および電子版ドキュメント、リカバリーディスクと本 EULAを含むがこれらに限定されな
い）を移行させ、受取人が本 EULAの条項に同意することを条件に、本EULAに規定する
お客様のすべての権利を永久に譲渡することができます。

終結：本 EULAの条項を順守して使用いただけない場合は、他の権利を侵害することなく、
ソニーは本 EULAを終結します。この場合、お客様はソニーからの要求にしたがって本製品
をソニー指定の住所に送るものとします。ソニーソフトウェアを本製品から削除次第、本製
品をお客様へ返送するものとします。

機密性：お客様は、公然に知られていないソニーソフトウェアに含まれる情報を機密保持す
ること、およびこれらの情報をソニーに事前許可を得ずに漏えいしないことに同意するもの
とします。
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リスクの高い活動
ソニーソフトウェアは耐故障製品ではありません。また、ソニーソフトウェアの障害が死亡、
障害、その他の重大な身体的損害または環境的損害につながるような（「リスクの高い活
動」）、フェイルセーフ機構が必要とされる危険な環境（原子力施設、航空機航行、通信シス
テム、航空管制、直接的な救命装置、軍事システムなど）で、オンライン制御装置として使
用したり再販したりすることを目的とした設計および製造を行っていません。ソニーおよび
サプライヤーは、「リスクの高い活動」に対していかなる適合性の明示または黙示保証を明確
に否認します。

ソニーソフトウェア保証の除外
ソニーソフトウェアは自己責任で使用してください。ソニーソフトウェアは、「現状有姿」
かつ「現状渡し」で、いかなる保証を設けることなく提供され、ソニー、販売会社、および
ソニーのライセンサー（この章でのみ包括的に「ソニー」と呼ぶ）は、市販性および特定目
的との適合性の暗黙保証を含むがこれらに限定せず、明示あるいは黙示を問わずいかなる保
証を明確に否認します。ソニーは、ソニーソフトウェアに含まれている機能にエラーやバグ
がないこと、またはお客様の要件を満たしていること、および操作が改善される可能性を保
証しません。また、ソニーは、ソニーソフトウェアの使用や使用結果に関わる正確性、信頼
性などを保証せず、明言しません。ソニーまたはソニーの認定代理店が口頭または書面で伝
えた情報が、新たな保証を設定したり、この保証の範囲を広げたりすることはありません。
黙示保証の除外を認めていない地域の場合は、上記除外は適用されません。

上記の一般性を制限することなく、ソニーソフトウェアは本製品以外の他の製品での使用を
目的に設計されてはいないことを特に定めます。お客様自作または第三者が製作したいかな
る製品、ソフトウェア、コンテンツまたはデータがソニーソフトウェアによって破損しても、
ソニーは保証しません。

責任の制限
ソニー、ソニー販売店およびソニーのライセンサー（この章でのみ包括的に「ソニー」と呼
ぶ）は、明示また黙示保証の不履行、契約不履行、怠慢、厳格責任またはその他の法理論に
基づきまたは起因して、付随的または結果的に生じるソニーソフトウェアに関連する損害に
対して一切の責任を負いません。ソニーが損害の可能性をアドバイスしたか否かに関わらず、
これらの損害は、財産損害、収益損害、データ損害、本製品または他の関連機器使用の損害、
ダウンタイムおよび操作時間を含み、かつ制限しません。いかなる場合も、本 EULAの規定
において、お客様に対する全債務を合わせた総額は、ソニーソフトウェアに実際に支払われ
た価格を超えないものとします。

輸出
ソニーソフトウェアをお客様の居住地外の国で使用、または居住地から他国へ持ち出すにあ
たり、輸入、輸出および通関に関する法律および規制を遵守するものとします。

準拠法
本EULAは、法の条項の抵触があろうと、日本国法が適用されかつ当該日本国法に準拠して
解釈するものとします。本 EULAから生じる論争は、東京の専属的合意管轄裁判所において
行われるものとし、ソニーはこの契約書によって裁判地と裁判所の管轄に同意するものとし
ます。お客様およびソニーは、本 EULAから生じる、または本EULAに関わるいかなる問
題に対する陪審裁判の権利を放棄するものとします。

契約の分離
本EULAの一部が無効または法的強制力を持たなくなった場合でも、他の部分は有効です。

本EULAまたはここで提示される限定的保証に関しては、本製品に付属の保証書に記載され
ている指定の住所に書面でソニーへお問い合わせいただけます。
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サポート情報について
本機の最新情報について詳しくは、以下のホームページをご覧ください。
http://www.sony.jp/support/audio/

「Q&A」ホームページ
お客様からよくあるお問い合わせと解決法に関する情報を、以下のホームページで確
認できます。
http://www.sony.jp/support/faq.html
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